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いもうとコンプレックス！


─ＩＣ─
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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　プロローグ







　慎つつましい小鳥のさえずりが耳に心地ここちよく響ひびき、カーテンの隙すき間まから漏もれるうららかな陽ひ射ざしがさらなる眠ねむ気けを誘さそう。そんな、よく晴れた入学式の日の朝のこと。


『お兄ちゃん、朝だよ。起きて～』


　魅み惑わくの妹ボイスで、早はや川かわ大だい吾ごはぱっちりと目を覚ました。


『お兄ちゃん、朝だよ。起きて～』


　繰くり返される魅惑の妹ボイス。大吾は一つ大きく背せ伸のびをすると、起こしに来てくれた妹に感謝の返事──をせず、枕まくら元もとにあった携けい帯たい電話を操作し、目覚まし機能をオフに切り替かえた。


　妹は朝に弱いので、残念ながら起こしに来てくれることは滅めつ多たにない。可愛かわいい妹に起こしてもらうという男イのベ幻ン想トは、この家では発生しないのだ。そのため、大吾はせめて気分だけでも味わおうと妹の声を携帯電話に録音してもらい、こうして目覚まし代わりに使用している。現実はいつも残ざん酷こくなのだ。


　ベッドから降りてせっせと制服に着替える。そして、自室を出るとすぐ隣となりの妹の部屋の前に立つ。


「佳か奈な美み、朝だぞ。起きろ」


　トントン、とノックをしながら部屋の中に向かって声をかける。この段階で妹が目を覚ます確率は、大吾の経験からいって五割弱というところだ。


「…………………」


　しばらく待ってみるが、返答はない。どうやら、今日は残りの五割強の方らしい。


「佳奈美、入るからな～？」


　一応、一言そう告げて、部屋の扉とびらを静かに開ける。


　中を見ると案の定、妹──早川佳奈美はベッドの上でその小さい身体からだを丸めてすやすやと寝ね息いきを立てていた。


　足音を立てないよう慎しん重ちように部屋に入り、ベッドの方へ近づいていく。そして、中ちゆう腰ごしになりながらそっと佳奈美の寝顔を上から覗のぞき込んだ。


　栗くり色いろの柔やわらかそうなショートカットの髪かみ。一六〇センチに満たない小こ柄がらな背せ丈たけ。少し鼻の低い愛あい嬌きようのある顔立ちに、くりくりとした瞳ひとみ。これで背中に白い羽でも生えていようものなら、拝み倒たおしてしまうこと間ま違ちがいなし。


　俺の妹、マジ天使！


　薄うすく形のいい唇くちびるの隙間から漏れる吐と息いきに合わせて発展途と上じようの胸が小さく上下を繰り返し、やや大きめのピンクのパジャマの先からちょこんと出る手が、お気に入りの子犬のぬいぐるみをぎゅっと抱だきかかえている。


　やばい。何度見ても可愛すぎる。佳奈美可愛いよ佳奈美！


　そんな風に妹の寝顔を見ながら、鼻息を荒あらくする大吾。


　完全無欠の変態であった。


「……っと、見とれている場合じゃないな」


　本当ならここで一二〇時間くらいこうしていたいが、残念ながらそんな時間はない。今日は入学式の準備のため、一足先に家を出ないといけないのである。ここで起こしておかないと、朝に弱い妹は寝ね坊ぼうしてしまうかもしれない。


　大吾は泣く泣く佳奈美を起こすため、その身体を揺ゆすろうと肩かたに手をかける。と、


「むっ……!?」


　横を向いて丸まっていた佳奈美が、ころんと寝返りを打って仰あお向むけになる。


　その際に着ていたパジャマがはだけ、お腹なかと可愛いおへそが丸出しになってしまった！


「…………」


　じーっと穴があくほど凝ぎよう視しする大吾。


「……って、何をやってるんだ俺は！　これじゃまるで変態じゃないか！」


　そして、三〇秒ほどしてからようやく正気を取り戻もどし、慌あわてて首を振ふった。


　ちなみに、そんなことをしなくてもとっくに変態である。


「う、ううむ……」


　あられもない格好のまま寝息を立てる佳奈美を見ながら、大吾は思案する。





　ここは、兄として衣服の乱れを直してあげるべきではないだろうか。





　このままでは風か邪ぜを引いてしまうかもしれないし、もしこの状態で起こしたら、いわれのない疑いをかけられてしまう可能性もある。


　そう、これはあくまで佳奈美の健康と自己防衛のための行こう為いなのだ。


　決してやましい気持ちなどない！　断じてない！


「……よ、よし……やるか……」


　ごくり、と唾つばを飲み込んでから、大吾は佳奈美のパジャマに手をかけた。寝息のたびに小さく上下するお腹がすぐ目の前だ。思わず撫なで回したくなってしまう。


（落ち着け、落ち着くんだ早川大吾……！）
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　危険な誘ゆう惑わくと懸けん命めいに闘たたかいながら、大吾は震ふるえる指先でボタンを留めようとする。


　その時、


「お兄……ちゃん……？」


　すぐ近くから、寝起きのかすれた声が聞こえてきた。


　ぎぎぎぎ、と壊こわれたブリキ人形のように首を回し、声のした方を見る大吾。


　上半身をゆっくりと起こした佳奈美は寝ぼけ眼まなこで目をしぱしぱさせながら、まず大吾の顔、次にはだけたパジャマ、最後にパジャマにかけられた大吾の手に順次視線を巡めぐらせる。


　そして、たっぷり一〇秒は経たってから、


「おおおおおおおおおお兄ちゃん!?」


　頭から湯気が出てきそうなほど真っ赤な顔で、悲鳴のような叫さけび声を上げた。


　まずい！　一二〇パーセント勘かん違ちがいをされている！


「ち、違うんだ佳奈美！　俺は──」


「だ、だめ！　ひゃめ！　ひゃだ！　えｂせえｈｂｖいｈｒんｑ！」


　なんとか釈しやく明めいしようとした大吾だったが、パニック状態の佳奈美は手足をじたばたさせて猛もう烈れつな勢いで暴れ始めてしまった。


　こうなっては釈明どころではない。まずは落ち着かせないと……！


「お、落ち着け佳奈美……」


　佳奈美を押さえようと大吾がベッドに上がる。が、その途と端たん、


「ごふっ……！」


　暴れていた佳奈美の右足が、不運にも大吾の鳩尾みぞおちを直ちよく撃げきした。


　中学時代に水泳部で鍛きたえられた脚きやく力りよくは半はん端ぱではなく、すさまじい激痛にたまらずお腹を押さえて前のめりに倒れ込む。


　すると、





　ふにょんっ





　なんだかそんな慎ましくも柔らかい感かん触しよくに顔面が覆おおわれた。


　……なんだろうこれは。倒れた先にクッションでもあったのだろうか。


「はわ、はわわわわ、おに、お、おにい、おお、おにいちゃ……」


　すぐ頭上からどもりまくった佳奈美の声が聞こえてくる。一体何があったのだろう。


　とりあえず状じよう況きようを確かく認にんしなければ。


　大吾は両手をベッドについて身を起こそうと──


「み、見ちゃダメ～～～～～!!」


　したその瞬しゆん間かん、グキリッ、という嫌いやな音を立てて、大吾の首が強ごう引いんに横に捻ねじ曲げられた。


「……かっ……はっ……」


　力を失った大吾の身体がベッドから転げ落ちる。


　佳奈美はそれを気にする余よ裕ゆうもなくせっせとボタンを留め、パジャマの乱れを直した。


「ご、ごめんねお兄ちゃん。もうこっち見てもいいよ」


　えへへ、と照れ笑いを浮うかべて佳奈美が大吾の方を見る。が、


「あああっ!?　お、お兄ちゃん!?」


　床ゆかに力なく横たわる大吾は、白目を剝むいて泡あわを吹ふいていた。


「お兄ちゃん！　しっかりしてお兄ちゃん！」


　慌てて大吾を介かい抱ほうする佳奈美。


　その後、意識が戻るまで一五分近くを要し、大吾は入学式初日の朝から学校まで全力ダッシュを余よ儀ぎなくされたのであった……。












　　第一章　佳か奈な美みの高校デビュー大作戦







「俺は妹が大大大好きだっっっっ!!」


　東京都西部、神か奈な川がわ県と東京都の境目の辺りに位置する私立五月さつき治じ学がく園えん。


　その生徒会室で、大だい吾ごは拳こぶしを突つき上げ、声高らかにそう宣言した。


「…………………………」


　同じ部屋で書類のチェックをしていた女子生徒が、ぴたりと手を止める。


　そして、おもむろにスカートのポケットから携帯電話を取り出すと、


「もしもし？　警察ですか？」


「第一章開始一ページから警察沙ざ汰た!?」


　迷わず一一〇番をプッシュした。


「ええ、はい。そうなんです。学校に度し難がたい変態野や郎ろうが不法侵しん入にゆうを……」


「待て！　俺はこの学校の生徒！　しかも副会長！」


「しかも勝手に副会長を名乗っています」


「待て待て！　お前とペアで立候補したんだから、知ってるはずだよな生徒会長!?」


　生徒会室に響ひびく大吾の魂たましいの絶叫ツツコミ。


　女子生徒は仕方ないという風にため息をつくと「間違いでした、すみません」と謝罪して電話を切った。


「志し保ほ、お前な……。マジで警察に電話するか普ふ通つう……？」


「二人きりの部屋で、クラスメイトが自ら変態であることをカミングアウトした時の対応としては至し極ごく当然じゃないかしら？　あんたもそう思うでしょ、大吾？」


　女子生徒が携けい帯たい電話をポケットに戻しながら、呆あきれたように言う。


　ポニーテールにまとめた黒くろ髪かみに、ぱっちりした瞳と整った顔立ち。一七〇センチ近い長身にすらりと長い手足、おまけに抜ばつ群ぐんのスタイル。


　成績は常に学年で上位をキープしており、運動神経も抜群。さらには料理・裁さい縫ほう・掃そう除じ・洗せん濯たくと家事全ぜん般ぱんに至るまで全すべてをそつなくこなす。


　そんな彼女の名は水みな瀬せ志保。この私立五月治学園第四六代生徒会長を務めている、パーフェクト美少女だ。


　天は人に二物を与あたえずと言うが、もしそれが本当なら、彼女は天に愛されているとしか言いようがないだろう。


「いや、そう思うでしょと言われても……」


　一方、そんなパーフェクト生徒会長を補ほ佐さする立場にある生徒会副会長──早はや川かわ大吾は冷や汗あせを流しながらそう答えた。


　ちなみに、志保は生徒会長であるだけでなく大吾にとっては幼おさな馴な染じみにもあたる。


　特別イケメンでもなければ頭がいいわけでもない自分が副会長に指名されたのはそういった事情があるからだ。


「ちなみに志保。一応言っておくが、さっきの叫びは俺が変態であることをカミングアウトしたわけではない」


「じゃあ、何なのよ？」


　怪け訝げんそうな表情を浮かべる志保。


　大吾は「ちっちっち」と人差し指を小さく振り、





「あれは俺の妹愛だっっっっ!!」





「…………………………」


「待て！　無言で携帯電話を取り出すのはやめろ！」


　ポケットから再び携帯電話を取り出した志保を慌てて取り押さえようとする。


　だが、そんな大吾を見た志保はにっこりと笑えみを浮かべ、


「心配しないで。警察に電話するわけじゃないから」


「え？　そうなのか？　なんだ、それなら……」


「呼ぶのは救急車よ」


「それもやめてくれ！　別に頭がおかしくなったわけじゃない！」


　単に一一○番が一一九番に変わっただけだった。


「冗じよう談だんよ、冗談。本当に電話するわけないじゃない」


　志保が肩かたをすくめて携帯電話をポケットに戻す。


「だよな……。警察だけでなく救急隊員の人にまで迷めい惑わくをかけるわけには──」


「あんたの頭はもう手て遅おくれだもんね」


「そっちかよ！」


　既すでに諦あきらめられていただけだった。


「事実でしょ。……あれ？　あんたその首どうしたの？」


　凹へこんでいる大吾がうなだれた際、首の後ろに湿しつ布ぷが貼はられているのに気付いた志保が尋たずねる。


「ん？　ああ。これは、朝に佳奈美の部屋で──」


　顔を上げた大吾は事情を説明しようとし、





「朝に佳奈美ちゃんの部屋で？」





「──挨あい拶さつをしようと思ったらその前に首を寝ね違ちがえているのに気が付いたんだ！」


　突とつ如じよ殺気立った視線を向けてきた志保を見て、すんでのところで緊きん急きゆう回かい避ひ。


　危なかった……。一人っ子の志保は佳奈美のことを自分の妹のように大事に思っているのだ。もし、うっかり朝の出来事を話してしまっていたら、今いま頃ごろ自分はもうこの世にはいなかったかもしれない。


「……まぁいいわ。今回は見み逃のがしてあげる。そろそろ入学式が始まる頃だしね」


　腕うで時計に視線を落として志保が言う。と、


「何ぃっ!?」


　突とつ然ぜん、大吾が勢い良く立ち上がった。


「それはまずい！　せっかくの計画が台無しになってしまう！」


「え？　計画？」


「さぁ、行くぞ生徒会長！　生徒の模も範はんたる俺達が遅ち刻こくするわけにはいかん！」


「ちょ、ちょっと待ちなさい！　計画って一体……!?」


　嫌な予感を感じ取った志保が大吾を呼び止める。が、


「いざ、入学式へ!!」


　そんな志保を無視し、大吾はあっという間に生徒会室を飛び出していった。


「あっ、コラ！　待ちなさいってば!!」


　志保も大急ぎでその跡あとを追う。


　目指すは体育館。


　いよいよ新しい学園生活の幕開けだ！








　時は四月一日、春。


　柔やわらかな陽ひ射ざしが吹き抜ぬける風に温ぬくもりを与え、長い冬の眠ねむりから覚めた植物達が芽を吹き、新たな始まりを予感させる、そんな季節。


　私立五月治学園の体育館では、教師と来らい賓ひん、そして新入生の保護者達が主役の登場を今か今かと待ち続けていた。


「この雰ふん囲い気き……懐なつかしいな。去年の俺達もこんな感じだったんだろうな」


　生徒会役員代表として舞ぶ台たい上にいる大吾が、同じく代表として隣となりに座る志保に言う。


「そうね。あれからもう一年も経たつのかぁ……。まさか、一年後に自分が新入生に挨拶する立場になっているなんて、想像もしてなかったわ」


「それは俺も同じだよ。まさか志保、お前とこうして──」


「え……？」


　突然自分の名前が出てきたことに、志保が思わずドキリとして大吾を見る。


　大吾は照れ臭くさそうに鼻の頭を搔かきながら、


「ああ。まさかお前と──まだこの学園の生徒でいられるなんて」


「あんたこの学園で何するつもりだったの!?」


　よほどのことがない限り学園にいられなくなることはないはずだ。


「それは、まぁ……。ところで、先月の予算会議のことなんだけど──」


「なんでわざとらしく話題を変えようとするわけ!?　とても言えないようなことを計画してたんじゃないでしょうね!?」


　思わず椅い子すから立ち上がって詰つめ寄ろうとする志保。すると、


「あの二人、またやってる」


「本当、仲良いよね」


　すぐ近くにいた放送委員の生徒達がクスクスと偲しのび笑いを漏もらしていた。どうやら今までの会話を聞かれてしまっていたらしい。


　志保はすごすごと席に戻もどると、小声で恨うらめしげに言う。


「も、もう……あんたのせいで恥はじかいちゃったじゃないの」


「俺のせいかよ」


「そうに決まってるでしょ。あんたが『お前と』なんて言うから、あたしはてっきり……」


　そこで、志保ははっとして言葉を止めた。


「てっきり……なんだ？」


　大吾が怪訝な顔で聞き返す。


「そ、その……」


　すると、志保はなぜか突然顔を赤くしてもじもじし始めた。


「その？」


「つ、つまり……」


「つまり？」


「……ああ、もういいわよ！　それよりも！」


　いつもの表情に戻った志保がぐっと大吾に詰め寄る。


「さっき言ってた計画って何なのよ？」


「ん？　何のことだ？」


「とぼけないで。さっき生徒会室で言ってたやつよ。まさか、これも人に言えないようなものなんじゃ……!!」


「落ち着けって。大だい丈じよう夫ぶだ。そんなもんじゃない」


「じゃあ、言ってみなさいよ」


　志保の表情がさらに険しくなる。


　これ以上の説教は遠えん慮りよしたかったので、大吾は降参するように両手を挙げた。


「佳奈美がうちに入学するって話はしたよな？」


「知ってるわよ。もうかれこれ五十回は聞いたわ」


「そうだったか？」


「五十回以上話しても記き憶おくに残ってないあんたの頭って……」


　志保が残念な人を見る目で大吾を見る。大吾はこめかみに冷や汗を浮うかべた。


「……まぁ、そんなことはどうでもいい。本題はここからだ」


　大吾は顔を俯うつむけ、志保にしか聞こえないように声のトーンを抑おさえた。


「佳奈美は中学三年間、あまり友達が出来なかった。……例の体質のせいでな」


「…………」


　その言葉を聞いて、志保も大吾と同じように顔を俯ける。


「俺達が中学を卒業してから去年一年間。佳奈美には本当に寂さびしい想おもいをさせたと思う。休み時間も昼休みも下校中もずっと一人で……くそっ……」


　大吾は一いつ瞬しゆん悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ後、後ろ向きになった思考を振ふり払はらうかのようにぐっと顔を上げ、強い決意のこもった瞳ひとみで宣言した。


「俺は高校生になった佳奈美にもう寂しい思いはさせたくない！　だから決めたのだ。佳奈美が同じ高校に入ったら、多くの友人が出来るようでき得る限りのことをしようと。名付けて『友達一〇〇〇人出来るかな大作戦』だ！」


「うち、全校生徒合わせても六〇〇人くらいしかいないんだけど……」


「…………」


　鋭するどいツッコミを受けて微び妙みような表情で固まる大吾に、志保は苦く笑しようした。


「……あんたって、本当に佳奈美ちゃんのことが可愛かわいいのね」


「当たり前だ。この宇宙でたった一人の妹だぞ？」


　にっと笑い、力強くそう答える大吾。


　そんな大吾に志保は呆あきれたような──それでいてどこか優やさしい笑みを浮かべた。


「まぁ、そういうことならあたしも協力するわ。でも、くれぐれも無茶はしないように」


「心配するな。入学式の邪じや魔まをしたりはしない」


「ならいいけど……」


　疑うたぐりの視線を向けながらも、志保は一応協力を約束する。


　実際、いい案だと思った。


　ここ五月治学園は都内でも有数の進学校で、大吾達が通っていた公立中学とは比ひ較かくにならないほどレベルが高い。


　去年ここに合格したのは大吾と志保の二人だけだったし、今年は佳奈美しかいないと聞いている。つまり、中学時代の知り合いは一人もいない。


　心機一転やり直すには最適な環かん境きようだ。


「そうだ、入学式が終わったらさ──」


　志保がそこまで言いかけた時、吹すい奏そう楽がく部のトランペットの音が体育館に響ひびき渡わたった。


　いよいよ、主役の登場だ。大吾と志保は姿勢を正して体育館の入り口へと視線を向けた。


　マーチ風にアレンジされた校歌の演奏に合わせて、新入生が続々と体育館に入場してくる。


　その列の中にいる佳奈美は緊きん張ちようのためか行進がややぎくしゃくしており、いつもは可愛らしい顔も今は足元に向けられていてよく見えなかった。


「佳奈美ちゃん、大分緊張しているみたいね？」


　周囲に聞こえないよう、志保が大吾に耳打ちする。


「ああ。そうみたいだな」


「大丈夫かしら？　転んだりしなければいいんだけど……」


「確かに。心配だな」


「…………？」


　志保の耳打ちに対して、落ち着いた声で受け答えをする大吾。


　そんな大吾に、志保は強きよう烈れつな違い和わ感を抱いだいた。


　佳奈美が困っている状じよう況きようだというのに、妙みように冷静だ。いつもなら真っ先に飛び出していって、恥も外聞もなく手を握にぎって励はげますくらいのことはしそうなのに（もちろん、その場合は全力でしばき倒たおすつもりだったが）。


　嫌いやな予感がする。というより、嫌な予感しかしない。


「……何を企たくらんでるのよ？」


　志保が口調を厳しくして尋たずねる。


「しつこいな。お前の言う通り、副会長として真ま面じ目めに式に出席しているんじゃないか」


「それが怪あやしいって言ってるの。あんたがあたしの言うことを素す直なおに聞くなんて、あり得ないわ」


「それが小学校以来付き合いのある幼おさな馴な染じみの言葉か……？」


「あんたに彼女が出来るくらいあり得ない」


「前言撤てつ回かい。やっぱお前は小学校以来付き合いのある幼馴染みだ」


　大吾がしょんぼりと肩かたを落とす。まぁ、否定はできないのだが……。


「で、結局何を企んでるの？　さっさと吐はきなさい」


「だから、何もないっての。いいか、よく考えろ。佳奈美の人生でたった一度しかない高校の入学式だぞ？　俺がそれを自ら台無しにするような真ま似ねをするわけがない。むしろ、一生の思い出にしてやりたいと思うくらいだ」


「……まぁ、言われてみればそうかもね……」


　真面目な顔でそう力説する大吾に、志保もひとまず引き下がる。


　確かに、ここで派手な動きを見せて大吾の悪評が新入生の間で広まりでもしたら、その妹である佳奈美が友達を作るのは難しくなってしまう。


　いくら大バカで非常識な大吾でも、そのくらいのことはわかるだろう。


「……いいわ。とにかく、余計な動きを見せないでよね」


「心配しすぎだ。この席から一歩も動かん」


　なおも疑りの視線を向けてくる志保に、大吾は毅き然ぜんとした態度で応じる。


　新入生は既すでに全員着席しており、いよいよ入学式が始まろうとしていた。


「起立。礼」


　放送委員の女子生徒のアナウンスに合わせて新入生、教師、来らい賓ひん、そして大吾と志保が立ち上がり、深く礼をする。そして「着席」の声に合わせて再び席に着いた。


「それでは、これより第六七回私立五月治学園入学式を始めます。まず、初めに校長先生による祝辞を……」


　入学式が何事もなく始まり、その後も来賓の祝辞、校歌の斉せい唱しようが滞とどこおりなく行われる。残るは新入生代表による挨あい拶さつと生徒会長の祝辞、閉幕宣言のみだ。


　これまでに大吾が動き出す気配はまったくなかった。


　五月治学園は戦前からの長い伝統を誇ほこる高校だ。それだけに、入学式は良くいえば厳おごそかに、わかりやすく言えば退たい屈くつになりがちである。


　しかし、大吾は居い眠ねむりをすることもなく、至し極ごく真面目な顔で校長や来賓の話を聞き、きちんと校歌を歌っていた。


　どうやら、入学式が始まる前に抱いていた不安は志保の杞き憂ゆうだったようだ。


（ま、こいつも副会長になったわけだし、少しは立場を弁わきまえたってことかしら……）


　立場は人を変えると言われるが、それは大吾にも当てはまることだったらしい。これなら副会長に指名した意味も少しはあったというものだ。


　これでシスコン体質もなおってくれれば言うことないんだけどな……。まぁ、そこまで言うのは贅ぜい沢たくってものよね。けど、いつかは……。


　などと志保が考えていると、


「それでは、これより新入生代表による宣せん誓せいを行います」


　アナウンスが次の項こう目もくへの移行を告げた。


　首を小さく振って、妙な思考を振り払う。


　いけないいけない。きちんと入学式に集中しないと──





「新入生代表。一年Ｄ組、早川佳奈美さん」





「……は、はひっ!?」


　体育館に響き渡った放送委員のアナウンスに応こたえたのは、裏返った疑問形の返事だった。


「なっ──!?」


　志保が思わず椅い子すから立ち上がる。


　アナウンスは明らかな間ま違ちがいだった。何せ、今放送委員が読み上げている書類は全すべて生徒会が作成したものなのだ。内容には事前に目を通している。


　いや、仮に目を通していなくてもわかる。


　早川佳奈美が新入生代表であるはずがないのだ。


　ならば、生徒会が作成した書類に誤記があったのだろうか。


　しかし、それもおかしい。


　昨日、渡す前に不備がないかどうか念入りに確かく認にんして──


「……まさか……」


　先さき程ほどの大吾の言葉を思い出す。


『この席から一歩も動かん』


　それはつまり、逆に言えば、既に動く必要がなくなっているということなのでは？


　はっとして大吾を見る。


　先程まで至極真面目な顔をしていたはずの大吾は──してやったりという風に口の端はしを邪悪に歪ゆがめていた。


「あ、あんた……何をしたのよ！」


　周囲に聞かれぬよう、小声で問い詰つめる。


「ふっ……。書類に若じやつ干かんの変造を加えさせてもらった」


　人はそれを偽ぎ造ぞう、あるいは変造と呼ぶ。


「そんな……でも、書類はあたしが直接放送委員に……」


「甘いな。夜中の学校に忍しのび込み、職員室から鍵かぎを拝借して放送室から書類を持ち出すことくらい俺にとって造作もなぶろぁぁああ!!」


「自じ慢まんげに話すんじゃないわよこのクソバカァァアアアアア!!」


　大吾が自らの犯行全てを自白したその瞬間、志保の右拳こぶしが唸うなりを上げ、大吾の左頰ほおに突つき刺ささった。


　殴なぐり飛ばされた大吾は舞ぶ台たい上を二メートルほど横よこ滑すべりし、キュキュキューと耳みみ障ざわりな音を響かせてようやく止まる。


「くっ……絶ぜつ妙みような腰こしのひねりから繰くり出される体重の乗ったコークスクリューブロー……さすがだな、志保。危あやうく意識を刈かり取られるところだったぜ……」


　赤く腫はれた頰をさすりながら、大吾が上半身を起こして言う。


「まだ余よ裕ゆうがありそうね。もう一発いっとく？」


「ま、待て！　二発目は意識どころか魂たましいまで刈り取りかねん！　いや、待って、本当に止やめてくださいごめんなさいもうしません許してください！」


　再び拳を握りしめてゆらりと近づいて来る志保に、大吾は涙なみだ目めで懇こん願がんした。


「何が許してくださいよ！　こんなことしておいて……！」


「いや、これには色々と複雑な事情が……」


「複雑な事情って何よ!?」


「えっと、何だ、ほら。……下底の事情？」


「多分誤字だと思うけど、どちらにしてもロクでもない事情に違ちがいないわ！」


　鬼おにの形相で詰め寄って来る志保に「ひぇぇ……」と情けない悲鳴を上げて後ずさる大吾。


　すると、


「これはどういうことですの？」


　新入生の一人と思われる女子生徒がすっと立ち上がった。


「新入生代表はわたくしと聞いておりましたが」


　腰まで届くほど長い波打つ金きん髪ぱつに、真っ白な肌はだと高い鼻。それらのパーツが織り成す、まるで精せい巧こうな西洋人形のように完成された美び貌ぼうを持つ美少女の青い瞳ひとみが、真まっ直すぐ舞台上の大吾と志保に向けられた。


「あ、あなたは……？」


「一年Ｄ組の恵え怜れ菜な＝フォゼリンガム＝パーカーです」


　その名前には聞き覚えがあった。今年の新入生代表だ。


「えっと、フォゼ……ガ……？」


「……恵怜菜で結構です」


「そ、そう？　では、恵怜菜さん。えっと、実は……」


　志保が事情を説明しようとしたその時、


「出たな、偽にせ者ものめ！」


　つい先程まで情けない顔をしていた大吾が突とつ然ぜん立ち上がり、ドヤ顔で恵怜菜を指さした。


「に、偽者!?　それはわたくしのことですの!?」


「他ほかに誰だれがいる！　新入生代表を騙かたる稀き代だいの腐くされビッチ悪女が！」


「なぁっ……！」


　あんまりな言いように、恵怜菜が思わず絶句する。


　その隙すきを逃のがさず、大吾は一気に畳たたみ掛かけた。


「仮にお前が新入生代表だと言うなら、今ここでその証しよう拠こを見せてみろ！」


「しょ、証拠と言われましても……。ですが、わたくしは事前に連れん絡らくを受けております。この通り代表挨拶も考えてありますわ！」


　そう言って、恵怜菜が挨拶原げん稿こうを示す。


「ふん！　そんなものが証拠、に……？」


　恵怜菜の言葉を否定しようとした大吾だったが、その原稿を見て思わず言葉を止めてしまった。


「……え？　なにそれ？」


「何って……見ての通り代表挨拶の原稿ですわ」


　目を丸くする大吾に、恵怜菜が原稿用紙の束を掲かかげる。


　そう、束である。五枚や十枚ではない。ぱっと見ただけでゆうに一〇〇枚を超こえている。


「いや、だって、何枚あるんだそれ？」


「二〇〇枚ですわ。対人関係の初歩は挨拶と第一印象なのでしょう？　初めからナメられてはいけないと思い、気合いを入れて書きましたのよ？　皆みなさんが退屈しないよう、この学園の魅み力りよくや学園生活の心得を小説形式で表現した力作ですわ！　これでわたくしの第一印象もばっちり……あ、あら？　皆さんどうなさいましたの？」


　自信満々に胸を張って挨拶原稿自慢を語っていた恵怜菜だったが、周囲の冷めたような視線に気が付き、急にオロオロし始めた。


「……一応、教えといてやるが、挨拶は大体五分くらいで終わらせるのが常識だぞ？」


　大吾がそう言うと、恵怜菜は驚きよう愕がくに目を見開いた。


「う、噓うそですわ！　わたくし、時間制限など聞いておりませんわよ!?」


「確かに厳密な時間制限はしてないが、普ふ通つうは五分くらいで終わらせるんだ」


「そ、そんな……」


　恵怜菜が助けを求めるように周囲を見回す。が、明らかに大吾の方が正しかったため、誰も助け船を出すことはなかった。


　そんな周囲の反応を見て、自分の方が間違っていたことを悟さとったのだろう。恵怜菜はかわいそうなほど顔を真っ赤にして小さくなってしまった。


　恐おそらく、彼女なりに一生懸けん命めいやったのだろうし、恥はずかしがることはない。本来であれば、ここは副会長としてフォローしてやるべきところなのだろう。


　しかし、この状じよう況きようは大吾にとって願ってもないチャンスであった。


　かわいそうだとは思うが、この機を逃すわけにはいかない！


　大吾は舞台の上で大きく両手を広げ、独裁者よろしく新入生に向かって語りかけた。


「聞いただろう新入生諸君！　こんな無知で非常識な奴やつが新入生代表のはずがない！　やはりこいつは偽者！　佳奈美こそが真の新入生代表だ！」


「違っ……それは……くぅぅっ……！」


　一いつ瞬しゆん、何かを言い返そうと口を開きかけた恵怜菜だったが、先の失態の後では何を言っても説得力に欠けることを悟り、結局、口をつぐんでしまった。


『なになに？　結局どっちが本物なの？』


『おいおい、何だよこれ』


　新入生の間にも戸と惑まどいが広がっていく。


　いける。このまま押し切れ！


「さぁ、佳奈美！　舞台に上がって挨あい拶さつするんだ！」


　舞台上の大吾が視線を恵怜菜から佳奈美に移す。


　恵怜菜はもう一度、抗こう議ぎしようとしたが、言葉が見つからず口をぱくぱくさせていた。


　もちろん、書類は全て大吾が昨夜のうちに偽造したものだ。きちんと調べれば偽造だということはすぐにわかる。


　しかし、生徒の自主性を重んじるここ五月治学園では、入学式も生徒会主導で行われているため、教職員や役員で新入生代表の名前をしっかりと記き憶おくしている者はいなかった。


　おまけに、この場にはそれを調べられるだけの資料もなければ時間もない。


　つまり、誰一人としてどちらの言い分が正しいか、正確な判断ができない状況なのだ。


　こうなってしまえばこっちのもの。あとは言ったもの勝ちである。


　さぁ、佳奈美！　今こそ輝かがやかしい高校生活、その栄光の第一歩を踏ふみ出すんだ！


　大吾が（悪事を）やりきった顔で佳奈美を見つめる。


　すると佳奈美は、





「でも、お兄ちゃん……私、補欠合格だよ……？」





『……………………………………………………………………』


　その一言に、体育館は水を打ったように静まり返った。


「……本人はこう言っておりますが？」


　恵怜菜がジト目で大吾を睨にらむ。


「くっ……」


　本人が自白してしまった以上、第三者たる自分が何を言っても説得力がない。


　大吾は悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ。


「あ、あの……」


　そんな中、佳奈美はとことこ恵怜菜の傍そばまで歩み寄ると、


「ご、ごめんなさい！」


　腰を深く折り曲げ、床ゆかに届きそうなくらい頭を下げた。


「お兄ちゃんが色々とひどいことを言ったのは謝ります。でも、多分私のことを考えてしてくれたことだと思うから、きっと悪気はないんです。だから、許してあげてください。本当にごめんなさい！」


「佳奈美ちゃん……」


　自分は何一つ悪くないのに、大吾のためを思って頭を下げる佳奈美の健けな気げな姿を、志保は目をウルウルさせて見つめた。


　とりあえず、入学式が終わったら大吾を半殺しにしよう。


「……はぁ……」


　一方、深々と頭を下げた佳奈美をしばらく見つめていた恵怜菜は、やがて疲つかれたような呆あきれたようなため息を漏もらした。


「もうよろしいですわ。どうやら、あなたに悪意はなかったようですし」


「許して、くれるの……？」


「ええ。ですから、顔をお上げなさい」


「あ、ありがとう！」


　佳奈美が喜色満面で顔を上げる。が、





　──ばさっ！





　それと同時に、恵怜菜のスカートの前が思い切りめくれ上がった。


「…………へ？」


　自身の身に何が起こったのか理解できず、呆ほうけた声を出す恵怜菜。


「────っ!!」


　そして一瞬遅おくれて、慌あわててめくれ上がったスカートを手で押さえた。


　佳奈美が顔を上げた際、あまりに深く下げすぎていたため、不運なことに恵怜菜のスカートの裾すそを引っかけてしまったのだ。


「あ、あわわわ……」


　自身の失態に顔を青くする佳奈美。すると、


『おい、見えたか……？』


『いや、一瞬だけだったし……』


『こっちも角度が悪くて……』


『誰か見た奴いないのかよ？』


　周囲の男子生徒の間から、そんなヒソヒソ話が聞こえてきた。


「あああああああああなた……!!」


　羞しゆう恥ちと怒いかりで顔を真っ赤に染めた恵怜菜が、すさまじい眼力で佳奈美を睨みつける。


「あ、あの、違ちが、わざとじゃ……」


　わたわたと手を振ふって故意ではなかったことをアピールする。


　だが、恵怜菜は完全に頭に血が上っていた。


「このっ……！」


　平手打ちを喰くらわせてやろうと、思い切り右手を振り上げる。が、


「ご、ごめんなさい！」


「なっ──」


　その平手打ちを、佳奈美は再び頭を下げることで見事に回かい避ひした。


　手加減なしの全力だったため勢いを殺せず、たたらを踏んでしまう恵怜菜。そこで、





　──ゴスッ！





　頭を上げた佳奈美の後頭部が、不運にも恵怜菜の顎あごにクリティカルヒットした。


「んごぉっ……！」


　およそ美少女にあるまじき悲鳴を上げ、恵怜菜がひっくり返る。


　その拍ひよう子しにスカートが完全にめくれてしまい、


『黒……』


『黒だな……』


　某ぼう高級メーカー製の黒のレースの下着が、完全に露あらわになった。


「はわ、はわわわわわわ……」


　股またを大開きにして下着を丸出しにする──もう女として色々と大事なものを失ってしまった恵怜菜の姿を見て、佳奈美の顔から血の気が引く。


「…………」


　一方、恵怜菜は先さき程ほどとは違いゆっくりとした動作で起き上がると、優ゆう雅がな手つきで丁てい寧ねいにスカートの埃ほこりを払はらい、


「…………ぶち殺すっっ!!」


　地じ獄ごくの底から漏れ出したような恐ろしい声でそう叫さけび、佳奈美に襲おそいかかってきた！


「ひぃっ……!?　ご、ごめんなさぁぁぁぁあああい!!」


　女どころか人として完全にアウトな恵怜菜の形相に、佳奈美はたまらず逃にげ出した。


「お待ちなさい！　今すぐあなたのピーをピーしてその上ピーにピーをねじ込んでピーして差し上げますわ！」


　逆上のあまり我を忘れて放送禁止用語を連発する恵怜菜。


　口調だけはお嬢じよう様さま風なのでなおさら怖こわかった。


「ふぇぇぇえ……!!　お、お兄ちゃん助けて～～～～!!」


「くっ……！　佳奈美！」


　体育館を出て校舎に向かおうとする佳奈美と恵怜菜を、大吾が慌てて追いかける。


「あっ……コラ！　待ちなさい！」


　その跡あとをさらに志保が追いかけようとして、


「なっ……ちょ、ちょっと放してよ!?」


　いつの間にか背後にやって来ていた放送委員の生徒達に羽は交がい締じめにされてしまった。


「会長！　この後、生徒会長による祝辞があるんです！　新入生代表がいなくなって、その上会長までいなくなったら私達どうすればいいんですか!?」


「私達だけじゃ場が持ちませんよ！」


　放送委員の生徒達が涙なみだ目めで志保に懇こん願がんする。


「そ、それは……でも、大吾が……あのバカが……ああ、もう！　なんで、どうしてこうなるのよ～～～～！」


　新入生代表を巡めぐる一連の出来事に騒そう然ぜんとする体育館に、志保の慟どう哭こくが虚むなしく響ひびいた。








　体育館を出て校舎に続く渡わたり廊ろう下かを走っていると、涙目で走る佳奈美の姿が一瞬、校舎の一階の廊下の窓に映った。そのすぐ後には恵怜菜の姿もある。二人は既すでに校舎内に入っているらしい。


　ぱっと見た限りでは恵怜菜の足は結構速いようだったが、中学時代水泳部だった佳奈美の足もなかなかのものだ。すぐに追いつかれることはないだろう。


（それなら……！）


　大吾は校舎内に入ると、二人の跡を追わず階段を二段飛ばしで駆かけ上がり、全速力で校舎の三階に向かう。


　恐おそらく、佳奈美は一階の廊下、階段、二階の廊下、階段、三階の廊下と校舎全体を使って逃げるだろう。


　しかし、恵怜菜の足を考えると振り切れまい。結局、屋上に追い詰つめられるだけだ。ならば、先回りして三階で待ち伏ぶせし、佳奈美の身み柄がらを先に確保してしまおう。


　校舎の三階に辿たどり着き、鍵かぎの開いている教室を探す。幸い、すぐに見つかった。


　おまけに階段のすぐ近く。好都合だ。


　大吾は踊おどり場から、階下に向けて大声を張り上げた。


「佳奈美！　こっちに来い！」


　すると、すぐに「ふえぇぇ!?　お兄ちゃん!?」と反応があった。


　あまり何度も大声を出すと恵怜菜にも聞かれる恐れがあるので、大吾は踊り場から教室に移動し、いつでも保護できるよう扉とびらのすぐ後ろで待機する。


　しばらくすると、こちらに足音が近づいてきた。どうやらすぐにこちらの居場所を把は握あくできたようだ。


　恐らく、佳奈美と恵怜菜の距きよ離りはそれほど離れていないはずだ。もたもたしていると見つかってしまう。


　扉の前を通りかかったらすぐ教室に引き入れ、扉に鍵をかけて外敵を遮しや断だん。これらを迅じん速そくに行う必要がある。集中力が大事だ。


　扉に片耳を当てて、外の様子をうかがう。足音はさらに近くなっていた。


　足音がどんどん近づいて来る。


　まだ、まだ、まだ、まだ、まだ、まだ……ここだ！


　足音がもっとも近くまで接近してきたその瞬しゆん間かん、大吾は扉を開いて腕うでを伸のばした。


「えっ……!?」


　戸と惑まどいの声と、相手の腕を摑つかむ確かな感かん触しよく。


　大吾はその腕をぐいっと引くと一気に教室内に引き込み、流れるように扉を閉めて施せ錠じようした。


　その間、わずか三秒。我ながらほれぼれする手て際ぎわであった。


「もう大だい丈じよう夫ぶだぞ。俺が守ってやるからな」


　そう言って相手の身体からだを引き寄せながら、外の様子をうかがう。幸い、近寄って来る足音はなかった。


　どうやら恵怜菜は佳奈美を見失ったらしい。とりあえず一安心だ。


「災難だったな。大丈夫か佳奈──」


　み、と続けようとして、大吾の言葉が止まった。


　そこにいたのは、


「な、な、な、な、な……」


　驚きよう愕がくに目を見開きながら、口をぱくぱくさせる金きん髪ぱつ碧へき眼がんの美少女。


　恵怜菜だった。


　…………あ、あれ？


「あ、あなた、ここは、いきなり、なに、え……？」


　大吾の手と顔を交こう互ごに見ながら、恵怜菜が怯おびえた声を上げる。まるでレイプ魔まに襲われるのを恐れているかのような態度だった。


　これはさすがに傷つく。


　自分はただ妹と間違えて、ほとんど面識のない金髪碧眼の美少女を誰だれもいない教室に引きずり込んだ上に扉を施錠して密室状態を作り上げ、現在、二人きりになってしまっているだけだというのに。


　………………………………………………あれ？


「わわわわわわわわわたくしをどうするつもりですの!?」


　恐きよう慌こう状態の恵怜菜がどもりまくりながら尋たずねる。


「待て！　落ち着け！　これは事故だ！　故意じゃない！」


「こ、恋こいじゃないって……つまり遊びということですの!?」


「そういう意味じゃない！　と、とにかく落ち着け！」


「やぁっ……ちょっと、離れて下さいませ！　あ、当たってますわ……！」


「何が!?　どこに!?」


「ナ、ナニって……いいいいい言えませんわそんなこと！　と、とにかく離れなさいこの無礼者！」


「ぬおっ！」


　ようやく少し平静を取り戻もどした恵怜菜が、大吾を突つき飛ばすようにして距離をとる。


　そして、警けい戒かいするような目つきで大吾を睨にらみつけたまま扉の施錠を解き、逃げるために身体を反転させようとした、その瞬間。


「お、お兄ちゃんここっ!?」


　いきなり扉が開き、佳奈美が教室に飛び込んできた。


「ひゃあっ!?」


　恵怜菜の背中に衝しよう突とつし、悲鳴を上げる佳奈美。


「きゃあっ!?」


　一方、不運にもいきなり背後から突き飛ばされた恵怜菜はバランスを崩くずし、前のめりに倒たおれそうになる。


「あっ、危な……」


　思わず反射的に手を伸ばす大吾。そして、


　ぎゅううう。


　二人は深く愛し合いながらも過か酷こくな運命により引き離され、それでも数多あまたの試練を乗り越こえてついに結ばれた恋こい人びと同士のように熱い抱ほう擁ようを交かわした。


「「…………」」


　互たがいに見つめ合ったまま固まる二人。


　こうしていると、制服の上からではわからなかった豊満な二つの膨ふくらみの感触が直じかに伝わって来る。どうやら着やせするタイプらしい。


　流れるような金髪からほのかに甘い香かおりが漂ただよい、鼻び孔こうをくすぐる。


　透すき通るような透とう明めい感のある白い肌はだ。どこまでも深いブルーの瞳ひとみ。きちんと整えられたまつ毛に、薄うすくも潤うるおいのある唇くちびる。


　遠目で見てもわかっていたことだが、近くで見ると改めてわかる。


　恵怜菜はとんでもない美少女だった。


　そんな恵怜菜と、超ちよう至近距離で密着状態。


　やばい……このままだと、なんだかいけない気分になってしまいそうだ……！


　大吾が慌あわてて手を離そうとすると、











[image: ]








「……………………きゅう」


　耳まで真っ赤に染めた恵怜菜が、目を回して仰あお向むけにぶっ倒れた！


「お、おい！　大丈夫か!?」


　突とつ然ぜんのことに驚おどろいて尋ねるが、返事はない。どうやら気を失ってしまったようだ。


　まぁ、頭を打ったわけではないし、多分大丈夫だろう。


　そう大吾が安あん堵どしていると、


「あの、お兄ちゃん……？」


　佳奈美が恐る恐るといった感じで声をかけてきた。


「おお、佳奈美。よかった。無事だったか」


「あ、うん。私は平気だけど……それよりも」


「それよりも？」


　佳奈美は一瞬、逡しゆん巡じゆんするようなそぶりを見せた後、意を決したように尋ねた。





「お兄ちゃん。ここで、恵怜菜さんと何してたの……？」





「…………え？」


　なぜか咎とがめるような視線をこちらに向けてくる佳奈美。


　……うん。なんだか大きな勘かん違ちがいが発生しているような気がする。


「いや待て佳奈美。多分、お前はとても重大な勘違いをしている」


「でも、誰もいない教室にさっきまで二人きり……」


「確かにそれは間違いではない。しかし、それはお前と間違えてだな」


「で、でも、さっき抱だき合って……」


「いや、その、うん。確かにそれも間違いではない。しかし、それもお前と間違え……たわけではないんだけど、えっと、つまりだな──」


　どうやって誤解を解いたらよいものか、大吾が頭を悩なやませていると、


「……ひどい」


　そうぽつりと呟つぶやき、佳奈美は肩かたを震ふるわせて下を向いてしまった。


　……まずい。自分の同級生と（あくまで不幸な事故だが）兄が抱き合っているところを見てしまった佳奈美の心の傷は、思っているよりもずっと深いようだ。


　もしかして、軽けい蔑べつされてしまったのだろうか。


　もしそんなことになったら、今すぐ屋上からダイブするしかない。


「佳奈美聞いてくれ！　違うんだ！　本当に俺は……！」


　決死の思いで釈しやく明めいを試みる大吾。


　すると、下を向いていた佳奈美の口から小さな声が漏もれた。


「わ……わ……」


「わ？」


「わ、私だって～～～～～～～～!!」


　そう叫さけぶや否いなや、佳奈美はラグビーのタックルばりの勢いでこちらに突っ込んできた！


「ごほっ……！」


　タックルを真正面から受けてしまった大吾は受け身を取ることも叶かなわず仰向けに倒れ、後頭部を床ゆかに打ち付ける。目の前を火花が散った。


「ずるいよ！　私だって最近お兄ちゃんになかなかぎゅってしてもらえないのに、どうして恵怜菜さんにはするの!?　ずるいずるいずるいずるいずるい!!」


　腰こしに回した両手で大吾に抱きつきながら、いやいやをするように首を振ふる。


　小さくて柔やわらかい佳奈美の身体が押し付けられ、至福の時──のはずなのだが。


「佳奈美、ちょっ……ギブ、ギブ……」


　いくらなんでも押し付けが強すぎた。


　背骨がみしみしと嫌いやな音を立てている。


　この小さな身体のどこにこんな力が眠ねむっているのだろうか。人体の神秘を実感。


「佳奈美……頼たのむ、放して……」


「っ……いや！　恵怜菜さんより長くぎゅうってするもん！」


　放してと頼んだのに、佳奈美はなぜかさらに強く抱きついてきた。


　圧あつ迫ぱく感がさらに増し、背骨の感覚がなくなってくる。


　やがて呼吸も困難になり、ついには意識すら朦もう朧ろうとしてきた。


　ああ……短い人生だったな。色々と、やり残したことも多いけど……。


「しかし、こういう終わり方なら……悪く、ない……」


　薄れゆく意識の中でそう呟き、大吾は事切れた。


「うぅ……お兄ちゃん、反省した？」


　存分に抱きついて、ようやく少し冷静さを取り戻した佳奈美が大吾を見上げる。


「……お兄ちゃん？」


　へんじがない。ただのしかばねのようだ。


「お、お兄ちゃん!?　お兄ちゃんしっかりして！」


　慌てて両肩を摑んで揺ゆすってみる。が、最愛の兄から返事が返って来ることはなかった。


「大吾！　ここなの!?」


　その時、入学式での挨あい拶さつを手早く済ませ、大吾達を捜さがしに来た志保が教室に飛び込んで来た。


　そこで志保が見たものは、


「お兄ちゃんが！　お兄ちゃんが～～～！」


　顔を真っ赤にして倒れている恵怜菜と、顔を真っ青にして倒れている大吾と──そして、その間でわんわん泣き叫ぶ佳奈美の姿だった。


「……一体、何があったわけ……？」


　その惨さん状じようを目まの当たりにして、志保はそう呟く他ほかなかった。








「あんたって本当にバカなんじゃないの!?　いや、訂てい正せいするわ。あんたは本当にバカよ！」


「断定された……」


　入学式での騒そう動どうが一段落した後、大吾、志保、そして佳奈美の三人は校庭と体育館の間にある中庭にやって来ていた。中央にある一本の巨きよ大だいな桜の木が印象的だ。


「まぁまぁ、とりあえず落ち着こうよ志保姉ねえ……」


　いきり立つ志保を佳奈美が宥なだめる。ちなみに、志保姉というのは佳奈美が志保を呼ぶ時に使う昔からの愛あい称しようである。


「これが落ち着いていられる!?　こいつは副会長という立場でありながら入学式をぶち壊こわそうとしたのよ!?」


「いや、一生の思い出にしようとだな……おいっ……苦しい、首をしめるな……！」


「あんたには常識ってもんがないの!?　あんなことされても佳奈美ちゃんが喜ぶわけないじゃない！」


「ちょっ……息が……」


「しかも夜中の校内に侵しん入にゆう!?　それって立派な不法侵入よ。わかってるの!?」


「お……まっ……」


「あんたはいつもそう！　後先考えずその場の勢いだけで行動して！」


「……………………（ガクッ）」


「大体ねぇ……！」


「志保姉！　お兄ちゃんが落ちてる！　落ちてるよ！」


　手足がだらしなくぶらさがった大吾を見て、佳奈美が慌てて志保の凶きよう行こうを止めに入る。


　仕方なく、志保は大吾の胸むな倉ぐらを締しめ上げていた手を離はなした。解放された大吾は芝しば生ふの上に膝ひざをついて激しくむせる。


「それに、書類を改かい竄ざんしたのもそう！　今回は良かったけど、下手したら私文書偽ぎ造ぞう罪とかになっちゃうんだからね！　刑けい法ほう第一五九条一いつ項こう。三月以上五年以下の懲ちよう役えきよ！」


「志保姉、どうしてそんなこと覚えてるの……？」


「こいつがやりそうな犯罪は全部頭に入ってるわ！」


「今、殺人罪を犯おかそうとした奴やつなら目の前にいるんだが……」


　ほとんど涙なみだ目めになって大吾が言う。ちなみに、殺人罪は第一九九条である。


「でも、お兄ちゃん。志保姉の言う通り、書類を勝手に変えちゃうなんてダメだよ。それにさっきの恵怜菜さんとのことだって……」


　すると、今度は佳奈美が咎めるような目で大吾を見た。


　志保はうんうんと仰ぎよう々ぎようしく頷うなずく。


　やはり、兄の大吾と違って佳奈美はごく普ふ通つうの常識人だ。


　まったく、この二人が兄きよう妹だいだなんて信じられな──


「わかっている。だがな、これは全すべてお前のためなんだ」


「え？　私の？」


「そうだ。友達作りの第一歩は自分を知ってもらうことだろう？　でも、佳奈美は消極的だから、そういうことが少し苦手だ。だが、もう心配するな。今日の入学式で、新入生は全員、佳奈美のことを覚えただろう。これなら友達だってすぐ出来るさ！」


「お兄ちゃん……。それじゃあ、そのために……？」


「ああ。もちろんだ。俺はいつだって佳奈美のことを考えているからな」


「お兄ちゃん……ありがとう！」


「礼なんていらないさ。兄として当然のことだ」


　ひしと抱き合い、美しい兄妹愛を確かく認にんする大吾と佳奈美。


　前言撤てつ回かい。この二人は紛まぎれもない兄妹だ。


「って、きれいにまとめてんじゃないわよ！　言っとくけど、あとで反省文だからね」


　抱き合う二人を引き離してから、志保はびしっと人差し指を大吾に突つきつけた。


「はいはい。わかったわかった」


　大吾は面めん倒どうくさそうにひらひらと手を振りながらそう答える。


　そこでふと佳奈美の方を見ると、佳奈美はなぜか少し不満そうな顔をしていた。


　もしかして、まださっきのことを怒おこっているのだろうか。ならば、


「そういえば佳奈美、その制服よく似合ってるぞ」


　少しでも機き嫌げんをよくしてもらおうと、大吾は佳奈美にそう声をかけた。


「え？　本当？」


　佳奈美がぱぁっと顔を輝かがやかせる。効果はてきめんのようだ。


「もちろん本当だ！　お前もそう思うだろ志保？」


「まぁ、確かによく似合ってるわね」


　志保もすぐに同意した。


「えへへ……嬉うれしいな」


　上じよう機き嫌げんになった佳奈美がはにかむ。大吾は改めて妹の制服姿をじっくりと眺ながめた。


　紺こんを基調とし、胸元に校章が刺し繡しゆうされたブレザーと同色のミニスカート。襟えり元もとにはやや大きめのリボンがあり、学年ごとに色が異なる。今年の新入生は赤だ。


　それほど凝こったデザインではないが、逆に昨今珍めずらしくなった正統派の制服として学生の間でも評判は悪くない。また、多少の改造には学校側も寛かん容ようであるため、個性が出しやすいのも人気の理由の一つだった。


「佳奈美のような大和やまと撫子なでしこが着ると、この制服は特に映はえるな」


「そ、そうかな？　ありがと、お兄ちゃん」


「うんうん。襟元のリボンがワンポイント的な感じで最高だ」


　大吾は視線を襟元から少しずつ下げ、


「ブレザーのデザインはやや地味だが、おとなしい佳奈美にはよくマッチしている。それに反してやや短めのスカート。このギャップがまたいい。さらに今日のパンツの色とこのスカートのマッチングがいてぇぇええっ!!」


「どこを捲まくろうとしているのかしら？　どこを」


　佳奈美のスカートの裾すそを大吾が摘つまんだその瞬しゆん間かん、志保はその右手首をがっちりと摑つかみ、渾こん身しんの力を込こめて捩ねじり上げた。


「ぎゃぁああああ！　志保折れる、手首が折れるって！」


「何よ。手首の三つや四つくらいでガタガタ言わないの」


「二つしかねぇよ！」


　さらりと恐おそろしいことを言ってのける幼おさな馴な染じみに、大吾が戦せん慄りつする。


「お、お兄ちゃん……どうして今日のパンツの色を知ってるの……？」


　一方、こちらはこちらで兄の恐ろしい情報網もうに戦慄していた。


「そういえば、この後は確か各教室でホームルームがあるのよね？　佳奈美ちゃんはもう行かないと」


　大吾の手首を捩じり上げたまま（既すでに痛みで意識が朦朧として悲鳴さえ出なくなった）、志保が佳奈美に言う。


「あ、そうだった！　じゃあ、私はもう行くね！」


「あ、待って佳奈美ちゃん！」


　慌あわてて駆かけ出そうとする佳奈美を、志保が引き留める。


　そして、不思議そうな顔で振ふり返る佳奈美に対して満面の笑えみを浮うかべ、


「入学おめでとう、佳奈美ちゃん。これからもよろしくね」


　どこまでも優しい温ぬくもりに溢あふれた声で、そう言った。


「……うん！　ありがとう、志保姉！」


　嬉しそうな声と笑顔で答え、佳奈美が小走りで教室に向かう。


　そんな佳奈美の背中を、二人は見えなくなるまでじっと見つめていた……。


「……って、待て。なんかいい話的な感じで終わらせるな。いい加減に手を離してくれ」


「ちっ……気付いたか」


「何その舌打ち!?　気付かなかったらずっとこのままだったの!?」


「ずっとってことはないわよ。二時間くらい？」


「…………（ガクガクブルブル）」


　真顔でそう答える幼馴染みに、大吾は震ふるえる他なかった。


「さて、それじゃ生徒会室で反省文を書きましょうか」


「いや、それは」


「ダメ。無理。却きやつ下か。不可能」


「何も言ってないうちから全否定かよ。ホームルームが終わったら新入生は下校だろ。これから先、生徒会の仕事で一いつ緒しよに帰れない日も多いだろうし、今日くらいは一緒に下校してやりたいんだ。反省文なら明日あした書くから。な？」


　両手を合わせ、真しん剣けんな顔で頼たのみ込む大吾。


　それを見た志保は仕方ないという風にため息をついた。


「……わかった。でも、明日になったら絶対書いてもらうから」


「わかってるよ。そうだ。せっかくだし、お前も一緒に帰らないか？」


「そうしたいのはやまやまだけど、まだ仕事残ってるのよね。だから、今日は遠えん慮りよしとく」


「……そっか。悪いな」


　大吾が申し訳なさそうに言うと、志保は「別にいいわよ」と軽く手を振った。


「それじゃ、あたし生徒会室に戻もどるから」


「ああ。また明日な」


　志保が中庭から校舎に戻る。


　それを見送ってから、大吾は制服の内ポケットに手を突っ込んだ。


　取り出したのは、コンパクトのような古い手鏡。


　薄うす紫むらさきと赤で彩いろどられ、何か花のようなものが彫ほられている木製の蓋ふたを開ける。


　鏡に映るのは、当然、見慣れた自分の顔。


　大吾は周囲に人気のないことを確認すると、鏡の中の自分に向かって話しかけた。


「……これでいいんだな？」


　すると、


「うむ」


　透すき通るような清らかな声こわ色いろと共に、鏡の中の自分がぐにゃりと歪ゆがんだ。


　まるでコーヒーにミルクが溶とけていくようにゆらゆらと揺ゆれながら、一度は歪んだ像が再構成されていく。そして、鏡に美しい銀ぎん髪ぱつの少女が映し出された。


「まずは佳奈美の存在を広く知らしめねばならぬ。出だしとしてはなかなかといったところじゃろう」


　そう言って少女が笑う。


「そうか」


　その答えに、大吾は一つ頷いた。


　鏡の中にいる少女と話す。


　そんなお伽とぎ話ばなしのような行動を違い和わ感なく行えている自分に、少し驚おどろく。


　思えば、ほんの少し前までこんなファンタジー世界とは無む縁えんだった。


　全ては一か月前のあの日。


　そこから、全てが始まったのだ。












　　第二章　妹と神様と妹と？







　それは春休みに入ってすぐのある日のこと。


　高校生活を前に心機一転、部屋の掃そう除じを済ませておきたいという妹のお願いに応こたえて、大だい吾ごは佳か奈な美みの部屋の掃除を手伝うことになった。


「よし、まずは何からしようか？」


　腕うでまくりをしながら大吾が尋たずねる。


「えっと……それじゃあ、そこの本ほん棚だなをこっちに移動してくれる？」


「うむ。これだな？」


　佳奈美の指示に従い、大吾が二段になっている中型サイズの本棚を持ち上げる。結構重い。佳奈美一人で運ぶには一苦労だったろう。


「ありがとうお兄ちゃん。じゃあ、その間に私はパソコンを移動して……」


「いや、待て」


　お礼を言ってパソコンの方へ移動しようとした佳奈美を大吾が制する。


「ん？　何？」


「パソコンも結構重いから俺があとで運ぼう。もし落っことしたら大変だからな」


「あ、うん。ありがとう」


　相変わらず心配性しような兄に心の中で苦く笑しようしつつ、佳奈美は素す直なおにその厚意に甘えることにした。今までの経験から断っても無む駄だだということはわかりきっている。


「なら、私は自分の机の整理をしてるね」


　方向転てん換かんして机に向かう。と、


「いや、待て」


　またも大吾に止められた。


「……何？」


「ノートや教科書の端はしで指を切るかもしれないから危険だ。それも俺がやろう」


「……う、うん」


　あまりの過保護っぷりにややげんなりしつつも、佳奈美は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくする。


「えっと……あとは……掃はき掃除を……」


「いや、待て」


「今度は何!?」


「埃ほこりが舞まって目に入ったり鼻から吸い込んでしまうと危険だ。それも俺が──」


「じゃあ私は何をすればいいの!?」


　自分の部屋の掃除なのに本人が何もさせてもらえないという謎なぞの状じよう況きように、思わず大声でツッコミを入れてしまう佳奈美。


「そうだな……」


　大吾はまるで『あなたが生まれてきた意味は何ですか？』とでも問われたかのような顔でしばし黙もつ考こうし、


「そうだ！　ベッドの上でマンガを読んでいるというのはどうだ!?」


「それはたださぼってるだけだよ！」


　さも名案のごとくそう提案した大吾に、佳奈美は全力でツッコミを入れた。


　結局、マスクを着けて埃に細心の注意を払はらうという条件で大吾が折れ、二人は掃除を再開する。そして、一時間ほど経たったところで、


「これで大体お終しまいだね。あとは残った物をしまうだけだから、私一人で大だい丈じよう夫ぶだよ」


　佳奈美が部屋の中を見み渡わたして言った。


「いや、どうせここまでやったんだから最後まで手伝おう。中ちゆう途と半はん端ぱはよくない。毒を食らわば皿までだ」


「そ、それは何か違ちがうんじゃないかな……？」


　佳奈美は苦笑しつつ、


「なら、ここの文ぶん房ぼう具ぐ類を奥の簞たん笥すにしまってくれる？　その間に私は雑ぞう巾きんを取って来るね」


「わかった。階段に気を付けろよ？」


「だ、大丈夫だよ。私そんなにドジじゃないもん」


　拗すねたように少し頰ほおを膨ふくらませながら、佳奈美が部屋を出ていく。


　大吾は苦笑いでそれを見送ると、文房具類の入った箱を手に簞笥の前に移動した。


「……そういや、簞笥の何段目だ？」


　引き出しは全部で五段あり、中に何が入っているのか大吾は把は握あくしていない。


　実は以前は全すべて把握していたのだが、二年ほど前に妹の部屋を定期的に調査していることが志し保ほにバレて半殺しにされて以来、泣く泣く調査を断念している。


「まぁ、適当に開けて確かく認にんするか」


　わざわざ佳奈美に確認しに行くのも面めん倒どうなので、適当にまず三段目を開ける。と、





　中に大量のパンツがぎっしりつまっていた。





「…………………………」


　引き出しを開けた姿勢のまま硬こう直ちよくする。


　勘かん違ちがいしてもらっては困るが、別に狙ねらってやったわけではない。単なる偶ぐう然ぜんである。


　あくまで不ふ可か抗こう力りよく。不幸な事故だ。


　……それにしても、結構色々な種類を持っているんだな。佳奈美もお洒しや落れしたり背せ伸のびしたくなるお年とし頃ごろなのである程度は仕方がないが、あまりに過激なデザインのものを持っていたらそれとなく注意しておくべきだろう。


　しかし、ぱっと見た限りそういったものはないようだった。


　よかったよかった。健全に育ってくれていてお兄ちゃんは嬉うれしいぞ。


　などと思っていると、


「あ、言い忘れてたけど簞笥の三段目と四段目は開けちゃ……って、お兄ちゃん!?」


　ひょっこり戻ってきた佳奈美に決定的な場面を目もく撃げきされてしまった。


「あ、いや、違うんだ佳奈美。これは……」


「あうあうああうううあうああうあう……」


　佳奈美の顔が真っ赤に染まっていく。そして、


「み、見ちゃダメ～～～～！」


　簞笥にダッシュで駆かけ寄り、両手で思い切り引き出しを押した。


　……その前に立っていた大吾ごと。


「ぐべっ……！」


　簞笥に正面から叩たたきつけられ、喉のどを潰つぶされたような悲鳴を上げる大吾。


「も、もう……ひどいよお兄ちゃ……って、あああ！　お、お兄ちゃん大丈夫!?」


　引き出しを元に戻もどしてほっと息をついた後、ようやく惨さん状じように気付いた佳奈美が床ゆかに崩くずれ落ちた大吾を介かい抱ほうする。


「あ、ああ……大丈夫だ。ちょっと顔が半分へこんだくらいだろう」


「あ、アン○ンマンじゃないんだからそれは大丈夫じゃないんじゃないかな……？」


　顔をさすりながら立ち上がった大吾に、佳奈美は苦笑いを浮うかべた。


「あ、あの、やっぱり簞笥にしまうのは自分でやるから、お兄ちゃんはこっちの段ボール箱をお庭の倉庫に運んでもらってもいいかな？」


「おうわかった。任せておけ」


　言われた通り、大吾は中学時代の教材などが入った段ボール箱を抱かかえて階段を下りる。


　玄げん関かんを開けて外に出ると、穏おだやかな陽ひ射ざしが頭上から降り注ぎ、柔やわらかな風が頰をなでた。なんとも気持ちの良い、ぼーっとしているといつの間にかうたた寝ねをしてしまうような幸せな気分。


「春……だな」


　雲一つない、抜ぬけるような青空を仰あおぎ見て、大吾はぽつりと呟つぶやいた。


　新たな出会い、新たな環かん境きよう、新たな生活。


　新しいものずくめで独特の高こう揚よう感をおぼえずにはいられない。春とは元来、そんな季節のはずだ。


　しかし、大吾はその高揚感を素直に楽しむことができない。ここ数日、ある不安がずっと大吾の心に影かげを落としているのだ。


　それは、妹の佳奈美のことだった。


　妹の中学生活は、お世辞にも良いものとは言えなかった。


　寂さびしくて、悲しくて、辛つらかったと思う。それでも、佳奈美は決して弱音を吐はくことなく、常に気き丈じように振ふる舞まっていた。


　そして、幸運にも今年、佳奈美は自分と同じ高校に入学することが決定している。


　中学時代のことは忘れて、楽しい高校生活を送らせてやりたい。


　そう、心から思うのだが、


「どうすりゃいいんだろうなぁ……」


　誰だれにともなく呟いて、庭の倉庫の扉とびらを開ける。


「うっ……」


　開けた瞬しゆん間かん、かびくさい臭においが漂ただよってきて大吾は思わず顔をしかめた。


　そういえば、ここを掃除したのはかなり昔のような気がする。


　中は埃っぽい上に、簞笥や椅い子すといった家具類が無造作に置かれ、段ボール箱がそこかしこに積み上げられていた。足の踏ふみ場もない。


「ここもあとで掃除しないとな……」


　その手間を考えると憂ゆう鬱うつな気分になるが、このまま放ほうっておくわけにもいかないだろう。


「まぁ、その前にまず佳奈美の部屋の片づけだよな」


　ひとまず倉庫のことは忘れ、段ボール箱を置いて戻ることにする。


　……決して面倒くさくなったわけではないぞ？


「よっこいしょっと……」


　およそ若者らしくない掛かけ声とともに、抱えていた段ボール箱を別の段ボール箱の上に積み上げようとする。と、


「あっ……！」


　肘ひじが隣となりの段ボール箱の山に当たってしまった。


　たちまち山が崩くずれ、一番上にあった段ボール箱がけたたましい音を立てて地面に落下する。


　恐おそる恐るそちらを確認してみると、


「……最悪だ」


　予想通り、中身が全て散乱してしまっていた。


「はぁ……しゃあないな」


　さすがにこのままにしておくわけにはいかないので、大吾は他の山を崩してしまわないよう慎しん重ちように移動し、散らばった中身を一つ一つ拾って段ボール箱に戻していく。


　すると、


「お……」


　その中に一つ、珍めずらしい物を発見した。


　木き彫ぼりの蓋ふたのついた、コンパクト型の手鏡。古いものらしく多少色いろ褪あせてはいるが、まだ十分に使えそうだった。


「……ふむ。これなら……」


　佳奈美も化け粧しようをするお年頃だし、プレゼントするのもいいかもしれない。


　入学祝には既すでに別のものを用意しているが、少し物足りないような気がしていたのだ。


　これならおまけとして妥だ当とうなところだろう。


「誰のものか知らないけど、ありがたく頂きます」


　大吾は手鏡をポケットの中にしまうと、落とした段ボール箱を元の場所に戻し、倉庫を出たのだった。








　その後、佳奈美の部屋の片づけを終えた大吾は、自分の部屋で先さき程ほど見つけた手鏡を手入れすることにした。


　布ふ巾きんで丁てい寧ねいに埃ほこりを取り、細かい汚よごれを落とし、それから、改めて手鏡を眺ながめてみる。


「……これは、なかなか……」


　思わず感かん嘆たんの声が漏もれた。


　表面の花の木彫りは非常に精せい巧こうで、まさに職人芸といった感じ。素人しろうとには到とう底てい真ま似ねできないものだ。


　薄うすれてしまっているものの色合いも上品で、持ち主の気品が垣かい間ま見みえる。


　こういった骨こつ董とう品の類たぐいには詳くわしくないが、古物商に鑑かん定ていしてもらえばそれなりの値がつくのではなかろうか。思わぬ掘ほり出し物を見つけてしまった。


「ぐふふ……」


　佳奈美の喜ぶ顔が目に浮かんで、思わず笑えみが零こぼれる。


　ちなみに、この状じよう況きようを客観的に描びよう写しやすると、男子高校生が女物の手鏡を見て部屋で一人ニヤニヤ笑っている構図になる。


　非常に気持ち悪い。


「さて、肝かん心じんの鏡は……と」


　いくら外装が良くても、中の鏡が割れていたりしては使い物にならない。


　交こう換かんすることも可能なのかもしれないが、そのあたりのことはよくわからなかった。


　手鏡を開こうと手に力を込こめる。が、


「む……？」


　手鏡は一向に開く気配を見せなかった。


　何度か同じことを試ためしてみるが、結果は同じ。手鏡は閉じたままだ。


「どっかにボタンがあったりするのか……？」


　手鏡を裏返してみる。


「ああ……これか」


　裏側には白い縦長のシールのようなものが貼はってあり、それが開け口の部分まで覆おおっていた。このシールのせいで手鏡が開かないのだ。


　シールの表面には何か文字のようなものが記されているようだったが、薄くなったり滲にじんだりしていて解読不能だった。


「……取っちゃうか」


　幸い、粘ねん着ちやく力は弱くなっているようで、剝はがすことはできそうだ。


　大吾は慎重な手つきでぴりぴりとシールを剝がしていく。


　そして、無事シールを全すべて剝がし終えた。


「さて、それじゃ改めて……」


　手に力を込め、手鏡を開ける。今度は抵てい抗こうなくすんなりと開いた。


　その瞬間、


「うぉっ……!?」


　突とつ如じよ、眩まばゆいばかりの白光が視界を埋うめ尽つくした。


　反射的に目を閉じ、その拍ひよう子しに手鏡を放ほうり投げてしまう。


　発光は、ほんの数秒で終わった。


「…………？」


　恐る恐る目を開ける。ざっと身体からだの各所を見てみるが、特に異状はないようだ。


　部屋にも特に異変は見つからず、放り投げた手鏡が床に転がっているだけだった。


「な、なんだったんだ……？」


　怪け訝げんな表情を浮かべながら、慎重に手鏡に近づいていく。


　少し離はなれたところで一度立ち止まり、一分ほど様子を見てみたが、やはり何も起こらなかった。


「日光の反射か……？」


　床に転がった手鏡に手を伸のばしながら、首だけを窓の方に向ける。


　確かに窓からは春の陽射しが差し込んでいるが、当然、真夏のようにぎらぎらと照りつけるものからは程遠い。


　いや、そもそも日光の反射だけであれほどの光が生み出せるだろうか。


　そう疑問に思い、大吾が首をひねっていると、


　がしっ！


　何かが、自分の手を摑つかむ感かん触しよくがあった。


　反射的にそちらに目を向ける。





　鏡の中から、腕うでが伸びてきていた。





「ぎゃぁぁっぁぁアあぁっぁぁアあぁぁアあア!!」


　人生最大級の悲鳴を上げながら、無我夢中で手を振ふり払はらう。


　腰こしが抜けてしまったため立つことも叶かなわず、大吾はずるずると床ゆかを這はいながら部屋の隅すみっこに避ひ難なんした。


　今の何っ!?　さ○こ!?　さ○こですか!?


　もしや、このまま呪のろい殺されて俺の人生強制終しゆう了りよう!?


　ああ……。まさか、軽い気持ちで持ってきた手鏡でこんな目に遭あうなんて……。


　せめて、せめて最さい期ごに佳奈美に一目会いたかった……！


　といった感じで、大吾が一人勝手に世を儚はかなんでいると、





「なんじゃその悲鳴は。失礼な」





　背後から聞き覚えのない女性の声が聞こえてきた。


「え……？」


　先程までの恐きよう怖ふも忘れ、思わず振り返る。


　そこには、


「それにしても、こうして現世に顕けん現げんしたのは久しぶりじゃの」


　うーん、と気持ちよさそうに伸びをする、銀ぎん髪ぱつの巫み女こさんがいた。


　年ねん齢れいは自分よりも少し上くらいだろうか。


　長い銀髪の先を赤い布で結ゆった、赤と白の巫女服を着た少女は、物もの珍めずらしそうにきょろきょろと部屋を見回している。


　顔立ちは怖こわいほどに整っており、街中を歩けば否いや応おうなしに人目を引き付けること間ま違ちがいなし。


　そんなどこか浮うき世よ離ばなれした絶世の美少女が、突とつ然ぜん、部屋に現れたのだ。


　男としては本来とても喜ばしいシチュエーションなのだろうが、さすがにこの状況でそれを手放しに喜べるほど大吾は楽天家ではなかった。


「あんた……」


　警けい戒かい心を露あらわにした瞳ひとみで銀髪巫女さんを見る。


　すると、銀髪巫女さんは頰ほおに片手を当てて、


「そんなにじっと見つめるでない。照れるであろう……？」


「この状況で見つめない奴やつはいねぇよ!?　勝手に頰を染めるんじゃない！　てか、どっから入ってきた!?」


　大吾が目を剝むいてそう尋たずねると、銀髪巫女さんはきょとんとし、


「どこから……というと、そこからかの」


　床に転がっている手鏡を指さした。


「…………」


　いやいやいやいや、ちょっと待って欲しい。


　確かに、さっき手鏡から腕が飛び出してきたように見えたが、冷静に考えてそんなことはあり得ない。目の錯さつ覚かくのはずだ。


　いや、あるいは先程の光が原因だろうか。あの光のせいで、自分は幻げん覚かくを見ている。こちらの方がまだ現実的な気がした。


　とすると、この銀髪巫女さんも当然、幻覚ということになる。


　しかし、だとすればなぜ巫女さんなのだ？


　まさか今まで気付いていなかっただけで、自分は巫女さん萌もえなのだろうか？


　試ためしに佳奈美が巫女服を着たところを想像してみる。


　……………………いい、かも。


「待て待て待て待て！　そうじゃないだろ俺！」


　いつの間にか思考が明々後日しあさつてくらいの方向へ飛んでいってしまっていた。


「先程からぶつぶつと何を言っておるのじゃ？　みこさんもえとはなんじゃ？」


「巫女さん萌えってのは巫女さんや巫女服を着た女性に……って何言わせんだ！」


「……？　よくわからぬが……つまり、お主はみこさんもえなのか？」


「違う！　俺は妹萌えだ！　って、なんで俺が自分の性せい癖へきを赤せき裸々らに告白せねばならん！」


「我のせいなのかの……？」


　なんだか困り顔でこちらを見る銀髪巫女さん。


　困っているのはこっちの方なんだが。


「オーケーわかった。まずは根本的な質問からいこう。あんたは何者だ？」


　仕切り直して、もっとも初歩的な質問をする。


　すると、銀髪巫女さんは得意げな顔をして、





「うむ。我の名は天あまの日にち輪りんの姫ひめの命みこと。縁えん結むすびの神じゃ」





　そんなことをのたまった。


「…………」


　ああ……わかった。この人、アレな人だ。


「そっか……あんたも色々と辛つらかったんだな」


「む……。お主、なにゆえそのような慈じ愛あいに満ちた瞳で我を見るのじゃ？」


「いいんだ。何も言うな。わかってるから」


「我はまったくわからぬのじゃが……。お主、何か失礼なことを考えておらぬか？」


「別に恥はずかしいことじゃないんだぜ？　ほら、最近、不景気で世の中も暗いしな。現代人の抱かかえるストレスっつうか……皆みんな、多かれ少なかれ同じようなもんさ」


「……つまり、何が言いたいのじゃ？」


　要領を得ない大吾の言葉に、銀髪巫女さんがいぶかしげに尋ねる。


　大吾はにっこり笑って答えた。


「病院に行こう」


「やはり失礼なことを考えておるではないか！　力の大部分を失っておるとはいえ、我は至って健康じゃ！」


　銀髪巫女さんはそう叫さけぶと、よよよ、と大げさに泣き崩くずれた。


「まったく嘆なげかわしいの……。人々の信しん仰こう心が薄うすくなったことはわかっておったとはいえ、よもや病人扱あつかいされるとは……」


　巫女服の袖そでで目め頭がしらを押さえてシクシクと泣く銀髪巫女さん。


　いやだから、泣きたいのはこっちなんだが。


「……はぁ……」


　頭をぽりぽり搔かきながら、大吾がどうしたものかと思案していると、


「お兄ちゃん！　大きな声がしたけど、何かあったの？」


　階下から、佳奈美の声が聞こえてきた。


　先さき程ほどの悲鳴が聞こえていたのだろう。とてとてと階段を上って来る。


「ま、まずい……！」


　その足音を聞いて、途と端たんに慌あわてふためく大吾。


　いくら頭がアレな人とはいえ、見知らぬ美少女と部屋で二人きり。


　もし、こんな場面を佳奈美に目もく撃げきされたら、





『お、お兄ちゃん……その女は誰だれ!?』


『ち、違うんだ。これは……！』


『ひどいよお兄ちゃん！　私だけって言ったのに……。お兄ちゃんの浮うわ気き者～！』


『か、佳奈美～！』





　といった会話が繰くり広げられるに違いない（もちろん、大吾の妄もう想そうである）。


「くっ……！」


　部屋への侵しん入にゆうを防ぐべく、大急ぎで扉とびらに向かう。が、


「お兄ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ!?」


　一歩及およばず、佳奈美が扉を開けて顔を覗のぞかせてしまった。


「「…………」」


　部屋に一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが下りる。


　先に口を開いたのは大吾の方だった。


「佳奈美、お互たがい冷静になって話し合おう。これには海よりも谷よりも深い理由があってだな……。そう、琵び琶わ湖こくらいに」


「一応言っておくが、琵琶湖は湖じゃぞ？」


　律りち儀ぎにツッコミを入れてくれた背後の銀髪巫女さんを無視して、海と湖を素すで間違えるほど冷静な大吾は言葉を続けた。


「この問題は非常に難解かつ複雑で有機的な事情が絡からみ合った超ちよう自然的現象の一種と定義することができるだろう。ようするに、何もやましいことなんてない。イッツベリーネイチャー」


　ダラダラと冷や汗あせを流しながら言い訳を試みる。もちろん、自分でも何を言っているのかさっぱりわからなかった。


　すると、そんな大吾を見た佳奈美は、


「……お兄ちゃん、どうしたの？」


　不思議そうに眉まゆ根ねを寄せた。


「へ……？」


　思わず間ま抜ぬけな声が出る。


　背後にいるとはいえ、銀髪巫女さんの姿は大吾の陰かげに完全に隠かくれているというわけではない。つまり、佳奈美から見えていないということはあり得ない。


　にもかかわらず、佳奈美は銀髪巫女さんのことなどまるで見えていないかのような態度をとっている。


　もしやいつの間にかいなくなっているのでは、と思い振り返ってみるが、


「…………」


　銀髪巫女さんは相変わらずそこにいて、しかも何やら真しん剣けんな目つきで佳奈美をじっと見つめていた。


「後ろに何かあるの？」


　佳奈美がにゅっと首を突つき出して背後を覗き込んでくる。が、やはり何の反応も示さずさらに怪け訝げんそうな顔をしただけだった。


　一体どうなってる……？


「い、いや、実は押入れの掃そう除じをしてたらゴキブリのようなものを見てしまってな。思わず悲鳴を上げてしまったのだが、よく見たら全然違うものだったよ……ははは……」


　どういうわけかはわからないが、ばれていないなら好都合だ。


　とりあえず部屋を出てもらおうと、大吾は適当に悲鳴の理由を説明した。


「そう、なの……？」


　どうにも納なつ得とくがいかないような顔をする佳奈美。


「ああ。本当に大丈夫だから。心配してくれてありがとな」


「うん。なら、いいけど……お兄ちゃん、何か隠してない？」


「ま、まさか！　女の子なんて隠してるはずないだろ!?」


「……なんで女の子？」


　佳奈美の目がすっと細まる。


「いや、たとえ！　あくまでたとえだからな！」


「むー……なんだか怪あやしいよ……」


　どことなく不ふ機き嫌げんそうに疑いの眼まな差ざしを向けてくる佳奈美に、その後も必死に説得を続ける大吾。


　その甲か斐いあって、佳奈美は釈しやく然ぜんとしないような顔をしつつも、最終的にはなんとか自分の部屋に戻もどってくれた。


「つ、疲つかれた……」


　部屋の扉を閉め、思わずへなへなと座り込んでしまう。


　両親が留守の間に恋こい人びとをこっそり部屋に招き入れたら、両親が予定外に早く帰って来てしまった人間とはこういう心境なんだなぁ、と実感。


　だからどうというわけでもないけど。


（それにしても……）


　ひとまず当面の危機を脱だつすると、気になるのは当然、あのことだ。


　なぜ、佳奈美は銀ぎん髪ぱつ巫み女こさんに気が付かなかったのか。


「……色々と聞きたいことがあるようじゃの」


　そんな気持ちが表情に出てしまっていたのだろうか。


　先に銀髪巫女さんの方から話を切り出してきた。


「実は、我もお主に話したいことがある。このまま立ち話も何じゃ。座って話をせぬか？」


　その提案に、大吾は一も二もなく頷うなずいた。








「さて、先にお主の方の話を聞いておこうかの」


　大吾の勧すすめでベッドに腰こし掛かけた銀髪巫女さんが言う。


「んじゃ、聞くけど……あんたは何者なんだ？」


「先程も名乗ったと思うが、我の名は天あまの日にち輪りんの姫ひめの命みこと。縁結びの神じゃ」


「…………」


　どうやら意地でもその設定を貫つらぬきたいらしい。


「んじゃ、一兆歩譲ゆずってあんたが神様だったとして」


「いくらなんでも譲りすぎじゃろう!?　お主、まるっきり信じておらぬな!?」


「そんなことはない。ノストラダムスの予言くらいには信じている」


「それはもう過ぎておるからの!?」


　ノストラダムスの予言は知っているらしい。随ずい分ぶんと俗ぞく物ぶつ的な（自じ称しよう）神様である。


「そんなことはどうでもいい。それより、あんたはどうして俺の部屋に現れたんだ？」


「我にとってはどうでもよくはないのじゃが……。まぁよい。我がお主の部屋に現れたのは、お主が神器の封ふう印いんを解いたからじゃろう」


「神器？」


「この手鏡のことじゃ」


　そう言って、銀髪巫女さんは床ゆかに転がっていた手鏡を拾って示した。


「その手鏡に封印されてたってのか？　あんたが？」


「うむ。封印符ふが貼はっておったじゃろ？」


　大吾は記き憶おくを少し遡さかのぼる。


「……もしかして、これのことか？」


　そして、ゴミ箱から先程剝はがした白いシールを取り出した。


「おお。それじゃそれ」


「これお札だったのかよ。文字が消えてたからわからなかった」


「前に顕けん現げんした時から随分と経たつからの。それも仕方あるまい」


　銀髪巫女さんが感かん慨がい深そうに頷く。確かにお札はそれなりに年季が入っているように見えるが……。


「こんなものいくらでも細工できるし、証しよう拠こにはならんな」


「疑うたぐり深い奴やつじゃの……。それにしても、先程から神に向かってあんたあんたと失礼じゃぞ。少しは敬わぬか」


「あーわかったわかった。んで、あまのみことさんとやら」


「これ、勝手に略すでない。我の名は天あまの日にち輪りんの姫ひめの命みことじゃ」


「略したわけじゃない。そこしか覚えられなかっただけだ！」


「……それは自じ慢まんげに言うことではないと思うが……」


　呆あきれたような目でこちらを見る銀髪巫女さん。


　いちいちうるさい（自称）神様である。あんたは俺の母親か。


「そうは言っても、名前長すぎるだろ。そんなの毎回呼べるか」


「……わかった。もう好きに呼ぶがよい」


「んじゃさ○こ」


「なぜそうなるのじゃ!?　一文字もあっておらぬぞ!?」


　好きに呼べって言ったのに。うるさい上にわがままな（自称）神様である。


　ちなみにちゃんと一文字は合っている。


「じゃあミコト。これならいいだろ？」


「むぅ……。まぁ、さ○こよりはよいか」


　イマイチ納得がいかない顔をしながらも、銀髪巫女さん改めミコトは渋しぶ々しぶ頷うなずいた。


「それで話を戻すが、証拠など不要じゃ。我の姿は封印を解いたお主にしか見えておらぬし、声もお主にしか聞こえておらぬ。これだけで十分じゃろう？」


　確かに佳奈美にはまったく見えていなかったようだし、彼女が普ふ通つうの人間でないということはわかるが……。


「幽ゆう霊れいとか悪あく霊りようって線もあるぞ？」


「お主……その歳としになって幽霊や悪霊を信じておるのか？」


「自称神様に言われたくねぇよ」


　バカにしたような目でこちらを見るミコトにツッコんでやる。


　まぁ、それはそれとして……。


「ミコト、ちょっとこっち来い」


　少し気になることがあったので、ミコトを手招きして呼び寄せる。


「ん？　なんじゃ？」


　とてとてと近寄って来るミコト。大吾は親指と人差し指で輪を作ると、ミコトの額に狙ねらいを定め、


「痛っ……！　な、何をするのじゃ！」


「ううむ……やはり触れるな」


　デコピンがしっかりヒットしたのを確かく認にんし、大吾が唸うなる。


　先さき程ほどベッドに座っていたのを見ても、やはりミコトは人にも物にも触れるようだ。


「それを確認するためじゃったのか!?　ならば叩たたく必要はないではないか！」


「叩いてない。デコピンだデコピン」


「何が違ちがうのか我にはわからぬ！」


　涙なみだ目めで文句を言うミコト。


「てか、神様でもデコピンは痛いのか」


「当然じゃ！　お主にしか見えぬということ以外、今の我は普通の人間と変わらぬ！」


「そうなのか？」


「そうじゃ！　あとは少し神通力が使えたり空を飛べたりするくらいじゃ！」


「いや、それはもう普通の人間じゃねぇだろ……」


　ミコトの普通の人間の判断基準はどうなってるんだろうか。ちょっと気になる。


「まぁ、ミコトの正体はとりあえず保留だな。んで、さっき俺に話があるって言ってたよな。なんだ？」


「謝る気まったくなしじゃの……。まぁよい」


　ミコトが諦てい念ねんのため息をつく。そして、少しだけ口調を硬かたくして言った。


「話というのは先程、お主と話していたおなごのことじゃ」


　その瞬しゆん間かん、大吾は心臓を鷲わし摑づかみにされたかのように、一瞬、呼吸を止めた。


「佳奈美が……どうかしたのか？」


「佳奈美というのか。お主の家族か？」


「妹だ。それより、佳奈美がどうしたんだ？」


　自然と語気が強くなってしまう。


　それに気付いているのかいないのか、ミコトは深刻な顔つきで尋たずねた。


「お主の妹に何かおかしなところはないか？」


「お前、何か知ってるのか!?」


　大吾は弾はじかれたように椅い子すから立ち上がるとミコトに詰つめ寄った。


　そして、両肩かたをがっちりと摑つかむと、


「知ってるなら吐はけ！　今すぐ！　全部！　全て！　何もかも!!」


「おおおお落ち着け！　そそそんなにされたら本当に中身が全部出て……うぷっ」


　がくがくと高速で前後に揺ゆさぶられ、ミコトは思わず口元を覆おおった。


「はぁはぁはぁ……すまん。少し興奮してしまったようだ」


「い、息切れまでしておいて少しというのはどうかと思うが……」


　肩かたで息をする大吾をミコトが恨うらめしげな目で見る。


「じゃが、お主の反応を見ると何か心当たりがあるようじゃの」


「…………ああ」


　そう言われ、大吾は話すべきかどうか少し迷った。


　軽々しく他人に話すようなことではない。


　しかし、現状、大吾には何の解決策も思いつかないのだ。


　それなら神様にでもすがるしかない。それがたとえ自称であっても。


「妹は……佳奈美は『周りの人間を不幸にする』体質なんだ」


　この奇き妙みような体質が発はつ症しようし始めたのは、佳奈美が中学生になった頃ころだった。


　周囲にいる人が、ただ、佳奈美が近くにいるというだけで不幸な目に遭あう。


　一つ一つの不幸は大したものではない。


　一いつ緒しよに遊びに行く約束をすると、決まってその日が雨になったり。


　佳奈美の周囲の席の人が、やたらとくじ引きで委員を任されてしまったり。


　そんな、普通なら笑い話で済みそうな程度のこと。


　しかし、一つ一つは大したことがなくても、それが多く重なればそうではなくなる。


　いつからか、佳奈美の周りには人が寄り付かなくなっていった。


「俺は……できることなら佳奈美のこの体質を改善してやりたい。だから、何か知っているなら教えてくれ」


　大吾が必死にそう頼たのみ込むと、ミコトは「わかっておる」と神しん妙みような顔で頷き、





「実はの……お主の妹に我の妹が取り憑ついておるようなのじゃ」





　と言った。


「………………………………は？」


　妹が妹に……何だって？


「これ、きちんと聞いておれ。お主の妹に、我の妹が憑ひよう依いしておると言ったのじゃ」


　一応聞き返してみたものの、やはり答えは同じだった。


　妹の佳奈美が、自称神様であるミコトの妹に取り憑かれている。


　……何それ。


「ちょ、ちょっと待て。それと佳奈美の体質に何か関係があるのか？」


「それがあるのじゃ。我ら神はこの世に留とどまるのに運気を必要とする。そのため、我の妹も運気を吸っておるのじゃ。お主の妹の周囲の人間から……の」


「……マジかよ」


　つまり、佳奈美に取り憑いているミコトの妹がこの世に留まるために運気を吸っている結果、運気を吸われた佳奈美の周囲の人間が不幸になっている。そういうことだろうか。


　……無茶苦茶だ。信じろという方がどうかしている。が、


「……もし仮にそうだとして、何か解決策はあるのか？」


　そもそもミコトが神様であるということすら疑わしいのだ。追つい及きゆうしても仕方がない。


　大吾がそう尋ねると、


「……あるには、ある。お主の妹の体質は我の妹が原因じゃ。妹を引き剝はがせば、お主の妹の体質は改善するじゃろう」


「できるのか!?」


　それができれば問題はすぐに解決する。そう思ったのだが、


「我の力を使えば可能だとは思う。じゃが……」


「じゃが？」


「妹はお主の妹を依より代しろにしてどうにかこの世に留まっている状態じゃ。もし、無理に引き剝がせば運気を吸うことができず、いずれこの世から消しよう滅めつしてしまうじゃろう」


「あ……」


　確かに、先程のミコトの説明が正しいとするとそうなってしまう。


「じゃあ、別のものに移し替かえるってのは？」


「それは確かに良案なのじゃが、そもそも我ら神は何にでも憑依できるというわけではないし、移り替わるのにもかなり運気を使ってしまう。今の妹の力では難しいじゃろうな。運気を回復して万ばん全ぜんの状態になれば可能かもしれぬが……ただ……」


「ただ、なんだ？」


「どうも何か大きなショックを受けたのか、我自身記き憶おくを一部喪そう失しつしておるようじゃ。なぜ妹がお主の妹に取り憑いておるのかわからぬし、我がここに来た理由も思い出せぬ。原因がわからぬ以上、移し替えるのにもそれ相応の危険が伴ともなうやも知れぬ」


「……そうか」


　部屋に重苦しい沈ちん黙もくが下りる。


　引き剝がしてしまうのがもっとも効率的な手段だと理性ではわかっていた。


　だが、それではミコトの妹がこの世から消えてしまう。できることならそんな方法は取りたくない。何かいい解決方法はないものか……。


　そう大吾が思い悩なやんでいると、


「のう……お主に、一つ頼みがある」


　ミコトが、これまでで一番真しん剣けんな表情でこちらを見つめてきた。


「何だ？」


　大吾も表情を引き締しめて応ずる。


「妹の力を取り戻もどすために、我に手を貸してくれぬか？」


「力を……取り戻す？」


　そう聞き返すと、ミコトは「そうじゃ」と頷うなずいた。


「我らには周りから運気を吸う以外にもう一つ、運気を回復する方法がある。その方法を使えば数年、早ければ一年も経たたずに力を取り戻せるかもしれぬ」


「そんな方法があるのか!?」


　大吾は思わず身を乗り出した。


「ある。じゃが、その方法は決して簡単ではない。お主にも苦労をかけるじゃろう。無理を言っておるのは承知の上じゃ。その上でお願いする。どうか、我の妹を助けてくれぬか……？」


「わかった」


「うむ。お主がそう言うのも無理はない。じゃが、もう一度考え直して……え？」


　ミコトは目をぱちくりさせた。


「お主、今なんと言った？」


「わかったと言った。で、その方法ってのは？」


「い、いや、しかし、よいのか？　お主には我らを助ける義理も義務もないのじゃぞ？」


　あまりに気持ちのいい即そく答とうぶりに、逆に気持ち悪さを覚えたミコトが尋ねる。


「義理とか義務とかはよくわからん。が、同じ妹を持つ者としてお前の気持ちはよくわかる。俺も同じだ。妹を助けるためなら、たとえ世界が滅ほろびても構わないと思っている」


「いや、我はそこまでは思っておらぬが……」


　すかさずツッコミを入れたミコトだったが、大吾は気にせず続けた。


「とにかく、二人とも助かる方法があるなら何も迷う必要はない！　佳奈美も、ミコトの妹も必ず助けてみせる！」


　ぐっと拳こぶしを握にぎりしめ、熱く力説する大吾。


　それを見たミコトは、


「……まったく、お主は……」


　声を詰まらせ、目め尻じりに大おお粒つぶの涙を浮うかべた。


「なななななんで泣く!?」
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　人生で初めて佳奈美以外の女の子に目の前で泣かれ、大吾は激しく狼ろう狽ばいした。


　何もしてないのに、なんだか悪いことをしたような気になってしまう。


「っ……す、すまぬ。まさか、こんなすぐに承しよう諾だくしてもらえるとは思いもせんかったのでな。お主は優やさしいの」


　ミコトは巫み女こ服の袖そででちょっと慌あわてたように涙なみだを拭ぬぐった。


「べ、別に普ふ通つうだ。ミコトの妹を消してまで体質を改善したいなんて佳奈美もきっと思わないだろうし……あくまで一番は佳奈美のためだぞ」


「もちろんじゃ。わかっておる」


　そう言うと、ミコトはすっと両手を広げ、


「へ……？」


　そのまま大吾の首の後ろに回すと、ぎゅっと自分の胸に引き寄せた。


「それでも、我は嬉うれしかったのじゃ。封ふう印いんを解いたのがお主で、本当によかった……」


　胸の中で赤子をあやすように大吾の頭をなでるミコト。


　一方の大吾は、


（ちょっ……うあああああっ!?）


　突とつ然ぜんのミコトの行動に、思い切り動どう揺ようしていた。


　どこまでも柔やわらかい膨ふくらみが顔に押し付けられ、思わず眠ねむくなってしまうような安らかで優しい香かおりが脳のう髄ずいに染しみ渡わたってくる。


　ミコトが女の子であることを否いや応おうなく意識させられ、大吾は顔が熱くなるのを自覚した。


　しかし、この恥はずかしさは恐おそらく性的なそれではないと思う。


　もうとっくの昔に忘れてしまったが、母親に抱だかれるとはこういう気持ちなのだろうか。


　なんというか……その……すごく、心地ここちいい……。


「──って、そうじゃないだろ俺！」


　身体からだを離はなして、思わず身を委ゆだねたくなってしまう心地よさからなんとか逃のがれる。


　危険だ……この心地よさは色んな意味で危険すぎる……！


「う、うむ。すまなかった。わ、我も少し興奮してしまったようじゃな……」


　ミコトから離れると、向こうも正気に戻ったのか、頰ほおを染めて恥ずかしそうにもじもじしていた。


　や、やめてくれ……そんな、普通の女の子みたいな反応は。


　こっちまで余計に恥ずかしくなってくる！


「そ、そんなことより！　その力を取り戻す方法ってのを教えてくれ！」


　恥ずかしさを振ふり払はらうように、少し大きめの声で言う。


「そ、そうじゃったな」


　コホンと一つ咳せき払ばらいをして、ミコトは姿勢を正した。


「その方法とは──縁えんを結ぶことじゃ」


「縁を……結ぶ？　どういうことだ？」


「縁とは人と人との繫つながりのことじゃ。親子、兄弟、夫ふう婦ふ、師し弟てい、あらゆる人間関係は縁で繫がっておる。我らは縁結びの神ゆえ、依り代であるお主の妹が多くの縁を結ぶことができれば、運気の回復は格段に早くなる」


「……よくわからんのだが、具体的にはどうすればいいんだ？」


　抽ちゆう象しよう的な説明を受けても仕方がないので、大吾は具体的な方法を尋たずねる。


「そうじゃな。例えば、お主の妹に恋こい人びとを作──」


「ふざけるなぁぁぁぁあああああああああ!!」


「────っ!?」


　いきなりマジギレした大吾に、ミコトは思わず飛び上がった。


「こここ恋人なんて絶対に許さんぞ！　百年早い！　千年早い！　一万年早い！　というか、佳奈美は一生嫁よめにはやらぁぁぁぁああああん！」


「ままままたかお主……よ、よすのじゃ……今度こそ本当に中身が出て……うおっぷ」


　再びがくがくと超ちよう高速で前後に揺ゆすられ、ミコトは両手で口を押さえる。


「ぜぇ……ぜぇ……ぜぇ……すまん。少々……取り乱した……」


「じゃ、じゃから少々ではないと言うに……」


　苦しそうに喘あえぐミコト。さすがに悪いことをしてしまったかもしれない。反省しよう。


　まぁでも、それはそれとして。


「その方法は却きやつ下かだな。すまんミコト。妹のことは諦あきらめてくれ」


「先さき程ほどまでの優しさはどこへいったのじゃ!?　待て。結論を急ぐでない。恋人はあくまでもたとえ話じゃ」


　さっさと部屋を去ろうとした大吾をミコトが慌てて引き留める。


「……つまり、恋人でなくてもいいのか？」


「その通りじゃ。見たところ、お主らは学生じゃろ？　ならば、友人を作るのが一番適しておろう。じゃが、上辺だけや形だけではダメじゃ。互たがいを心から大切に思う、真の友でなければ」


「真の友……ね」


　確かに、簡単なことではなさそうだ。お互いを本当に大切に思っている友達なんて、そうたくさんいるものじゃない。


　だが、大吾は高校に入学した佳奈美にそんな友達が出来ることを心から願っていた。


　佳奈美を孤こ独どくから救い、なおかつ体質の克こく服ふくにも繫がる。まさに一石二鳥ではないか。


「一応確かく認にんしておくが、ミコトの妹が力を取り戻せば、佳奈美の体質は改善するんだな？」


「運気を回復する必要がなくなるからの。その間に原因を確かめ、さらに別の依より代しろを見つけて移し替えれば完かん璧ぺきじゃ」


　ミコトが力強く断言するのを聞いて、大吾は興奮が否応なしに高まってくるのを感じた。


　希望が見えた。


　三年間悩み続けた佳奈美の体質を克服することが、本当にできるかもしれないのだ。


　もちろん、ミコトの言葉が全すべて真実であるという保証はない。


　だが、佳奈美に友達が出来るならば損はないし、何もしないよりはずっとマシだ。


　やってやる。どんな苦労が待ち受けていようと、全て受けて立ってやる！


「安心しろミコト。佳奈美もお前の妹も絶対に助けてみせる。たとえ世界を滅ぼしてでもな！」


「いや、じゃから世界は関係ないと言うに……」


　拳を高々と突つき上げ、二人の妹を救うために世界七〇億人を敵に回すことを宣言する大吾。


　ミコトのツッコミはもちろん無視だった。








　そんなこんなであれから一か月。


　大吾とミコトは佳奈美にいかにして友達を作るか、色々と計画してきた。


　その計画の一つが今日の入学式の騒そう動どうだったのである。


「んで、ミコト。一つ聞いておきたいんだが」


「なんじゃ？」


　鏡の中のミコトが首を傾かしげる。


　ちなみにミコトも神様なので例外なく運気を必要とするのだが、この手鏡には長い年月をかけて大量の運気が蓄たくわえられており、今のところ吸収する必要はないとのこと。


　ただ、鏡の外に出るのにも運気を消費してしまうそうで、必要な時以外はなるべく出ないようにして運気を温存しておくらしい。


「今回の目的は『佳奈美の存在を広く知らしめる』ことなんだよな？　なぜ、そんなことをする？」


「そのことか。それは『因いん縁ねん』を見つけるためじゃ」


　大吾の質問に、ミコトは頷うなずいて答えた。


「因縁？　カツアゲでもする気か？」


「罰ばち当あたりなことを言うでない。因縁とは縁が出来るための前兆、起点のようなものじゃ。まれに因縁が作られず突然、縁が結ばれることもあるが、縁を結ぶためには基本的にまずその者と因縁を持つ相手を見つけるのが得策といえる。それゆえ、佳奈美のことを広く知らしめ、因縁を持つ相手を早く見つけ出そうというわけじゃ」


「なるほど。で、見つかったのか？」


　ミコトは首を横に振る。


「残念ながらまだのようじゃ。しかし、もう少し続ければ必ず見つかるじゃろう」


「そうか。なら、次の計画に移るしかないな」


「うむ。そういえば、次の計画には協力者が必要になるということじゃったが、アテはあるのかの？」


「心配ない。既すでに連れん絡らく済みだ」


　大吾はにやりと不敵な笑えみを浮うかべ、どこか楽しそうに言った。


「さて、もうひと暴れしますか」












　　第三章　お嬢じよう様さまを狙ねらえ！







　始業式も終わり、いよいよ明日から本格的な学園生活が始まるというその夜。


　大だい吾ごは大事な話があると言って佳か奈な美みを部屋に呼び出した。


「それで、大事なお話って何？　お兄ちゃん」


　大吾の用意した丸まる椅い子すに腰こし掛かけた佳奈美が尋ねる。


「うむ。明日からのことについてだ」


「明日からのこと？」


「そうだ」


　佳奈美の前に立つ大吾が仰ぎよう々ぎようしく頷いた。


「入学式の後にも少し言ったが、佳奈美がたくさん友達を作って楽しい高校生活が送れるよう、俺なりに色々サポートしていきたいと思っている。そのための作戦を明日から実行するつもりだ。だが、これには佳奈美の協力が必要不可欠なんだ。協力してくれるな？」


「う、うん……でも……」


　とりあえずといった感じで頷くも、すぐに下を向いてしまう佳奈美。やはり、周囲を不幸にするという自分の体質を気にしてしまっているのだろう。中学時代の苦い記き憶おくは、そう簡単に拭ぬぐえるものではない。


　だが、このままでいいはずがないのは佳奈美本人もわかっているはずだ。なんとか協力してもらわねば。


「佳奈美、俺を見ろ。下を向いちゃダメだ」


　少し語気を強めてそう言うと、佳奈美はおずおずと顔を上げてくれた。


「せっかく同じ高校に入れたんだ。一いつ緒しよに楽しい高校生活を送ろう。そのためには絶対に友達が必要だ。佳奈美だってそう思うだろ？」


「それは、そうだけど……」


「大だい丈じよう夫ぶ。心配するな。何もかも全て、俺に身を委ゆだねるんだ！」


　励はげますように佳奈美の両手を握にぎりしめ、大吾が力強くそう言うと、


「ふ、ふぇぇええ……!?　そ、そんな、まだ心の準備が──っ!?」


　佳奈美はなぜか真っ赤になってわたわたし始めた。


「？　どうした佳奈美？」


「だ、だって、そんなの早いよ！　私達まだ学生だもん！」


「何を言ってる！　学生の間だからこそじゃないか！」


　学生でなくなったら友達も作りにくくなってしまうだろうし、第一、学生の間ずっと佳奈美の体質が改善しないなんてことがあってはならない！


「そ、そっか……お兄ちゃんの理想って学生結けつ婚こんなんだ……」


「ん？　なんだって？」


　佳奈美が耳まで真っ赤になって何か小さく呟つぶやいたが、よく聞こえなかった。


「な、なんでもないよ！　とにかく、お兄ちゃんの言うことはわかった！　私ももっと頑がん張ばるね！　お料理とかお掃そう除じとか！」


「……お、おう？」


　元気よくそう宣言する佳奈美に、曖あい昧まいな感じで同意する大吾。


　やる気になってくれたのは嬉うれしいが、なぜここで料理と掃除の話が出てくるのだろうか。


　さっぱりわからない。


「それで、作戦って何をするの？」


「それについては明日説明しよう。今日はもう遅おそいしな」


「え？　でも、まだ九時だよ？」


　佳奈美が部屋にある時計を見て言う。


「明日は五時起き床しようだ」


「ご、五時!?　なんでそんなに早いの!?」


「準備に時間がかかるんだ。さぁ、今日はもう寝ねるぞ！」


「ふぇぇぇええ……！　私、朝弱いのに～～～！」


　早くも協力を約束したことを後こう悔かいする佳奈美であった。








　翌朝。眠ねむたそうな佳奈美をなんとか起こし、無事に朝食を済ませると、二人は学生鞄かばんを手に玄げん関かんに向むかった。


「佳奈美、忘れ物はないか？」


　先に靴くつを履はいた大吾が佳奈美に尋たずねる。


「うん。昨日のうちに確認したから大丈夫だよ」


「ならよし。服装は大丈夫か？　確認しておこうか？」


「じゃあ、お願い」


　そう言って、佳奈美が玄関先でくるんと一回転する。


（ふむ……今日は水色か）


　大吾はふわりと持ちあがったスカートの中を今日もきちんと確認した後、


「どう？　大丈夫？」


「おう。今日もばっちり最高に可愛かわいいぞ！」


　邪よこしまな感情など微み塵じんも見せない爽さわやかな笑顔で親指をぐっと立てた。


「本当？　ありがと、お兄ちゃん」


「なに。それじゃ、学校に行くとしよう」


　玄関を出るとしっかりと施せ錠じようし、二人並んで通学路を歩く。早はや川かわ家から五月さつき治じ学がく園えんまでは徒歩で一五分ほどの距きよ離りだ。自転車での通学は禁止されているので、二人は毎日徒歩通学である（妹を自転車の後部座席に乗せて登校……などという男イのベ幻ン想トも発生しない。やはり現実は残ざん酷こくなのだ）。


　まだ早朝ということもあり、周囲に他の生徒の姿はない。当然、学校にも生徒の姿はないと思われたが……。


「あれ？　誰だれかいるよ？」


　もうすぐ学校に着くという頃ころになって、佳奈美は校門前に誰かが立っているのに気が付いた。


「ほぅ……もう来ていたか」


　大吾が感心したような口調で呟き、その人物に近づいていく。


「よう。早かったな」


「おう。二年Ｄ組出席番号三番、秋あき田た修しゆう吾ご。誕生日は八月三一日。血液型はＢ型。将来の夢は大吾と組んでお笑い界を制せい覇はすることや！」


「誰に説明してんだお前は……？」


　やたらとテンションが高いこの男子生徒の名は秋田修吾。一八〇センチを超こえる長身に日焼けして引き締しまった肉体、髪かみ型がたはスポーツ刈がりとどこからどう見ても体育会系にしか見えないのだが、本人は漫まん才ざい師しになるために地方から上京してきたと言い張る意味不明の男だ（エセ関西弁もその影えい響きようらしい）。


　大吾とは去年から同じクラスで（ちなみに、五月治学園ではクラス替がえがないため、三年間同じクラスである）、なぜかウマが合う。そのためか、修吾は去年からしきりに大吾を漫才の相方にしたがっているのだ。


（なぜ、知的でスマートな俺とこいつのウマが合うのだろう……？）


　大吾は去年からずっとこの悩なやみを抱かかえているのだが、志し保ほに相談したらなぜか憐あわれむような目で見られた。あの目は一体なんだったのだろう。


「あ、秋田先せん輩ぱい。おはようございます」


　佳奈美が丁てい寧ねいに頭を下げて挨あい拶さつする。


「お、佳奈美ちゃんおはようさん。しばらく見ん間にえらい大きゅうなったなぁ」


「え？　で、でも、春休みにも一度お会いしましたよね……？」


「おお、ナイスツッコミ。さすが大吾の妹やな」


　愉ゆ快かいそうに笑う修吾に、佳奈美は曖昧な笑みで応じる。


　別に嫌きらいというわけではないのだろうが、佳奈美は少しだけ修吾に苦手意識があるようだ。もともと馴なれ馴れしい人が苦手だからだろう。


　まぁ、それはそれとして。


「なに俺を抜ぬきにして佳奈美と楽しそうに喋しやべってんだ。殺すぞ」


「……いや、そのガチの殺意がこもった目はやめてくれへんか……？　ほんまに怖こわいんやけど……」


　佳奈美が絡からんだ時の大吾の行動力を知る修吾にとっては結構笑えない台詞せりふなのであった。


「まぁいい。で、例のブツは用意してあるのか？」


「おお。ばっちりやで」


　そう言って、修吾が背負っていた大きめのリュックを地面に下ろす。


　どすんっ！　と尋じん常じようでない重たげな音が響ひびいた。


「……お、お兄ちゃん。そのリュックに何が入ってるの……？」


　嫌いやな予感がした佳奈美が顔を青くして尋ねる。


　その問いに、大吾は無言で不敵な笑えみを返した。








　同じ日の朝。無事に春休み中に残っていた仕事を片づけた志保は、いつもより遅めに家を出て通学路を一人黙々もくと歩いていた。


　普ふ段だんなら授業が始まる一時間前には学校にいて、生徒会室でその日の活動予定の確かく認にんや各委員会からの報告などを受けているのだが（生徒会長になる前は、逆に報告をしたり他の役員の仕事を手伝ったりしていた）、志保の疲ひ労ろうを察したのか、同じ生徒会役員の友人が昨日、代役を申し出てくれたのだ。


　せっかくの厚意を無む駄だにするのもしのびなく、志保はその言葉に甘えることにした。入学式の一件で実際に疲つかれていたし、友人にこれ以上の心配はかけたくない。


　もっとも、志保が彼女の言葉に甘えた理由はそれだけではなかった。


　今日からいよいよ本格的に佳奈美も同じ学校に通うことになる。そのため、普段は一緒に登校できない分、今日くらいは一緒にと思っていたのだが……。


「ったく……何なのよ一体」


　悪態をつきながら、まだ少し寒さの残る朝の通学路を歩く。先さき程ほど二人の家を訪ねたものの、既すでに二人はいなかったのだ。


　一年生の時はいつも遅ち刻こくギリギリで登校してきたくせに、どうしてこういう日に限って……。


「学校に着いたら文句言ってやる……」


　なおもぶつぶつと不満を呟きながら、学校の近くまでやって来る。と、


「ん……？」


　なぜか校門の辺りに人ひと垣がきが出来ていた。


「何かあったのかしら……？」


　なんとなく嫌な予感がした志保は小走りに校門へと向かう。


　そして、校門まで辿たどり着いた志保が目にしたものは、





『えー、早川佳奈美！　早川佳奈美をよろしくお願いします！』


『めっちゃかわええ副会長の妹やでー。皆みんなよろしくしたってなー』





　校庭のど真ん中で拡声器（無断使用）を使って選挙活動よろしく声を張り上げる大吾と修吾（以下、「バカ二人」という）。


　そして、その間でこれ以上ないくらい顔を真っ赤にして俯うつむく佳奈美の姿だった。


「一体何やってんのよーっ!?」


　嫌な予感は的中したものの、想像を絶したその光景に思わず我を忘れて絶叫する志保。


　そんな志保をよそに、バカ二人は未いまだ宣伝活動（？）に余念がなかった。


『絶賛友達大募ぼ集しゆう中です！　学年もクラスも関係なし。さぁさぁ、寄ってけ寄ってけー』


『今なら未来の大スター二人のサイン付きやでー』


　始業前から大声を張り上げる二人に、なんだなんだという感じで人が集まってくる。しかし、皆遠回しに眺ながめるだけで、近づこうとする者はいない。


　当然だろう。こんな常識外れのことをする人間と、自分から関かかわりたいなんて思うはずがない。しかし、バカ二人にそんなことはまったく関係がないようで、相変わらず拡声器を片手に宣伝文句を謳うたい続けていた。


「お、お兄ちゃん……恥はずかしいよ……」


　さすがに耐たえきれなくなってきたのか、俯いていた佳奈美が大吾の袖そでをちょいちょいと摘つまんで言う。だが、大吾は至し極ごく真ま面じ目めな表情で子供に言い聞かせるかのように答えた。


「それがダメなんだ。佳奈美は恥ずかしがり屋さんすぎる。俺は佳奈美のそんなところも猛もう烈れつにたまらなく最高極限に可愛いと思っているが、それでは友達はなかなか出来ない。少しくらい恥ずかしくても、勇気を出さなければ」
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「それは、そうかもしれないけど……」


「大だい丈じよう夫ぶだ。俺に任せておけ！」


「う、うん……」


　大吾の熱のこもった言葉に、結局頷うなずいてしまう佳奈美。


　台詞だけを聞けば美しい兄きよう妹だい愛を連想するはずなのだが、場面が場面なだけに、狡こう猾かつな詐さ欺ぎ師しにまんまと騙だまされてしまった哀あわれな少女の姿しか思い浮うかばなかった。


「あ、あいつら……うん？」


　啞あ然ぜんとしていた志保がふと足元を見ると、Ａ４サイズのビラが落ちているのに気が付いた。拾って裏返してみると、


『一年Ｄ組出席番号三二番早川佳奈美。とってもキュートで明るく優やさしい新入生！　小学生時代にはその類たぐいまれなる感性を生かして県の作文コンクールで入賞。中学時代には水泳部に所属し、抜ばつ群ぐんの身体能力で輝かがやかしい成績を残し……』


　といった感じで、顔写真と簡単なプロフィールを添そえて延々と佳奈美のことを褒ほめちぎる文章が続いていた。


　よく見ると、校舎のあちこちにこれと同じポスターが貼はり付けてある。昨日まではあんなものなかったのに。


　しかも、既に結構な数が地面に落ちているにもかかわらず、バカ二人の背後にはまだビラが山積みになっていた。


「こ、ここまでやる普ふ通つう……？」


　あまりのことに怒いかりを通り越こして思わず感心してしまいそうになる。


（……って、そうじゃないでしょあたし！）


　ショック状態から立ち直り、ようやく普段の思考力を取り戻もどした志保が一歩前に出た。


　やらなければならないことはたくさんある。


　この騒さわぎの沈ちん下か。拡声器の返へん却きやく。ビラやポスターの処分。学園や周辺住民への謝罪。その他諸もろ々もろ。


　だが、何よりも先にすべきことは、


「あいつらの処しよ刑けいね」


　志保は人垣を搔かき分け、バカ二人のもとに急行した。


「っっ……!!　だ、大吾！　どういうことや！　会長がおるで!?」


「何だとっ……!?　確かに松まつ原ばらに足止めを頼たのんだはずだが……」


「こ、琴こと音ねまで利用してたなんて……！　絶対許さない！」


　突とつ然ぜんの強きよう襲しゆうにうろたえるバカ二人。志保は一気に距離を詰つめて二人に肉にく迫はくした。


「修吾、時間を稼かせげ！　その間に俺が……！」


「む、無理や！　会長相手に……！」


「邪じや魔まよ！」


　瞬しゆん間かん、志保のしなやかな腕うでから繰くり出される超ちよう高速ラリアットが、寸分の狂くるいなく修吾の首をとらえる。修吾は悲鳴を上げる間もなく呼吸を強制的に停止させられ、白目を剝むいて地面に沈しずんだ。


「次はあんたよ！　覚かく悟ごしなさい！」


「くっ……だが、この程度で滾たぎる俺の妹愛を止められると思うな！」


　スピードを落とさず突とつ撃げきしてくる志保を、大吾は正面から待ち受ける。


　志保はにっと楽しそうに笑い、


「いい度胸じゃない！　死になさい！」


「お前やっぱり殺す気満々だろ!?」


　人間離ばなれした加速を見せる志保の姿が大吾の眼前に迫せまる。そして、その手が大吾の手を摑つかもうとした、その刹せつ那な、


「甘い！」


　ぱぁっ、と茶色の粉末が宙に広がった。


「えっ──!?」


　予想外の事態に、驚おどろきの声を上げる志保。


　粉末の正体は、大吾が拡声器を持たない左手に握にぎりしめていた校庭の砂だった。万一の志保の襲しゆう撃げきに備えて事前に準備しておいたのだ。


「もらったぁぁああああああああっ!!」


　目の前には、砂で視界を塞ふさがれて無防備な志保の姿。


　勝利を確信し、大吾は握りしめた右手で渾こん身しんの一撃を放つ！


「なっ──!?」


　だが、その渾身の一撃は虚むなしく空を切った。


　あり得ない。確かに目の前にいたはずなのに、拳こぶしが志保の身体からだをすり抜けて──


「バ、バカな！　残像……だと!?」


「残念。『バカな』は典型的な負け台詞よ」


　驚きよう愕がくで声を震ふるわせる大吾に志保の死の宣告。


　大吾はなんとか逃にげようと身を翻ひるがえし、


「逃がすかぁああああ!!」


　あえなく引きずり倒たおされた。そのまま両脚あしをがっちりと摑まれ、


「ま、待て！　お前、この体勢はまさかジャイアントスイ──」


「せいやぁあああああ!!」


「おわぁああああああ!!」


　遠心力を利用した高速回転の後に、空高く放ほうり投げられる。


　大吾は空中で華か麗れいな後方二回宙返り一回ひねり（通つう称しようムーンサルト）を決めた。


「ぐはっ……！」


　校舎の壁かべに叩たたきつけられ、ずるずると落下する。そして、すぐ下にあった花か壇だんに頭から突つっ込み、一度、二度と痙けい攣れんし……やがて、ピクリとも動かなくなった。


「そのまま花壇の肥やしとなり果てるがいいわ」


「ああっ!?　お、お兄ちゃん!?」


　動かなくなった大吾のもとに駆かけ寄る佳奈美。


　それを尻しり目めに、志保は一仕事終えた感じでいい汗あせを拭ぬぐった。


「ちょ、ちょっと……何の騒ぎ!?」


　すると、そんな志保のもとに一人の女子生徒が駆け寄ってくる。


「ああ、琴音。おはよう」


「お、おはよう。って、そんなに爽さわやかな笑え顔がおで挨あい拶さつされても……」


　きちんと切り揃そろえられた黒くろ髪かみに、ブルーのヘアピンとお洒しや落れな眼鏡がトレードマークの生徒会会計係、松まつ原ばら琴音は校庭の惨さん状じように冷や汗を流しながら言う。


　志保とは中学時代からの付き合いで、親友といってもいい間あいだ柄がらだ。


「ねぇ、琴音。あなた昨日、大吾から何か言われた？」


「え？　ええ。志保が疲つかれてるみたいだから明日の朝の仕事代わってくれないかって……そ、そんなことより早川君は平気なの？」


「お兄ちゃん！　お兄ちゃん、しっかり！」


「やっぱりそうだったのね。琴音を騙すなんて……あとでぶん殴なぐってやるわ」


「ま、まだやるの!?　これ以上やったら本当に大変なことになるわよ!?」


「い、息してない！　お兄ちゃんが息してないよ！」


「平気よ琴音。あいつは一度くらい死んでみた方がいいの」


「一応言っておくけど二度目はないからね!?」


「誰だれか、誰かお兄ちゃんを助けて～～!!」


　校庭に広がるざわめきの中、佳奈美の叫さけび声が春の穏おだやかな青空に虚しくこだました。





　恵え怜れ菜なが学校に到とう着ちやくすると、なぜか校庭に多くの人が集まっていた。特に朝礼などがあるとは聞いていないのだが……。


「何かあったんですの？」


　たまたま近くにいた同じ一年生の女子生徒に声をかける。


「え？　あ、なんだかよくわからないんですけど、生徒会副会長とその妹さんが騒いでいたみたいで……」


　女子生徒は少しびっくりしたような顔をしてからそう答えた。


「……またあの二人ですの……」


　入学式での一件を思い出して苦い顔をしながら、恵怜菜は女子生徒に一言お礼を言って昇しよう降こう口に向かう。と、


「え、恵怜菜さん待って！」


　背後から自分を呼び止める声が聞こえてきた。


「……あなたは……」


「あ、あの、私、早川佳奈美です。えっと、お兄ちゃんの妹で、あ、お兄ちゃんていうのは入学式で舞ぶ台たいの上にいた……」


「わかっておりますわ。入学式での一件は忘れておりませんわよ」


　振ふり返ってすぐに矢や継つぎ早ばやに自己紹しよう介かいを始めた佳奈美を恵怜菜が宥なだめる。


「あう……そ、その、入学式でのことは本当にごめんなさい！　あ、あとあとあと……！」


「わ、わかりましたから。とにかく一度落ち着いて深呼吸なさい」


　どうも先さき程ほどの言葉で入学式の件を責められたと勘かん違ちがいしたのか、泡あわを食って謝罪を始めた佳奈美を慌あわてて止める。


　佳奈美は言われた通り深呼吸をして、少し落ち着きを取り戻したようだった。


「ご、ごめんなさい。とにかく謝らなきゃと思ったら慌てちゃって……」


「もう謝罪は結構ですわ。気にしておりませんから」


　放っておくと延々ごめんなさいを言い続けそうなので、先に釘くぎを刺さしておく。


　すると、


「……本当に？　怒おこってない？」


　佳奈美は不安そうな表情でこちらの顔を覗のぞき込んできた。どうやら本気で怖こわがられているらしい。少しショックだった。


「……ええ。本当にもう気にしていませんわ」


　なるべく口調を柔やわらかくするよう心こころ掛がけて言う。


　もともと、佳奈美に悪気がなかったことは初めからわかっていたのだ。彼女が悪意を持って人を傷つけようとするとは到とう底てい思えない。


「あの時はわたくしもつい気が動転してしまって……ですから、もうあなたが気にする必要はありませんわ。むしろ、わたくしの方も謝らないといけない立場ですから」


「そ、そんな！　恵怜菜さんは何も悪くないよ！」


「そう言うと思いましたわ。このままでは水掛け論になってしまいますし、ここはお互たがい様ということで手を打ちませんこと？」


　そう言って、恵怜菜がいたずらっぽく笑いかける。


　そんな恵怜菜を見た佳奈美は一瞬きょとんとした後、すぐに嬉うれしそうな笑顔になった。


「そ、そうだね。えへへ……」


「ふふ……」


　なんとなくくすぐったくなり、恵怜菜の口からも思わず声が漏もれてしまった。


「あ、でもね恵怜菜さん。お兄ちゃんのこと、誤解しないで欲しいんだ」


　ひとしきり笑った後、佳奈美が少し真ま面じ目めな顔になって言う。


「誤解？　あの人の場合は誤解などないように思いますが……」


　佳奈美の場合と違って、あの人の場合は一〇〇パーセント悪意があると断言できる。絶対に確信犯だ。なんと言われようと、そこは譲ゆずる気になれない。


　若じやつ干かん気分を害した様子の恵怜菜に、佳奈美は慌てて付け加えた。


「その、誤解っていうのは、お兄ちゃんは私のために色々してくれてるんだってこと」


「あなたのため？」


「うん。私、中学生の時にあんまり友達が出来なかったんだ。だから、お兄ちゃんは高校で私に友達が出来るようにって頑がん張ばってくれてて……入学式とかさっきのことも全部そのためのもので……」


「……そういうことでしたの」


　思い返せば、入学式のこともあくまで妹を知ってもらおうという意図の行動だ。結果的には行動を起こしている本人の方が目立っている節があるものの、一応、佳奈美の言葉には頷うなずけるものがあった。


「まぁ、だからといって入学式のようなことが許されるとは思えませんけども」


「あ、あはは……」


　その点については佳奈美も苦く笑しようする他ほかなかった。


「……でも、少し羨うらやましいですわ」


　恵怜菜が誰にも聞き取れないような小さな声で呟つぶやく。


　やり方に問題は多々あれ、妹のことが本当に大切だからこそここまでできるのだろう。


　その点だけは素す直なおにすごいと思う。


「え？　何か言った？」


「何でもありませんわ。お兄様は本当にあなたが大切なのね、きっと」


「そ、そうかな？　えへ、えへへへ……」


　ぽんと頭に片手を置いてそう言うと、佳奈美はさらに目を細めてちょっとだらしないほど笑顔になった。よほど嬉しいらしい。それだけ兄を信しん頼らいしているのだろう。


　もし、もしも自分達にもこのくらいの絆きずながあったなら。


　今、自分はどうなっていたのだろう。


「……さて、確かあなたもＤ組でしたわね。少し急ぎましょう。予よ鈴れいが鳴ってしまいますわよ」


「えっ……？　わわ、本当だ」


　考えても仕方のないことだ。過去に戻もどれはしないのだから。


　腕うで時計を見て慌てる佳奈美と共に、恵怜菜は早足で教室を目指した。








　一方その頃ころ。


　保健室で休んでなんとか回復した大吾も、急いで教室へと向かっていた。


　体調的に一時限目は欠席してしまいたいが、下手をするとさぼりと見られて志保に殺されかねない。余計な危険はあらかじめ排はい除じよしておくに限る。幼おさな馴な染じみと付き合うための教訓その一だ。


　そんなこんなで、大吾が人ひと気けの少なくなった廊ろう下かを早足で進んでいると、


「ぬおっ……？」


　身体からだのどこかで細かな振しん動どうを感じた。


　志保からの電話かと慌てて携けい帯たい電話を取り出す。が、


「んん……？」


　携帯電話には着信もメールの受信もなかった。にもかかわらず、振動は継けい続ぞくしたまま。


　大吾は身体のあちこちを触さわって振動の出所を確かめる。


「……これかよ」


　そして、ぶるぶると細かく震ふるえる手鏡を制服の内ポケットから取り出した。


　神器、まさかのバイブレーション機能付き。


　すぐに近くの空き教室に入り、周囲に人がいないことを確認する。


　そして、そっと手鏡を開いた。


「おお、気付いたか」


　鏡に映し出されたミコトが言う。


「気付いたかじゃねぇよ。なんでバイブレーション機能ついてんだこれ。そのうち着信音が鳴ったりしないだろうな？」


「ちゃくしんおん？　なんじゃそれは。はんりゅうすたーか？」


「着信音すら知らねぇのになんで韓ハン流りゆうスター知ってんの!?」


「先月、お主らが家におらぬ間にてれびを見ておったのじゃ。そうしたらかんこくどらまというのがやっておっての。なんといったか……えー……冬のどなた？」


「誰だよ知らねぇよ。んで、何か用なのか？」


「おお。そうじゃった」


　ミコトはぽんと手を叩たたき、


「お主の妹と因いん縁ねんを持つ者が見つかったぞい」


「本当か!?」


「うむ。今、この鏡に映そう」


　ぐにゃりとミコトの像が歪ゆがみ、形を変えていく。


「こいつは……」


　映し出されたのは金きん髪ぱつ碧へき眼がんのお嬢じよう様さま風美少女──恵怜菜だった。


「知っておるのか？」


　再び像が歪み、ミコトの姿に戻る。


「ああ。一応、面識はあるけど……」


「ならば話は早いではないか。早さつ速そく、妹に紹介するのじゃ」


「いや、佳奈美も面識はあるから紹介は必要ないはずだ。だが……」


「だが、なんじゃ？」


　ミコトが首をひねる。


「こいつ、佳奈美とはあまり仲良くないっつうか……むしろ、入学式では怒って佳奈美を追いかけまわしてたんだけど……」


　入学式では例の不幸体質が災わざわいして恵怜菜の怒いかりを買っていた。その後も特に関係が修復するような機会はなかったと思うのだが……。


「ふむ……。しかし、それは表向きだけかもしれぬぞ？　ほれ、気持ちと態度はハラハラじゃろ？」


「俺はお前の日本語にハラハラしそうだよ。ちなみにハラハラじゃなくて裏腹だ」


　とはいえ、ミコトの言うことにも一理ある。本当の気持ちを隠かくしているなんてよくある話だ。俺が妹萌もえという性せい癖へきを隠しているように！


「いや、それは隠れておらぬと思うが……」


「ん？　何か言ったか？」


「なんでもないぞい。して、これからどうするのじゃ？」


「そうだな……」


　大吾が顎あごに手を当てて思案顔をする。と、





　キーンコーンカーンコーン──……





　教室前方のスピーカーから始業を告げる本ほん鈴れいが響ひびいた。


「……やばい。遅ち刻こくだ」


　大吾の顔が青ざめる。


　なんとなく嫌いやな予感がして携帯電話を取り出すと、着信履り歴れきが二〇件以上。全部志保からだった。会話に夢中になってまったく気付かなかったのだ。


　新着メールの受信も一件。やはり志保から。中身は、ただ一言。





『あとでおしおきね』





　……どうやら、まずは自分が生き残る方法を考えるのが先決のようだった。








　午前中の授業が全て滞とどこおりなく終しゆう了りようし、五月治学園は昼休みを迎むかえた。


　二年Ｄ組の生徒達は机に弁当を広げたり、友人と談笑したり、学食に向かったりと皆みんな思い思いに行動を始める。


　そんな中、いつもならコンビニ弁当や総菜パンを机に広げる大吾は、すぐに席を立って教室の出入り口に向かった。


「ちょっと、どこ行くのよ大吾」


　そこを目ざとく志保に呼び止められる。


「学食だ。今日は朝時間がなくて弁当もパンもないからな」


「……本当に？」


　疑いの視線を向けてくる志保。


「ああ。お前だって朝のことは見てただろ？」


「そうだけど……。一時限目に遅刻した理由もなんか曖あい昧まいだったし、何かあたしに隠してない？」


　その言葉に、大吾は一瞬言葉を詰つまらせた。いちいち鋭するどい幼馴染みである。


「べ、別に隠してねぇっての。一時限目は体調不良って言っただろ。どっかの誰だれかさんが大おお技わざ喰くらわせてくれたおかげでな」


　これ以上の追つい及きゆうを避さけるため、ちくりと嫌いや味みを言ってやる。


「奇き遇ぐうね。あたしもどっかの誰かさんのせいでこの後、ばらまかれたビラとポスターを全部回収して拡声器を返へん却きやくしたうえ、教職員と近所の住民の方々に謝罪して回らないといけないの。お互たがい苦労させられるわね。どっかの誰かさんには」


「……ごめんなさい」


　倍になって返って来た。今後、この幼馴染みに二度と嫌味は言うまい。


「……ま、いいけど。何にしても、五時限目には遅刻しないように。もし、万が一そんなことになったら……」


「な、なったら……？」


「あ、友達が呼んでるからもう行くわ。とにかく遅刻しないように」


「おいぃ!?　遅刻したらどうなるんだ俺は!?　待て！　せめて何か言ってから……！」


　大吾は慌あわてて志保を呼び止めるが、志保はそんな大吾を無視してさっさと友達のところへ行ってしまった。


「……アラームでもセットしておくか」


　仏の顔も三度までというが、志保の場合は二度目すらない。


　仏様より厳しい幼馴染みにため息を漏もらしつつ、大吾は教室を後にした。








　それと同じ頃、一年Ｄ組の教室でも当然、同じような光景が展開されていた。昼休みにとる行動は学年を問わず大差ない。違ちがうのは受験勉強に精を出している一部の三年生くらいだろう。


　だが、そんな中、一人行動を決められない生徒がいた。


　恵怜菜である。


（……どうすればいいのかしら……？）


　恵怜菜の通っていた中学では学校側が昼食を用意してくれたのだが、五月治学園は多くの高校の例にもれず昼食は各自で用意することになっていた。が、それを知らなかった恵怜菜は当然、何も持ってきていない。


　そんなわけで、慌ただしく動き回る周囲の生徒を見ながら恵怜菜がオロオロしていると、


「恵怜菜さん、お昼ごはん食べないの？」


　そこに佳奈美がやって来た。


「い、いえ、そういうわけでは。ただ、昼食を用意してこなかったものですから」


「あ、そうなんだ。うちの学校は基本的にお弁当らしいから、明日あしたから用意してきた方がいいかもしれないよ」


「そ、そうなんですの？　でも、確か学校にはおいしくもなければ栄養価も高くない食事を提供する場所があると聞いているのですが」


「……が、学食のことかな？」


　あんまりな物言いに苦笑いを浮うかべながら佳奈美が答える。


「そうそう。確かそんな名前でしたわ」


「それ、学食では絶対に言っちゃダメだよ？　それに、学食も学校によって色々違うけど、うちの学校の学食はおいしくて栄養もちゃんと考えてあるんだよ」


「そうでしたの。覚えておきますわ」


　恵怜菜は真ま面じ目めな顔でこくこくと頷うなずいた。


「うん。それじゃ、私は購こう買ばいでパンを買ってくるから──」


「お、お待ちなさい！」


　笑え顔がおで去ろうとした佳奈美を恵怜菜が慌てた様子で引き留める。


「ふぇ？　どうしたの？」


「あなた、お昼のご予定は？」


「えっと、今言った通り購買でパンを……」


「が、学食ではいけませんの？」


「別にそんなことないけど……どうしたの？」


　きょとんとした顔で恵怜菜を見る佳奈美。普ふ通つうここまで言えばなんとなく恵怜菜の希望がわかりそうなものだが、残念ながら佳奈美は超ちよう究極鈍どん感かん男、大吾の妹であった。


「……その……わ、わたくしと一いつ緒しよに学食に行ってくれませんこと？」


　遠回しに言っても無む駄だだと悟さとった恵怜菜が、潔いさぎよく佳奈美に頼たのみ込む。


「え？　私と？」


「ええ。実は……わたくし学食の場所も知らなければ利用方法もわかりませんの。ですから、教えていただけると助かるのですが……」


　こんなことを言えば自ら世間知らずを暴ばく露ろしているのと同じことだったが、このチャンスを逃のがしたらもう教えてもらえる機会はないかもしれない。恵怜菜は恥はじをしのんで佳奈美にお願いする。すると、


「……う、う～ん……」


　佳奈美はなぜか困ったような顔をした。


「……やはり学食ではいけませんの？」


　あるいは、世間知らずの自分と行くのが面めん倒どうなのか。


　恵怜菜が落らく胆たんした声でそう尋たずねると、佳奈美はぶんぶんと首を横に振ふり、


「ち、違うよ！　学食でもいいんだけど……ただ……」


「ただ？」


「……ほ、他ほかの人に頼んだ方がいいんじゃないかって……」


　なぜか悲しそうな声でそんなことを言った。


「ですが、他の皆みなさんはもう……」


　恵怜菜が周囲を見み渡わたす。佳奈美もそれに合わせて周囲を見て、


「あっ……」


　ほとんどの生徒達が教室にいないことに気が付いた。残っている生徒達も皆それぞれ思い思いに行動しており、頼めそうな人はいない。


「……わ、わかった。私が案内するよ！」


　この状じよう況きようではさすがに断れず、佳奈美は意を決してそう言った。


　恵怜菜を連れて第一校舎を出て、第二校舎へ向かう。五月治学園では第二校舎の一階が食堂になっていた。


「す、すごい人ですわね……」


　学食の人だかりを見て、若じやつ干かん顔をひきつらせる恵怜菜。


「でも、席は空いてるから大だい丈じよう夫ぶだよ。うちの学校の食堂はすごく広いから満席にならなくて助かるってお兄ちゃんが言ってたもん」


「なら、急ぐ必要もありませんわね。それで、どうやって注文しますの？」


「あそこにある券売機で食券を買うんだよ。……ところで、恵怜菜さん現金持ってる？」


「は？　いえ、カードしか持っていませんが……それが何か？」


「や、やっぱりそうなんだ……あはは……」


　もちろんカードで食券は買えなかったので、後日必ず返すという約束で佳奈美が二人分の食券を買いに行き、恵怜菜が席を確保することとなった。


「お待たせ。今日のおすすめのＡランチにしたよ。恵怜菜さんも同じでよかった？」


「構いませんわ」


　佳奈美が二人分のトレーを机の上に置く。と、恵怜菜は興味深そうにそれを見つめた。


「これはなんですの？」


「クリームコロッケだよ。ちなみに隣となりにあるのはサーモンのフライだって」


「はぁ……。では、これは？」


「それは冷ややっこだね」


「ひややっこ……？　なんですのそれは？」


「うんと……冷やしたお豆とう腐ふ……かな？」


　佳奈美がそう答えると、恵怜菜は眉まゆをひそめた。


「……それはただの豆腐ではなくて？　手て抜ぬきですわね」


「そ、そういうお料理なんだよ～。お醬しよう油ゆをかけて食べるとおいしいんだよ」


「はぁ……。では、やってみましょうか」


　醬油のラベルが貼はってある容器を取り、冷ややっこの上にかけようとする。


「ま、待って！」


　すると、佳奈美が突とつ然ぜん大声を上げてそれを制止した。


「な、なんですの!?　もしや、わたくしまた何か失敗を……!?」


　入学式での失態を思い出し、動どう揺ようする恵怜菜。


「ち、違うの。そうじゃなくて、きちんと蓋ふたが閉まってるか確かく認にんして」


「は？　蓋？」


「うん。蓋が緩ゆるんでると、傾かたむけた拍ひよう子しに中身が全部どばーって出て真っ白なお豆腐が真っ黒になっちゃうから。おまけにお皿からも溢あふれてテーブルが大変なことになっちゃうよ」


「や、やけに実感がこもった台詞せりふですわね……？」


　まるで実体験のような具体例に首をひねりつつ、蓋を確認する。きっちり閉まっているようだった。


「問題ありませんわ。では、かけてみますわね」


「う、うん……」


「…………？」


　なぜか硬かたい声で答える佳奈美に違い和わ感を覚えながら、冷ややっこに黒い液体を垂らしていく。そして、適量をかけてから無事に容器を元の場所に戻もどした。


「これでいいんですわね？　って、どうしてそんな心底安心したかのような顔をしていますの？」


「な、なんでもないよ。それじゃ、食べてみて」


　ごまかすような作り笑顔でそう言う佳奈美。


「……まぁ、いいですわ。では……」


　その態度を不ふ審しんに思いつつも、恵怜菜は早さつ速そくスプーンで一口ぱくっと食べてみる。


　だが、次の瞬しゆん間かん。


「げほっげほっごほっ……！」


　いきなり涙なみだ目めになって激しくむせ始めた。


「え、恵怜菜さん!?」


　予想外の反応に驚おどろきつつ、佳奈美は水の入ったコップを差し出す。恵怜菜は口の中にあった豆腐を水で一気に流し込んだ。


「けほっ……な、なんですのこれ。すごく酸っぱくて喉のどにきますわ」


「ふぇぇ？　そ、そんなはず……」


　佳奈美が自分も食べてみようとすると、


「あら？　どうかしたの？」


　空いているテーブルの掃そう除じをしていたらしい食堂のおばさんが声をかけてきた。


「えっと、なんだかお醬油がおかしいみたいで……」


「んん？　どれどれ？」


　おばさんが先さき程ほどの容器に入っていた黒い液体を一口舐なめる。


「ありゃまぁ。これ、黒くろ酢ずだね」


「「黒酢!?」」


　二人の声がハモった。


「いやぁ、ごめんねぇ。ソースと醬油を間ま違ちがえちゃうことはたまにあるんだけど、なんで黒酢なんて入っちゃったんだろうねぇ。その冷ややっこも取り換かえてくるからちょっと待っててねぇ」


　おばさんはのんびりした声でそう言うと、醬油ラベルの容器（ＩＮ黒酢）と冷ややっこ（黒酢仕立て）を手に調理場へと向かっていった。


「……とんだ災難でしたわね。まったく、運がないですわ」


　恵怜菜が髪かみをかき上げながらため息交じりに言う。と、


「ご、ごめんなさい……」


　なぜか佳奈美が謝った。


「？？　なぜあなたが謝るんですの？」


「えっ？　あ、その、な、なんでだろうね……あはは……」


　後頭部を手でかきながら、またしてもごまかすように乾かわいた笑いを漏もらす佳奈美。


　明らかに怪あやしさ全開であった。


「……佳奈美さん、あなた──」


　何か隠かくしているのではないか、と恵怜菜が追つい及きゆうしようとすると、


「あ、あの！　私、用事があるから先に教室に戻るね！　食べ終わったら食器は全部あそこに返すんだよ！　それじゃあ、またあとで教室で！」


「え？　あ、ちょっと……!?」


　佳奈美はまだほとんど食べていないトレーを手に席を立つと、あっという間に食堂を出ていってしまった。


　あとにはぽかーんとした恵怜菜が一人残される。


「……一体何なんですの……？」


　クリームコロッケにフォークを刺さしながら、恵怜菜は憮ぶ然ぜんとした表情でそう呟つぶやいた。








　一方、昼休み開始後すぐに教室を出た大吾は男子トイレに入り、手鏡からミコトを呼び出していた。


「……待つのじゃ。さらりと二行で流すでない。いきなり外に出ろと言うから出てみれば、ここは廁かわやではないか！　しかも男用！　我は女なのじゃぞ!?」


「誰だれもいないんだからいいじゃねぇか」


「では、お主は誰もおらんかったら女用の廁に躊ちゆう躇ちよなく入るのじゃな!?」


「……さて、今回お前を呼び出した理由だが」


「ついに一行で流しおった!?」


　ミコトのツッコミを華か麗れいにスルーし、大吾は続ける。


「これから恵怜菜に会いに行こうと思う。今後のために、お前も一度実際に会っておいた方がいいと思ってな」


「それは構わぬが……。なぜ、お主が会いに行くのじゃ？　恵怜菜とやらと友達になるのはお主ではなく妹の方じゃぞ？」


「そんなことはわかってる。だが今後、佳奈美と恵怜菜が仲良くなるための作戦を練るには恵怜菜のことを知っておく必要がある。よく言うだろう？　将を射んと欲ほつすればまず馬を知れ、と」


「……我が言うのもあれじゃが、お主の日本語も大たい概がいじゃの……」


「何か言ったか？」


「何でもないぞい。つまり、情報収集をするわけじゃな」


「まぁな。だが、それだけじゃない」


「うむ？　他ほかにも何かあるのかの？」


　ミコトが不思議そうに尋ねると、大吾は「ああ」と神しん妙みような顔で応じた。


「俺達の目標は佳奈美に縁えんを結ばせることだ。けど……縁を結べれば誰でもいいってわけじゃない。佳奈美のことを心から大切に想おもってくれる、そういう人と縁を結んで欲しいんだ。だから……きちんと自分の目で確かめておきたい。本当に、恵怜菜が佳奈美の友達として相応ふさわしいかどうかを。もちろん、最終的には佳奈美が判断することだがな」


「……そういうことじゃったか」


　ミコトは得心したように頷うなずいた。


「まぁ、その分時間がかかってお前の妹には悪いと思うけど……そこは我が慢まんして欲しい。俺は佳奈美も、お前の妹も、二人とも絶対に不幸な目には遭あわせたくないんだ」


「気にするでない。むしろ、謝らなければならぬのは本来我の方じゃ。もし我に力が残っておれば、お礼にお主を意中の相手と結ぶ手助けくらいはできたのじゃが……」


「そんなものいらん。お断りだ」


「む。なぜじゃ？」


「もし本当に大切に想っている人がいるなら、神の力なんかで結ばれても意味はない。自分の力で振ふり向いてもらわなきゃな」


　そう言って、大吾が男子トイレの出入り口に向かう。だが、ミコトが付いて来る気配がない。不審に思って振り向くと、


「…………」


　ミコトはなぜか目を丸くしてこちらを見ていた。


「……？　何を驚いてんだ？」


　もしかして、真正面から縁結びの神様の力を否定されたから驚いたのだろうか。別に悪く言うつもりではなかったのだが。そういうことなら、誤解がないよう釈しやく明めいしておいた方がよいかもしれない。


　大吾が口を開こうとすると、


「いや、なんでもないぞい。お主、なかなかいいことを言うではないか！」


「いてっ！　ちょ、背中を叩たたくな背中を！」


　ミコトは一転して笑顔になって、嬉うれしそうに背中をバンバン叩いてきた。


　何だ？　いきなりどうしたんだ？


「では、その恵怜菜とかいう娘むすめのところに向かうとするかの！」


「お、おう……」


　急にやる気になったミコトに首をひねりつつ、大吾は男子トイレを出て一年生の教室へと向かう。一年生の教室は大吾達二年生の教室の一つ下の階なので、距きよ離りはそれほどない。さっさと階段を下り、Ｄ組を目指そうとしたところで、


「おっ……」


　二階の廊ろう下かに目立つ金きん髪ぱつの後ろ姿を見つけた。


　間違いない。恵怜菜だろう。


（さて、どう話しかけるべきか……）


　奇くしくも恵怜菜自身が入学式で言っていたが、第一印象というのは重要だ。恵怜菜とは一応面識はあるものの、まだまともな会話は交かわしていない。これが実質的なファーストコンタクトと考えていいだろう。


　なら、理想のイメージは……気さくな感じの頼たよれる先せん輩ぱい。うん、これだ。これでいこう。


　大吾はにこやかな笑えみを浮うかべながら、軽く手を上げて恵怜菜に声をかけた。


「よう、恵怜菜。元気か？」


「半径二メートル以内に近づかないで下さいませんこと？」


　振り向きざまにすさまじく冷たい目を向けられた。


　……あれ？　なんかいきなり好感度０？


「ど、どうした。なんか機き嫌げん悪いな。嫌いやなことでもあったのか？」


「ええ。たった今」


「はは。今って、今は俺が話しかけてるとこだろ？」


「その通りですが？」


　……０どころかマイナスじゃないかこれ？


「なぁ、俺お前に何かしたっけ？」


「なっ……！　わ、忘れたとは言わせませんわよ！　胸に手を当ててよく考えてごらんなさい！」


「ふむ……」


「きゃあっ!?　ど、どうしてわたくしの胸に手を伸のばしてきますの!?」


「だって、お前が胸に手を当てて考えろって言うから……」


「自分のに決まってますわ！」


「わかってるよ。冗じよう談だんだ」


「冗談では済まされませんわ！　世間ではそれをセ……セク……セキ……ハ……？」


「関せきヶが原はらのことか？」


「そう！　セキガハラとして社会問題化しているんですのよ！」


　どうやら彼女の中では俺は徳とく川がわ家いえ康やすや毛もう利り輝てる元もとになっているらしい。別に天下統一なんて目指していないのだが。


「んで、結局、俺は何をしたんだ？」


「ほ、本当にわからないんですの!?　……いいですわ。そこまでおっしゃるのなら教えて差し上げます！」


　恵怜菜はびしっと大吾に人差し指を突つきつけ、廊下中に響ひびき渡わたるような大声で叫さけんだ。





「入学式の時に誰もいない教室であなたに無理やり抱だかれたこと、わたくし忘れてはおりませんわよ!!」





　刹せつ那な、廊下にいた全すべての生徒達がぴたりと動きを止めた。そして、恵怜菜と大吾を交こう互ごに見比べる。


　ざわついていた廊下が瞬しゆん時じに静まり返った。


「なっ……ちょ、おまっ……！」


　さすがの大吾もこれには慌あわてる。


　言われてみれば確かに入学式の時にそんなこともあった。恵怜菜の発言は（一部誤解があるとはいえ）間ま違ちがいというわけではない。


　だがしかし、その言い方ではまるで……。


「皆みんな待ってくれ！　これは──」


　ひとまず廊下にいる生徒達の誤解を解こうと声を張り上げる。が、





　どたどたどた！　ぴしゃん！





　生徒達は蜘く蛛もの子を散らすように一いつ斉せいに教室に戻もどり、扉とびらを閉めてしまった。


　まだ昼休みも半ばだというのに、廊下には恵怜菜と大吾の二人だけが取り残される。


「み、皆みなさん急にどうなさいましたの……？」


「……最悪だ」


　周囲の反応に啞あ然ぜんとする恵怜菜を尻しり目めに、大吾は頭を抱かかえる。一体一年生の間でどんな噂うわさが流れてしまうのか……。想像すらしたくない。


　しかしまぁ、人ひと払ばらいができたので話しやすくはなった。ここはポジティブに考えよう。


「まぁ、なんだ。そのことは悪かったよ。謝る。だから、ちょっと話を聞いてくれないか？」


「一体なんですの……？　まぁ、聞くだけなら構いませんが」


　依い然ぜんとして警けい戒かい心は持っているようだが、とりあえず話は聞いてくれるらしい。


「実は佳奈美のことなんだけど」


「佳奈美さん？　そういえば、先輩は彼女のお兄様でしたわね。まったく、信じられませんわ。似ても似つきませんのに」


「ほっとけ。俺のことはどうでもいい」


「まったく同感ですわ」


　……なぜ俺は新入生達にあらぬ誤解をされた揚あげ句く、後こう輩はいに罵ば倒とうされなきゃならないんだろう。なんか泣きたくなってきた。


「その……なんだ。佳奈美とは最近仲良くしてるのか？」


「はぁ？　最近と言われましても、今日を含ふくめてまだ出会って二日目ですわよ？」


　恵怜菜が怪け訝げんな顔をする。


　ううむ……因いん縁ねんが生まれたと聞いたので二人の仲が急激に進展したのかと思ったのだが、どうもそういうわけではないようだ。


「じゃあさ、佳奈美と何かなかったか？　今日とかさ」


　試ためしに少し質問を変えてみる。と、


「……べ、別に、先輩に教える必要はありませんでしょう？」


　恵怜菜はあからさまに動どう揺ようしてそっぽを向いた。


　ビンゴ。やはり今日、二人の間で何かがあったことは間違いないようだ。その結果として因縁が生まれたのだろう。


　今後のために是ぜ非ひとも内容を聞き出しておきたいが、この様子では簡単には話してくれそうもない。とりあえず、機嫌を直してもらわないと。


　こういう時は褒ほめるに限る。男女問わず、褒められて悪い気がする人間はいないからだ。


「ところで恵怜菜。話は変わるが」


「こ、今度はなんですの？」


　いきなりの話題転てん換かんに戸と惑まどう恵怜菜に、大吾は甲こう子し園えんでの激げき闘とうを制した高校球児のような晴れやかな笑顔でぐっと親指を立て、


「入学式での黒の下着、ばっちり似合っていたぞ！」


　思い切り頰ほおを張り飛ばされた！


「痛ぁっ!?　い、いきなり何すんだ！」


「ここここのド変態！　デ、デリカシーの欠片かけらもない男ですわ！」


　顔を真っ赤にした恵怜菜はそう怒ど鳴なり、まるで街を破は壊かいする大怪かい獣じゆうゴ○ラのような足取りで教室へと戻っていってしまった。


　あの様子では呼び止めても無む駄だだろう。大吾は痛む頰をさすりながらその背中を見送り、やれやれとため息をつく。


「まったく、女心ってのは難しいな……」


「……お主には一生理解できぬかもしれぬな……」


　ここまで事の成り行きを見守っていたミコトが呆あきれ顔で言った。


「しかしまいったな。結局、ほとんど情報は得られずじまいだ。機嫌が悪い時に接せつ触しよくしてしまうとは運がないぜ」


「運とは関係ないと思うがの……。別の日に行っても結果は同じだと思うぞい」


「むぅ……」


　色々と納なつ得とくがいかないところはあるが、一応同じ女であるミコトが言うのだからそうなのかもしれない。だとすれば、


「なら、仕方ないな。別の方法を取ろう」


「別の方法とな？　どうするつもりじゃ？」


「それは──」


　そこで、大吾の腕うで時計がアラームを鳴らした。


「……戻ろう。まずは自分の命を優先する」


「お主、あの志保とかいう娘にびびりすぎじゃろ……」


「お前には志保の恐おそろしさがわかっていない。奴やつはその気になれば神をも殺せる！」


「それは我にとっては洒しや落れにならぬのじゃが……」


　ミコトを再び手鏡の中に封ふうじ、教室に戻る。その甲か斐いあって、予よ鈴れいの五分前には余よ裕ゆうで到とう着ちやくした。これなら志保に目を付けられることも


「ちょっと大吾」


「なんでだよ!?　ちゃんと戻ってきただろ!?」


　教室に入ってすぐに声をかけられてしまった。


「いや、そのことじゃなくて。どうしたのそれ？」


　志保が赤くなった大吾の左頰を指さす。


「あ、なんだこれのことか……。ちょっと恵怜菜に引っ叩ぱたかれただけだから気にすんな」


「いやすごい気になるんだけど!?　あんた、どうせまた失礼なことでも言ったんでしょ」


　志保がこちらにジト目を向けてくる。信用ないな俺……。


「そんなことはない。俺はただ入学式の時の下着が似合っていたと褒めただけだ！」


　思い切り頰を張り飛ばされた！


「っ……な、殴なぐったな!?　親父おやじにも殴られたこと──痛ぁっ!!　ちょ、なんで!?　なんで二発も殴られたの俺!?」


「一発目はセクハラ発言に対する罰ばつよ」


「二発目は？」


「なんとなくいらっとしたから」


「理り不ふ尽じんだ！」


　大吾は痛む頰をさすりながら抗こう議ぎしたが、当然の如ごとく無視される。


　もうやだこの幼おさな馴な染じみ……。


「うぅ……保健室で湿しつ布ぷもらってくる。あと、悪いが今日の生徒会は欠席させてもらう」


「何言ってんの。そんな程度の怪け我がで許可できるわけないでしょ」


「人を殴っておいてひどい言い草だなおい！　いや、そうじゃなくて別の用が出来たんだ」


「別の用って何よ？」


　志保が怪訝な顔をして尋たずねる。


「ちょっと買い物に行く。服とか帽ぼう子しとか買いに」


「はぁ？　急にどうしたの？　あんたファッションとか全然興味ないじゃない」


「な、何を言う。俺も健全な男子高校生だからな。目立たない服とか目立たない帽子とか興味あるに決まってるだろ」


「……なんで目立たないの限定？」


　鋭するどい指し摘てきに動揺して思わず失言をかました大吾に、志保が疑いの目を向ける。


　まずい。このパターンはいつものおしおき展開！　話を逸そらさなければ！


「べ、別に服だけじゃないぞ？　双そう眼がん鏡きようとかも買ったりするんだ」


「……目立たない服装と双眼鏡で何をするつもりなわけ？」


　話題転換失敗！


「違ちがうんだ！　別にやましいことなんて計画していないし、そのための準備をするわけでもないんだ！」


　おしおきの恐きよう怖ふに怯おびえながら必死に言い訳（自白？）をする大吾。と、


「……ねぇ、何かあったの？」


　志保が心配そうな顔してこちらの顔を覗のぞき込んできた。


「え？　い、いや……」


「最近の大吾、なんか変だよ。あたしには言えないことなの？」


　悲しみと不安が複雑に入り混じったような瞳ひとみでじっと見つめてくる。


　その視線に耐たえきれず、大吾はさっと目を逸らした。


「その……なんというか……」


　この幼馴染みを相手にいつまでも隠かくし通せる自信はない。でも、できる限り巻き込みたくはなかった。こんなファンタジーに付き合わされるのは俺一人で十分だ。


　大吾がどう答えるべきか迷っていると、先に折れたのは志保だった。


「……いいわ。あんたが言いたくないならそれで。でも、本当に一人じゃどうしようもなくなった時は、必ず相談して。そうじゃないと……許さないから」


　そう言って、ぷいっとそっぽを向いてしまう。頰が少しだけ赤く染まっていた。


　はぁ……まったくずるいよこの幼馴染みは。そんなこと言われたら、こう答えるしかないじゃないか。


「ああ、わかった。ありがとな、志保」


「別に。生徒会休んでいいの、今日だけだからね！」


　くるっとこちらに背を向けて、早足で自分の席に戻っていく志保。


「……ありがとな」


　その背中にもう一度小さく呟つぶやいてから、大吾は湿布を取りに保健室へ向かったのだった。








　それから三日後。通常授業が始まって四日目の朝。


　恵怜菜はいつも通りの時間に自宅を出て、通学鞄かばんを片手に最も寄より駅へ向かっていた。


　中学時代は車で登校していたのだが、五月治学園に通うようになってからは他の生徒から浮ういてしまわないよう、毎日徒歩と電車で通学している。


　といっても、


（もう手て遅おくれかもしれませんけども……）


　この三日間、自分に話しかけてくる生徒はほとんどいなかった。いても事務的な連れん絡らくとか挨あい拶さつがせいぜいだ。やはり入学式での一件が尾おを引いているのだろう。


「……はぁ……」


　そのことを考えると、つい暗いため息が出てしまう。


（このままでは友人の一人も作れませんわ）


　そう思ったところで、


（……いえ、一人だけ違う人がいましたわね）


　早川佳奈美。入学式で最悪な出会いをしたクラスメイトだったが、この三日間で恵怜菜とまともに会話をしてくれたのは彼女だけだった。


　慣れない生活に戸惑う恵怜菜にも色々と教えてくれる、とても親切で優やさしい子だ。


　今後とも是非仲良くしていきたい……あの非常識で恥はじ知しらずな兄を除けば、だが。


（前ぜん途と多難ですわね……）


　そんな風に恵怜菜があれこれ思い悩なやんでいると、


「────っ!?」


　背後から視線を感じ、とっさに振ふり返った。が、誰だれの姿もない。


　再び視線を前方に戻もどすが、やはり視線を感じる。


（またですの……!?）


　実はここ二日ほど、同じような視線をずっと感じていた。登校中に限らず、休み時間や放課後にも感じる時がある。まるで自分を観察しているかのような、そんな視線だ。


　初めのうちは気のせいか、あるいは目立ってしまっている自分への好こう奇きの視線かと思っていたのだが、こうまで続くととてもそうとは思えない。意図的に自分を見ている。そうとしか思えなかった。


　しかも、それほどしつこく視線を向けてくる癖くせに、こちらに対しては直接何もしてこないし、姿も決して見せない。


（もしや、これが俗ぞくに言うスモーカーというやつですの？）


　単なる嗜し好こう品ひんの愛好家と犯罪者をごちゃ混ぜにしているどうしようもない恵怜菜であった。まぁ、未成年ならどちらも法律違い反はんだが。


　最寄りの駅の改札を抜ぬけて電車に乗るが、視線は相変わらず。時折、視線を感じる方にばっと首を向けてみるのだが、やはりそれらしき人の姿はない。仮に本当に尾び行こうされているのだとすれば、恐ろしい技量である。


　なんとか不快感に耐えながら、電車を降りて学園へと向かう。が、視線はまったく変わらず、常に自分を捉とらえたままだった。


「……もう限界ですわ……！」


　そして、五月治学園までの道のり半ばにしてついに恵怜菜の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れた。


　学園へ向かう他の生徒達から離はなれ、わざといつもとは違う道を進む。気付かれないよう背後の様子をうかがうが、特に変わった様子はない。これでもまだ尻尾しつぽを出さないようだ。


　それならば！


　恵怜菜は突とつ然ぜん走り出し、角を曲がってわざと人気のない路地へと入る。そして、急にぴたりと立ち止まって振り返った。すると、


（いた……！）


　恵怜菜の曲がった角から、慌あわてて人が逃にげ出すのが目に入った。


「お待ちなさい！」


　全速力で追いかける。


　普ふ通つうなら相手に対しある程度の恐怖もあるはずなのだが、恵怜菜にはそれがまったくなかった。というか、相手は大方想像がついていた。


　相手もなかなか足が速いようだったが、恵怜菜は見失わないよう懸けん命めいについていく。そして、ついに行き止まりに追い詰つめた。


「くっ……！」


　犯人は左右をオロオロと見ながら動どう揺ようしている。やはり五月治学園の男子の制服だ。


　その後ろ姿を見ながら、恵怜菜は腕うで組ぐみをして言い放った。


「さぁ、追い詰めましたわよ先せん輩ぱい！　一体どういうつもりですの!?」


　その声に反応して犯人が振り向く。


「……あなた、誰ですの？」


　その顔を見て、恵怜菜は思わず間ま抜ぬけな声で尋ねてしまった。まったく見たこともない人だった。


「ぼ、僕は二年の高たか村むらですけど。違うんです。僕は別に……！」


　高村と名乗った男子生徒が顔を青くして早口に言い訳のようなものをまくしたてるが、よく聞き取れなかった。


「あなたがわたくしを尾行していましたの？」


「た、確かにしてましたけど、でも、僕は何も……！」


　またしても小声で何かぶつぶつ言う。しかし、恵怜菜はもう聞く気がなかった。


　万が一、人違いかもしれないと思ったのだが、どうやらそういうわけではないらしい。


　三日前にわざわざ会いに来たことからてっきり大吾が犯人だと思っていたので、なんだか拍ひよう子し抜ぬけだった。


「それで、なぜわたくしを尾行していましたの？」


「そ、それは、あの……」


　恵怜菜が厳しい口調で尋ねると、男子生徒は押し黙だまった。よく見ると、手にデジカメを持っている。


「あなた、もしかして盗とう撮さつしていましたの？」


　男子生徒の肩かたがびくりと震ふるえた。


「やはりそうでしたのね。盗撮は立派な犯罪ですわよ」


「ち、違うんです！　僕は……！」


「結構ですわ。お話は警察署でどうぞ」


　恵怜菜が携けい帯たい電話を取り出し、一一〇番しようとする。と、


「う……うわぁぁぁあああああ!!」


　顔を俯うつむけて震えていた男子生徒が、いきなり襲おそいかかってきた！


「えっ……!?」


　突然のことに動揺して、携帯電話を取り落としてしまう。今までおとなしくしていたので、いきなり暴れ出すとは想像もしていなかったのだ。


　強ごう引いんに腕うでを摑つかまれ、身動きを封ふうじられる。


「ちょ、ちょっとあなた……自分が何をしているかわかっていますの!?」


　恵怜菜がそう叫さけぶが、警察という言葉にパニックになった男子生徒の耳にはまったく届いていない。ますます腕に力を込こめ、顔を近づけてきた。


「ひっ……！」


　なんとか振りほどこうとするが、恐怖でまともに腕に力が入らない。こんな風に暴力を受けたのは生まれて初めてのことだった。


　こうなってしまっては、人気のない路地に入ったことが完全に裏目に出てしまう。助けを呼んでも誰も来ないだろう。しかし、それ以外にできることはなかった。


「だ、誰かっ……！」


　無む駄だだとわかりつつも恵怜菜が叫び声を上げようとした、その時。


「何してんだコラ」


　突とつ如じよ、何者かが男子生徒の後ろ襟えりを摑んで引きずり倒たおした。


　恐怖と圧あつ迫ぱく感から瞬しゆん時じに解放される。


「……な、何が……？」


　突然の出来事に対する驚おどろきと、助かったという安あん堵どでへなへなと座り込む恵怜菜。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」


　すると、すぐ頭上から男の声が聞こえてきた。恐おそらく、助けてくれた人だろう。


「え、ええ。助かりまし──ぬえぇぇぇええ!?」


　顔を上げてお礼を言おうとした恵怜菜の表情が、すぐにぎょっとしたものに変わる。


　恵怜菜を見下ろしているのは、黒の目だし帽ぼうに上下黒のジャージを着た、全身黒ずくめの怪あやしすぎる男だった。


「ん？　どうした？」


「どどどどうしたって……あ、あなた何者なんですの!?　この男の仲間ではなくて!?」


「うーむ……仲間といえば仲間かもしれんが……」


「やはりそうですのね！　け、警察に……！」


「まぁ待て。落ち着け。こいつと違ちがってお前を襲うつもりはない。つか、声でわかんねぇのか？　俺だよ俺」


「オレなどという知人はおりませんわ！　はっ……まさか、これが噂うわさに聞くオレオレ詐さ欺ぎというものなんですの!?　わ、わたくしは絶対に引っかかりませんわよ！」


「……一応教えておくが、オレオレ詐欺のオレは人の名前じゃないからな？　わかった。今帽子とるから」


　男が目だし帽を取る。


「あ、あなたは……！」


「怪け我がはなかったか？」


　汗あせだくになった髪かみを手ぐしで直しながら、大吾は気き遣づかうようにそう言った。


「え、ええ……」


「本当か？　痛いところとかあれば言えよ？」


「平気ですわ。それより、先輩はどうしてここに……」


「その話はあとにしようぜ。どうやら、まだ懲こりてないみたいだしな」


　大吾が振り返る。ちょうど、仰あお向むけに倒れていた男子生徒が起き上がったところだった。極度の興奮状態なのか、息が荒あらい。引くに引けなくなって我を忘れているようだ。


「せ、先輩逃げてください！　危険ですわ！」


　目的はわからないが、男子生徒の狙ねらいは間違いなく自分だろう。ならば、無関係の先輩を巻き込むわけにはいかない。そう思い、恵怜菜が大吾の背中に呼びかける。
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「いや、そうは言ってもな……」


　大吾は苦く笑しようしながら言った。


「大事な後輩の女の子がピンチなのに、見て見ぬふりをするわけにもいかないだろ」


「え……？」


　一瞬何を言われたかわからず、恵怜菜が呆ぼう然ぜんと聞き返すと、


「う……あああぁぁ……！」


　男子生徒が右手を振り上げて突つっ込んできた。


　いけない！


「先輩！」


　もう一度呼びかける。が、やはり大吾は退ひかなかった。


　姿勢を低くして、相手をギリギリまで引き付ける。そして、男子生徒が右手を振り下ろそうとしたまさにその瞬間、


「……ふっ！」


　左の掌しよう底ていを繰くり出し、相手の右肩にぶち当てた。


「────っ！」


　男子生徒が目を見張る。その動きは完全に止まっていた。


　パンチというのは単純化すると肩を支点にした回転運動だ。支点である肩の動きを止めてしまえば封ふうじられる。


「さて……悪いけど、ちょっと頭冷やしてもらおうか」


　呆然とする男子生徒の胸むな倉ぐらを摑んで、大吾は見事な一本背負いを決めた。


「ぐぇっ……」


　アスファルトの地面にしたたかに背中を打ち付けられ、男子生徒がくぐもった悲鳴を上げる。大吾はなおも警けい戒かいするような動きを見せたが、相手はそれっきり動かなくなった。どうやら気を失ったらしい。


「…………」


　助……かった……？


　未いまだ理解の追いつかない頭のまま、ほとんど放心状態で大吾を見る。


　大吾は「こんなもんだろ」と言わんばかりに肩をすくめてから倒れた男子生徒を一いち瞥べつし、ズボンのポケットから携帯電話を取り出した。


「とりあえず……通報するか」








　その後、警察に通報すると、すぐに一人の警察官がやって来て犯人を近くの交番にまで連行した。一応、事情を聞いておきたいと言われ、やむなく大吾と恵怜菜も同行する。


　そして、交番前で待つことしばし。一人の中年の警察官が交番から出てきた。


「君達わざわざすまなかったね。もう帰っていいよ」


　警察官がなぜか疲つかれ切った顔で言う。


「そうはいきませんわ。結局、あの人は何が目的でわたくしをつけ回していましたの？」


　恵怜菜が納なつ得とくいかないといった顔で尋たずねる。交番まで来たのは事情聴ちよう取しゆに協力するためというより、むしろ相手の事情を知りたいという意味合いが強かったようだ。


「あー……それなんだけどね……」


　警察官はなんともいえない微び妙みような顔でため息をつき、


「何でも彼は……金きん髪ぱつ萌もえなんだそうだ」


「「…………は？」」


　予想外の言葉に、二人とも目が点になる。


「……えっと、つまり、金髪の女の子が好きってことですか？」


「いや、髪が好きらしい。押収したデジカメにも金髪ばかり写ってたよ。髪だけ」


「「…………」」


　まったく理解不能な世界に、二人は閉口するしかなかった。


「まぁ、そういうわけだから。あとはこちらでやっておくよ」


　そう言い残して、警察官が交番の中に引き揚あげていく。


　二人は互たがいに顔を見合わせると、どちらからともなく大きなため息をついた。


「……くだらないことに時間を割さいてしまいましたわ。学園に行きましょう」


「ああ。けど、いいのか？　データが消去されたか確かく認にんしておかなくて？」


「髪だけの写真なんて悪用のしようがありませんわ。万が一悪用されても、顔も名前も覚えましたから」


「いや、そうじゃなくて。なんだ、その……あの写真がおかずにされる可能性もなきにしもあらずというか……」


「……？　写真は食べられませんわよ？」


「あー……まぁ、いいや。お前がいいならそれで。世の中には知らない方が幸せなこともある」


「？？？？？」


　大吾の言葉の意味がわからず怪け訝げんな顔で首を傾かしげる恵怜菜。その時、


「恵怜菜さん！　お兄ちゃん！」


　慌あわてた様子でこちらに走って来る五月治学園の女子生徒の姿が見えた。


「あら？」


「おお、佳奈美！　学校はどうしたんだ？」


　驚く二人の前で、佳奈美は胸に手を当てて息を整える。


「え、恵怜菜さんとお兄ちゃんが朝事件にあって警察にいるって先生に聞いて、様子を見に行かせてもらったの。恵怜菜さん大丈夫!?」


　佳奈美が心配そうな目で恵怜菜を見る。


「ええ。この通り、なんともありませんわ」


「そ、そっかぁ……。よかった」


　ほっと安堵の息をつく佳奈美。


　その様子に、恵怜菜は少しだけ申し訳なさそうな顔をした。


「随ずい分ぶん心配させてしまったようで、申し訳なかったですわ」


「ううん、全然だよ。恵怜菜さんが無事で本当によかった！」


　にこーっと無む邪じや気きな笑顔でそう言う佳奈美の頭を、恵怜菜はそっと撫なでた。えへへ、と佳奈美がくすぐったそうに笑う。


「そういえば、恵怜菜さんを助けたのお兄ちゃんなんだよね！」


「おう、まぁな」


　えっへん、とばかりに大きく胸を張る大吾。


「すごいねお兄ちゃん！」


「そうだろうそうだろう」


「お兄ちゃんかっこいい！」


「はっはっはっは！」


　キラキラとした尊敬の眼まな差ざしを向けてくる佳奈美に、大吾はますます胸を張った。


「……そういえば、先さき程ほど聞きそびれてしまいましたけれど、どうして先せん輩ぱいはあんな場所にいらっしゃったんですの？」


　そんな二人を見ていた恵怜菜がふと尋ねる。


「そりゃ、俺もこの三日間お前を尾び行こうしてたからな。今日になっていきなり同業者が現れたから、一体何だと思ってみればあんなこと……に……」


　ほとんど全すべて自白した後、ようやく自らの失言に気付いた大吾がはっとして二人を見る。


「……つまり、ここ二日間感じていた視線はやはり先輩のものだった、というわけですわね……？」


　恵怜菜が地面に落ちたセミの抜ぬけ殻がらでも見るかのような目をして言う。


「いや、その……」


「さて、交番に戻りましょうか先輩？」


「何をしに!?　いや、違うんだ。これには色々と事情が……」


「事情ならあそこにいる優やさしいおじ様が聞いてくれますわ」


「あの人警察官だから！」


　交番に強制連行しようとする恵怜菜に必死に抵てい抗こうする。


　一方の佳奈美は、


「お、お、お、お、お……」


　下を向いて小さく肩かたを震ふるわせていた、と思いきや、


「お兄ちゃんの……バカ～～～～～～～～～!!」


　いきなり大吾の背中に飛びつくようにして乗っかり、頭をぽかぽかと叩たたき始めた。


「ばかばかばかばかばかばかばかばか！　生徒会のお仕事があるって言うから一いつ緒しよに登校するの我が慢まんしてたのに、本当は恵怜菜さんのこと尾行してたなんて！　そんなに恵怜菜さんがいいんだ！　金髪だから!?　それともおっぱいが大きいから!?」


「いた、いたい、痛いって佳奈美！　一体何の話を……！」


「あ、あなた……やはりわたくしの身体からだ目当てで……!?」


　恵怜菜が自分の胸を両手で隠かくすようにする。まぁ、そうすると余計に胸が強調されるような格好になって逆効果だったが。


「違ちがう！　誤解だ！　俺はお前の身体なんかに微み塵じんも興味はない！　って痛っ!?　ちょっ、なんで蹴けった!?」


「そ、それはそれでなぜだか腹が立ちますわ！」


「理り不ふ尽じんすぎる！」


「む～～！　また恵怜菜さんと楽しそうに話してる！」


「これのどこが楽しそうだといたたやめてほんとやめてかみひっぱらないで」


　大吾は涙なみだ目めになって懇こん願がんするが、佳奈美の怒いかりはしばらく収まりそうになかった。








　その後、どうにかこうにか佳奈美を宥なだめて恵怜菜に謝罪すると、なんとか二人は矛ほこを収めてくれた。


「まぁでも、とにかく二人ともなんともなくてよかったね」


「そうですわね。心配してくれてありがとう、佳奈美さん」


「そ、そんな。お礼を言われるようなことじゃないよ！」


　恐きよう縮しゆくしたようにぶんぶんと勢い良く首を振る佳奈美。


「先輩も……まぁ、助けてくれたことには感謝しますわ」


「おうよ。存分に感謝しろ」


「ですが、もし次に尾行していたら確実に通報しますので」


「……肝きもに銘めいじます」


　恵怜菜にぶっとい釘くぎを刺さされ、大吾は殊しゆ勝しように頭を下げる他ほかなかった。


「さて、それでは学園に行きましょうか。今からならまだ午後の授業には間に合いますわ」


「うん、そうだね！」


　恵怜菜と佳奈美が並んで学園に向けて歩き出す。


　大吾はすぐに跡あとを追わず、しばらくその後ろ姿を見つめていた。


　佳奈美が恵怜菜に何か話しかけている。内容はわからないが、とても楽しそうだ。


　こんな心からの笑え顔がおを佳奈美が他人に見せている光景は、本当に久しぶりな気がする。


「……して、情報収集の方はどうなのじゃ？」


　と、これまで密ひそかに事の成り行きを静観していたミコトが初めて口を開いた。


「ああ、もう十分だ。今後は目標を恵怜菜に絞しぼって作戦を立てる」


「ふむ。しかし、よいのか？　見たところ色々と変わっておるようじゃが」


「どうでもいいさ、そんなこと」


　大吾も学園に向かって歩き出す。


「前にも言っただろ。重要なのは、佳奈美を大切にしてくれるかどうか、それだけなんだ。どんな奇き人じんだろうが変人だろうが、それさえあれば十分だ。他のことはどうでもいい」


「……そうか」


　力強くそう言い切る大吾に、ミコトは微笑ほほえんだ。


　佳奈美を見つめる視線がとても優しくて、その横顔に思わず見とれてしまいそうに……


「あ、でも男はダメだ。どんな奴やつでもダメ。俺以外は全部ダメ」


「…………」


　台無しだった。












　　第四章　お弁当と彼女の決断







　それからさらに数日が過ぎた。


　その間、大だい吾ごは新たな行動を起こすことなく事態をしばし静観していた。佳か奈な美みが恵え怜れ菜なのことをどう思っているのか確認するためである。


「それでね、今日は恵怜菜さんと部活見学をしに行ったんだ。恵怜菜さんすごいんだよ。運動もできるし手先も器用だし物知りだし、見学した部活全部で熱心に勧かん誘ゆうされてたもん」


「ほぉ……志し保ほみたいな奴だな……」


「う～ん……志保姉とどっちがすごいのかなぁ……」


　夕飯を食べながら、今日も佳奈美が楽しそうに恵怜菜のことを話している。ここ数日は恵怜菜の話題が非常に多い。二人の仲は相変わらず良好のようだった。


　中学の時は学校の話などろくにしなくなっていただけに、大吾としても嬉うれしい限りだ。


　ちなみに、早はや川かわ家の食しよく卓たくに両親はいない。


　父親は歴史研究を専門にする大学教授で、活動の拠きよ点てんが海外にあるため日本に帰って来るのは年に数日だけ。


　母親は去年まで家にいたのだが、佳奈美が高校に進学したのを契けい機きに生活能力０の父を助けるため海外へ旅立った。


　今この家にいるのは大吾と佳奈美の二人だけだ。


「他には何かあったか？」


「えっと、他には…………見学中に恵怜菜さんの頭に野球ボールとサッカーボールとバスケットボールが一回ずつ当たったくらいかな……」


「…………」


　佳奈美の雰ふん囲い気きが暗くなる。体質の問題は相変わらずのようだ。


　まぁ、ミコトの話を信じるなら、まだ縁えんを結べていないため当然のことなのだが。


　しかし、それでも恵怜菜の話題が尽つきることはない。つまり、毎日小さな不幸にあっているにもかかわらず、恵怜菜は佳奈美から離はなれていない。大吾は自身の見立てが正しかったことをいよいよ確信した。


　ならば、そろそろ頃ころ合あいだろう。二人の仲をより深めるための作戦を練らなければ。


「……とは言ったものの……」


　夕食を終え、自室のベッドに寝ね転ころがりながら大吾は頭を悩なやませる。


　これまでの佳奈美の存在を広く知らしめる作戦についてはそれほど悩むことはなかったが、今回は別だ。


　大吾は女友達がそれほど多い方ではない。そのため女の子と仲良くなる方法、まして女の子同士が仲良くなる方法など皆かい目もく見当がつかなかった。


「どうしたのじゃ？　何か悩みごとかの？」


　床ゆかでごろごろしながらマンガを読んでいたミコトが声をかけてくる。すっかり現世にも順応してしまっているようだ。


　……てか、一応ここ俺の部屋なんですけど？　なんでそんなくつろいでんの？


「いやまぁ、悩みごとっていうか……」


　ベッドから起き上がって後頭部をかきながら、大吾はミコトを見る。


　これまでの作戦も一応、ミコトと話し合って決めたものだが、どれも主体となって考えたのは大吾の方だった。ミコトはあくまで補ほ佐さにすぎない。


　しかし、今回はこちらにアイディアがない。ならば、ミコトに意見を聞いてみるのも悪くないかもしれない。一応、女の子のはずだし。


　……いやしかし、よくよく考えてみればどうなのだろう。


　自じ称しよう神様のミコトだが、仮に本当に神様だとするなら、性別など超ちよう越えつした存在となっている可能性もある。見た目は明らかに女性だが、中身もそうとは限らない。


　一応、確かく認にんしておくか。


「なぁ、ミコト。ちょっと聞きたいんだが」


「なんじゃ？　やはり悩みごとか？」


「お前って一応女だよな？」


「お主は我に喧けん嘩かを売っておるのか!?」


　なぜかいきなりキレられた。


「？　いや、念のために一応確認しただけだ」


「ね、念のため確認せねばならぬほど我は女らしくないというのか……。うぅ……これでも身体つきや容姿にはそれなりに自信があったのじゃが……」


　キレたと思ったら、今度は小声でぶつぶつと何事か呟つぶやきながら凹へこんでしまった。


　なんだかよくわからないが、忙いそがしい（自称）神様である。


「んで、ここからが本題なんだが」


「何事もなかったかのように話を進めるとは……お主も外げ道どうじゃの……」


　女としてのプライドをいたく傷つけられたミコトは涙するも、


「まぁよい。それで、本題は何なのじゃ？」


「先日言った通り、これから佳奈美と恵怜菜の縁を結ぶための具体的な行動を起こそうと思う。だが、なかなかいいアイディアが思い浮うかばないんだ。ミコトは何かないか？」


「ふむ、なるほど。そういうことじゃったか」


　ミコトはしばし黙もつ考こうし、


「難しいの……。我が人間であった頃の記き憶おくはかなり曖あい昧まいじゃし……その頃の経験があれば助言もしやすかったのじゃろうが……」


「縁結びの神様のくせにアイディアなしかよ」


　大吾が思わずジト目になる。


「悪かったの。縁結びの神といっても、あくまで我の力で縁を結ぶのを助けるだけじゃ。最終的に縁を結ぶのはその者自らの意志にかかっておる。当然、具体的な方法についても我が考えるわけでも実行するわけでもない」


「まぁ、そりゃそうか……」


　縁結びの願いをする人間は一人や二人ではなかっただろう。その全すべての人に対しミコトが付いて回っていたら身体からだがいくらあっても足りない。


「つか、お前ってもともとは人間だったの？」


「そのはず……なのじゃが、なにぶん記憶が曖昧なものでの。よく思い出せぬ」


「ふーん……まぁ、そのことは今はいいや」


　なかなか興味深い話ではあったが、そんなことより今は作戦の方が重要だ。ミコト自身のことについては今度、機会があれば聞いてみるとしよう。


「すまないの。あまり役に立てなくて」


「いや、そうでもない。お前のおかげで一ついいことを思いついた」


「む？　よい案が浮かんだのかの？」


「いや、そういうわけじゃないんだが……アイディアを出すための方法がな」


　そうだ。女友達が少なくてアイディアが浮かばないなら、女友達を作った経験を多く持つ人に助言を求めればいい。幸い、大吾はそういう人に一人心当たりがあった。


　さて、そうと決まれば。


「さっさと着き替がえて早めに寝るか」


「ま、待て！　なぜいきなり服を脱ぬぎ出すのじゃ!?　お主、やはり我を女と思っておらぬじゃろ!?」


「うーぷす。まだ風ふ呂ろに入ってなかった」


「気にすべきところはそこではないからの!?」








　そんなわけで翌日の放課後。


　掃そう除じ当番だった大吾は手早く掃除を終わらせると、教室を出て校舎の五階まで上がり、生徒会室の扉とびらを開ける。中には、予想通り目的の人物がいた。


「あら？　もう大だい丈じよう夫ぶなの変態？」


　今日も熱心に仕事をしていた志保が顔を上げる。


　生徒会長に就任したことからもわかるように、彼女は生徒からの人望は厚く、女友達も非常に多い。助言を求めるのにこれ以上の人材はいないと言っても過言ではないだろう。


「ああ、なんとかな。遅おそくなって悪かった」


「別に。悪かったと思うならこの後仕事頑がん張ばってよね変態」


「わかってるって。ただ、その前にちょっとお前に聞きたいことがあるんだけどさ」


「聞きたいこと？　一体何よ変態？」


「……いや、その前にもう一つ聞きたいことが出来た。なんか台詞せりふの語ご尾びに余計な一言が付いている気がするんだが」


「余計？　出会ったばかりのいたいけな新入生をストーカーする最低最悪の上級生を表すのにこれ以上相応ふさわしい言葉はないと思うけど」


　志保が見ただけで人を凍こおりつかせるような冷たい軽けい蔑べつの眼まな差ざしを向けてくる。


　ここ数日、何のお咎とがめもなかったので安心してしまっていたのだが、どうもどこからか志保の耳に情報が入ってしまったらしい。


「待て。どういう風に話を聞いたかわからないが、恐おそらく多分に誤解がある」


「うるさい変態。もうあんたのことなんて知らないわよ」


　目を閉じてぷいっとそっぽを向いてしまう志保。


　やばい……このままでは助言どころではない。どうにか機き嫌げんを直してもらわないと。


「なぁ、頼たのむから少し俺の話を聞いてくれ」


「ふん。そんなに話したきゃ大好きな佳奈美ちゃんにでも聞いてもらえば？」


　依い然ぜんそっぽを向いたまま冷たくそう言い放つ。


　よほど怒おこっているのだろう、そう簡単には許してくれそうもない。これほど怒っている彼女はここ最近見たことがないくらいだった。


（これは、長期戦になりそうだな……）


　そう思った矢先、


「何言ってんだ。俺はお前に話を聞いて欲しいんだよ」


「え……？」


　その一言で、なぜか志保は驚おどろいたようにこちらを見た。


　むっ……理由はよくわからないが、これは説得するチャンス到とう来らいか!?


　大吾はさらに熱心に語りかけた。


「確かに恵怜菜をつけていたのは事実だ。だが、それは決してやましい理由ではない。必要にかられてやむにやまれずやったことなんだ」


「あ、あっそう……。ま、まぁ、あたしには関係ないことだけど？」


「そんなことはない！　俺はお前にだけは勘かん違ちがいして欲しくないんだ！」


　勘違いされたままでは助言を求めることができないからな！


「……そ、そう、なんだ……」


　すると、志保は両手の人差し指を胸の前でつんつんと突つき合わせ、顔を真っ赤にしてしまった。心なしか嬉うれしそうにも見える。


「そ、そういうことなら今回は許してあげる。でも、次はないからね」


「ああ。わかってるよ」


　快く許してくれた志保に素す直なおに礼を言う。やはり機嫌は直ったようだ。理由はよくわからないが、とにかくよかったよかった。


「んで、本題に戻もどるんだけどさ」


「そういえばなんか聞きたいことがあるんだっけ？　何？」











[image: ]








「ああ。実はさ」


　大吾は一呼吸置いて、真しん剣けんな表情で尋たずねた。





「恵怜菜と仲良くなるためにはどうしたらいいと思う？」





「…………」


　瞬しゆん間かん、志保の顔から一いつ切さいの表情が消えた。


　先程よりさらに冷たい視線が大吾に突き刺ささる。眼力だけで人が殺せそうだった。


「……あ、あの……志保、さん……？」


　いきなりの変化に戸と惑まどいながら、大吾が遠えん慮りよがちに呼びかけると、


「……ね、この…コン…畜…ド変…スコ……郎」


　志保が小声で何かをぶつぶつと呟いていた。


「は？　何？」


　大吾が顔を近づけると、


「死ねこのロリコン鬼き畜ちくド変態シスコン野や郎ろう!!」


　胸むな倉ぐらを摑つかまれ、鼓こ膜まくが吹ふき飛びそうな勢いで罵ば倒とうされた！


「何があたしには勘違いされたくないよこの噓うそ吐つきそうやっていつもいつもまぎらわしいことばかり言ってどうしてあたしはいつもそれに一喜一いち憂ゆうさせられなきゃいけないわけ大体あんたは人の気持ちってものを少しは考えなさいよいつもいつもいつもいつも佳奈美ちゃんのことばかりでそれだけでも許せないのについには出会って間もない新入生にまで本当に節操がないクズ野郎ねそれだけじゃなく……」


　延々と続く罵倒（愚ぐ痴ち？）の嵐あらし。早口すぎて最後の方は何を言ってるのかさっぱりわからなかった。もっとも、


「じ、じぼ……い、いぎぎゃ……」


　首を絞しめられて窒ちつ息そく寸前の大吾には、聞く余よ裕ゆうなど初めからなかったが。


「いい気味よ！　あんたみたいな女たらしはこのまま窒息すればいいんだわ！　その方が世の中のためになるし！」


「ば、ばじをいっで……ぼればだだがなびどべればがながびょぐでぎるびょうびどおぼって……」


「……へ？」


　志保がぱっと大吾の胸倉から手を離はなす。大吾は両手を机について激しくむせた。


　ああ……知らなかった。空気ってこんなにおいしいんだ……。


「仲良くなるって……佳奈美ちゃんと恵怜菜さんがってこと？」


「あ、当たり前だろ……。他ほかに何がある？」


　どうにか呼吸を落ち着けた大吾がほとんど涙なみだ目めになって言う。


「だ、だって、あんたがきちんと言わないからあたしはてっきり……」


「てっきり？」


「その……あんたと恵怜菜さんが……」


「俺と恵怜菜が？」


「……もういい！　なんでもないわよ！」


　またしてもぷいっとそっぽを向いてしまう志保。しかし、先程とは違い頰ほおが赤く染まり、少し恥はずかしそうだった。


「…………？」


　その真意がわからず、大吾は首をひねる。佳奈美のことで頭が一いつ杯ぱいの彼の中に、恵怜菜と親密になるなどという発想は微み塵じんもなかった。


「で、佳奈美ちゃんと恵怜菜さんが仲良くなる方法だっけ？」


「おお、そうそう。何かいいアイディアないか？」


　気を取り直し、身を乗り出すようにして耳を傾かたむける。と、


「やっぱり……最初はお弁当から始めるのがいいんじゃない？」


　志保は少し思案するような仕草を見せた後にそう提案した。


「お弁当？」


「うん。友達同士でやることの定番と言えば、お昼休みに一いつ緒しよにお弁当を食べることじゃないかしら？　おかずを交こう換かんしたり、お互たがいのお弁当の感想を言い合ったりもできるし、話も自然と盛り上がるわよ」


「ふむ……なるほど」


　確かに、女の子同士でお弁当を食べるというのは昼休みによく目にする光景だ。


　地味で王道な手法だが、それだけに効果は折り紙つきと言えるだろう。


「昼休みにお弁当……よし、それでいこう！」


　そう決断し、すぐに佳奈美にメールを送る。すると、ほどなくして返信があった。


『いいアイディアだね。じゃあ、明日あしたのお昼休みに屋上で食べようよ。恵怜菜さんも誘さそっておくね。お弁当頑張って作るから、楽しみにしててね[image: ]』


「よっしゃぁぁぁああああああ!!」


　大吾は天に向かって吠ほえた。


「な、何よいきなり!?」


「ああ、すまん。つい興奮して吠えてしまった」


「あんたは狼おおかみ男おとこか……。で、何があったの？」


「いや、佳奈美がお弁当作戦を承しよう諾だくしてくれたんだ」


「そう。それはよかったわね」


　志保がそっけなく答える。


「……なんだよ。なんか冷たいな」


　大吾は少し不満そうな顔をした。


「そういうわけじゃないわよ。もちろん佳奈美ちゃんに早く友達が出来たらいいなと思うし、手伝いもする。でも、あまり周りの人間が手を出しすぎるのもよくないと思うの。だから、あたしは必要な時に手を貸すだけでそれ以上のことはしない。それだけのことよ」


「む……そうか」


　どうやら志保には志保の考えがあるらしい。


　色々と殴なぐられたり殴られたり殴られたりするけど、なんだかんだで頼たよりになる幼おさな馴な染じみである。


「じゃ、そういうわけだから、俺は明日の昼休みは仕事ができない。もし、その分の仕事があるなら明日の放課後にやるから言ってくれ」


　伝えるべきことを全すべて伝え、大吾が明日の準備ために生徒会室を出ようとする。が、


「……ちょっと待ちなさい」


　肩かたを摑まれ、引き留められてしまった。


「ん？　やっぱ仕事あるのか？」


「仕事もあるけどその前に……明日の昼休み、なんであんたがいないわけ？」


　なぜか不機嫌そうな声でそんなことを聞いてくる志保。


　……何を言ってるんだ？　質問の意味がよくわからん。


「だから、さっき言っただろ？　昼休みにお弁当を──」


「だ～か～ら～、なんで佳奈美ちゃんと恵怜菜さんがお弁当食べるのにあんたが必要なわけ!?　二人のことなんだから二人に任せておけばいいじゃない！」


「そういうわけにはいかん。なぜだかわかるだろ？」


「なんでよ？」


「俺も佳奈美のお弁当が食べたいからだ！」


「……あんたねぇ……！」


　怒いかりに声を震ふるわせる志保。


　一二〇パーセント欲望に忠実な大吾だった。


「んじゃ、そういうことで──」


　踵きびすを返し、今度こそ生徒会室を去ろうとするが、


「……待ちなさい」


　またしても引き留められてしまった。


「今度は何だよ？」


　大吾が迷めい惑わくそうな顔で振ふり向くと、


「……あたしも行く」


　志保がいきなりそんなことを言った。


「え？　お前が？」


「そうよ。何か問題ある？」


「いや……でも、お前ついさっき必要な時以外は何もしないみたいなことを……」


「い、今がその必要な時なの！　それとも何!?　あたしが行くと迷惑なわけ!?」


「そ、そんなことはないが……」


　すごい剣けん幕まくの志保に、思わずたじろいでしまう。


　一体どうしたんだ急に？


「なら、問題ないわよね。明日の昼休み、あたしも行くから」


「わ、わかったよ……二人にも伝えとく」


　志保の勢いに押されるようにして、大吾は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくした。


　まぁ、二人とは面識もあるし、特に問題ないだろう。


「ん。それじゃ、あたし今日は帰るから。残りの仕事はあんたがやっておいてね」


「おう、わかった──って!?」


　大吾が大きく目を見開く。


「ちょ、ちょっと待て！　なんでそうなる!?」


「い、いいでしょ！　この前はあんたが休んだんだから、今度はあたしが休んだって！」


「いや、それはそうだけど……なんで急に休むなんて……」


「あ、あたしも色々と忙いそがしいの。食材買ったりしなきゃいけないし……」


「……？　食材……？」


「っ……！　な、なんでもない！　とにかくそういうことだから！」


　慌あわてたように書類を片づけて、足早に生徒会室を出ていってしまう志保。


　一人取り残された大吾は、


「……うぅ……なんでこうなる……」


　情けない声でそう呟つぶやいて、がっくりとうなだれたのだった。








　そんなこんなで、いよいよ作戦当日。


　志保は生徒会室に寄ってから向かうとのことだったので、大吾は一足先に屋上へと足を運んだ。


「あ、お兄ちゃん！　こっちこっち！」


　屋上に着くと、先に来ていた佳奈美がこちらに手を振った。隣となりには恵怜菜の姿もある。


「悪い。待たせちゃったか？」


「ううん。こっちも今来たところだよ。……あれ？　志保姉は？」


　佳奈美が大吾の背後を覗のぞき込んで尋たずねた。


「志保は用があるからあとで来るらしい。先に始めてくれってさ」


「そうなんだ。それじゃあ、シートを敷しくね」


　あらかじめ用意してあったビニールシートを丁てい寧ねいに敷いていく佳奈美。


　そして、お弁当箱を置いたところで、


「あっ……そういえば、飲み物を持ってくるのを忘れちゃったよ」


　口に手を当ててそう言った。


「なら、俺が買ってこよう」


　一度シートの上に座りかけた大吾が立ち上がる。と、


「……わたくしも行きますわ」


　それまで無言だった恵怜菜が突とつ然ぜん、そう申し出た。


「え？　いや、俺一人で十分だが……」


「いえ。今日は何一つ手伝えていませんし、そのくらいのことはしないとわたくしの気が済みませんわ。さぁ、行きますわよ」


　戸と惑まどう大吾を残して、恵怜菜はさっさと歩き出してしまう。大吾は佳奈美に「ちょっと行ってくる」と一言告げて、慌てて跡あとを追った。


　校舎内に戻もどり、すぐに恵怜菜に追いつく。が、


（……むぅ……気まずい……）


　先日の尾び行こうの後、恵怜菜とはまともに会話を交かわしていないし、若じやつ干かん、避さけられているような感じもあった。志保にも怒おこられたが、やはり冷静になってみるとストーカーと間ま違ちがわれても仕方のない行こう為いだったと思う（ちなみに、間違いでもなんでもなくれっきとしたストーカーである）。


　やはりもう一度きちんと謝罪しておくべきだろうか。しかし、今いま更さらの感も少なくない。いや、でも──


「──……先せん輩ぱい？　早川先輩？」


「……え？」


　ふと気付くと、恵怜菜が階段の途と中ちゆうで振り返ってこちらを見ていた。


　色々と考えているうちに完全に上の空になっていたらしい。


「どうかなさいましたの？　ボケっとしていて普ふ段だんよりもさらにおバカに見えますわよ？」


「流れるように罵ば倒とうするんじゃない。俺はこの前の尾行の件をどう謝ったものか悩なやんでいただけだ……あ」


　つい口が滑すべってしまった。


「……ああ、そういうことでしたの」


　恵怜菜は得心したように一つ頷うなずいた。


「少し驚おどろきましたわ。先輩にも悪いと思う気持ちがありましたのね」


「……あのな、お前の中で俺はどんな評価なんだ？」


「聞かせて差し上げましょうか？」


「……いや、いいです」


　弁当の前に立ち直れなくなるのは嫌いやだし。


　大吾が渋しぶい顔で断ると、恵怜菜はそんな大吾をしばしじっと見つめ、


「……やはり、あなた方兄きよう妹だいはよくわかりませんわ」


　ふーっと長いため息をついた。


「どういう意味だ？」


「わたくし、最初の内は先輩は常識など通用しない……失礼ながら、極度の変人だと思っていましたの。まぁ、今でも変人で変態だとは思いますけれども」


「だから、流れるように罵倒するのはやめてくれ」


　恵怜菜は大吾のツッコミを見事にスルーし、


「ですが、最近少し考えが変わりました。先日の件を気にしていることからしても、先輩は一応、最低限の常識くらいは持ち合わせているご様子。だからこそ、わたくしにはわかりませんの。なぜ、非常識で悪いことだとわかっていながら行動を起こすのです？　何かそうしなければならない理由があるのではなくて？」


　まるで心の中を見み透すかすかのように、恵怜菜がすっと目を細める。


「…………」


　大吾は何も答えない。


　動どう揺ようが表情に出ないようにするのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「先輩だけではなく、佳奈美さんについてもそうですわ。親切で優やさしく、とても人当たりのいい子ですのに、どうしてわたくしにここまで構ってくれますの？」


「……迷惑なのか？」


　なんとかそれだけを聞き返す。


「そういうわけではありませんわ。ただ、気になっただけです」


　そう言うと、恵怜菜は再び前を向いて階段を下り始める。これ以上、詮せん索さくするつもりはないという意思表示だろう。


　彼女の疑問はもっともだと思う。理由のわからない厚意というのは、はっきり言って気持ち悪い。それでも詮索しないでいてくれる恵怜菜は、やはりとても器うつわが大きい人間だと思う。


　だからこそ、大吾は恵怜菜に佳奈美の友達になって欲しいのだ。








「お兄ちゃん、恵怜菜さんお帰りなさい」


　人数分の飲み物を買って二人が屋上に戻ると、佳奈美が笑え顔がおで迎むかえてくれた。


「ただいま。志保はまだ来てないのか？」


　シートに腰こしを下ろして大吾が尋ねる。


「うん。どうしよう？　待ってた方がいいかな？」


「いや、先に始めて構わないだろう。来ないなら来ないで──」


「来ないで……何かしら？」


「──オレガムカエニイケバイイコトダ」


　背後から聞こえてきたその声に、大吾は身体からだを硬こう直ちよくさせた。


「あ、志保姉。いらっしゃい」


「水みな瀬せ先輩、お久しぶりです」


　一年生二人が挨あい拶さつする。


「ごめんね二人とも。急にお邪じや魔ましちゃって」


　志保はにこやかに挨拶を返すと革かわ靴ぐつを脱ぬぎ、大吾の手を踏ふん付けてからシートに腰を下ろした。


「いってぇ!?　くそっ……お前は流れるように暴力を振るうんじゃない！」


「あらごめん。目の前にあるから踏めってことかと思って」


「俺の手は踏み絵か!?」


「そんなわけないじゃない。踏むのにまったく躊ちゆう躇ちよなんてないもの」


「踏み絵以下かよ……」


　相変わらずの扱あつかいにがっくりうなだれる大吾。と、


「あれ？　お前それ……」


　志保が大きな包みを持っていることに気が付いた。


「な、何よ？」


「いや……それ、もしかして弁当か？　お前も作って来たの？」


「ち、違うわよ！　昨日はあたしが夕飯担当だったの！」


「ああ、そういうことか……」


　志保の答えに、一人納なつ得とくしたように頷く大吾。


「……どういうこと？」


　意味が理解できない佳奈美が尋ねると、


「そういや佳奈美にも話してなかったか。実は志保は料理も上う手まいんだけど、どうも分量の調節が苦手らしくてな。夕飯を作るといつも多めに作っちまうんで、その時は弁当にして俺に分けてくれるってわけ。しかし、お前もいつになっても量の調節できないままだな。まぁ、俺としては食費が浮ういて助かるけどさ」


　大吾はそう言って楽しそうに笑った。


「……志保姉」


「……水瀬先輩」


「な、何よその目は!?　本当よ!?　本当のことだからね!?」


　下手すぎる言い訳に思わずジト目になった二人に、志保が顔を赤くして抗こう議ぎする。


　そんな三人の様子に、大吾は一人首を傾かしげた。


「そ、そんなことより！　早く食べないと、昼休みが終わっちゃうわよ！」


　志保がごまかすように大きな声で言う。


「あ、そうだね。じゃあ、食べようか」


　それを受けて、佳奈美が三段重ねの弁当箱を開いた。志保も同じように開く。


「おぉ……これは……」


「とてもおいしそうですわね……」


　それを見た二人は感かん嘆たんの声を上げた。


　佳奈美の弁当はハンバーグやオムレツ、コロッケなど洋食が中心で、見た目もカラフルで華はなやかだ。


　一方、志保の弁当は佳奈美とは対照的に焼き魚や天ぷら、煮に物ものなど和食が中心。優しい色合いと豊かな香かおりが食欲をそそる。


「どちらから食べるか迷いますわね……」


　二人の弁当を見比べて思わず唸うなってしまう恵怜菜。


　対する大吾は、


「うまい！　最高だぞ佳奈美！」


「そう？　よかった！」


　速そつ攻こうで佳奈美の方から食べ始めていた。


「……では、わたくしはこちらから」


「い、いいよ気を遣つかわなくて。好きな方から食べたら」


　志保が苦笑いを浮かべる。


「いえ、そういうわけでは。では、いただきま──」


「ほいよっと」


　が、恵怜菜が食べ始めるその前に大吾が志保の弁当に箸はしを伸のばした。里さと芋いもの煮物を器用に箸で摑つかむと、口の中に放ほうり込む。


「……どう？」


　志保が少し緊きん張ちようした声で尋たずねる。


「うまいよ。いつも通りに。本当、お前は何作ってもうまいよな」


　天ぷらにも箸を伸ばしながら、大吾は手放しで志保の料理を褒ほめた。


「そ、そっか……。よかった……」


　ほっと息をつく志保。それを見た大吾は怪け訝げんそうな顔をした。


「なんだ？　なんか不安なとこあったのか？」


「そういうわけじゃないけど……ちゃんとお弁当作ったの初めてだったから……」


「ん？　昨日の夕飯の残りだろ？」


「え？　あ、そ、そうそう！　残り！　残り物よ！」


「……そういやお前の家、昨日の夕飯は焼き魚と天ぷらと煮物全部食べたのか？　他ほかにも色々あるし、なんかやたら豪ごう勢せいだな」


「き、昨日はそういう気分だったの！」


「ふ～ん……まぁ、他人の家の夕飯に口出しする気はねぇけどさ」


　大吾はさして気にする風もなく、すぐにまた弁当をつつき始める。


「……お兄ちゃん……」


「……本当にこの先輩は……」


　ここまで来てもまだ気付かない大吾に、一年生二人は呆あきれる他なかった。


　その後は佳奈美や志保も箸を取って四人で弁当を食べる。


　そして、半分ほど減ったところで、


「佳奈美、そっちのお弁当箱取ってくれるか？」


　大吾が佳奈美のすぐ隣となりにある弁当箱を指して言った。大吾と佳奈美の間には恵怜菜が座っているので、手が届かないのだ。


「これ？」


「ああ。その中のアスパラのベーコン巻きを食べようと思って」


「そっか。じゃあ……」


　佳奈美は自分の箸でアスパラのベーコン巻きを一つ摘つまむと、


「はい、あーん」


　そう言って、大吾の口の前に差し出した。


「なぁっ──!?」


　思わず絶句する志保。その目の前で、


「あむっ」


　大吾は何の躊躇もなく差し出された箸に食いついた。


「どう？　おいしい？」


「おう！　佳奈美の料理はどれも最高だな！」


「よかった♪　じゃあもう一個。あーん」


「あーん」


　志保が射殺さんばかりの勢いで睨にらみつけているのにも気付かず、大吾はさらにもう一個食べさせてもらう。まさにバカップルという言葉がぴったりの光景だった。


「あなた方兄きよう妹だいは本当に仲がよろしいですわね……」


　恵怜菜が呆れたように苦く笑しようする。と、


「はい、恵怜菜さんも。あーん」


　佳奈美がさらにもう一つ摘み、今度は恵怜菜の方に箸を向けてきた。


「えぇっ!?　い、いえ、わたくしは……」


　恥はずかしいので遠えん慮りよしようとする恵怜菜。が、


「……恵怜菜さん、嫌いやなの……？」


　それを見た佳奈美はとてもとても悲しそうな顔をした。


「いえ、その、嫌というわけではなくてですね……」


「……（じーっ……）」


　無言で恵怜菜を見つめる佳奈美。


「ただ、その、そういうことは子供同士ですることで……」


「………（じじーっ……）」


「ですから、あの……」


「…………（じじじーっ……）」


「……頂きますわ」


　無言の見つめ攻こう撃げきに根負けし、ついに恵怜菜が折れた。


「えへへ。はい、恵怜菜さん。あーん」


「あ、あーん……」


　羞しゆう恥ちに頰ほおを染めながら食べさせてもらう。


「どうかな？」


「え、ええ。とてもおいしいですわ」


「本当？　えへへ。よかった……」


　そう言って、佳奈美が本当に嬉うれしそうな顔をする。そんな佳奈美に、恵怜菜も自然と笑顔になってしまった。


「じゃあ、今度は志保姉の番だね」


「あたしはいいわよ。そこからじゃ遠いしね」


　佳奈美の申し出を志保がやんわりと断る。


　シートには佳奈美、恵怜菜、大吾、志保の順に弧こを描えがくように座っているため、志保と佳奈美の距きよ離りは一番遠い。手を伸ばしても届くかは微び妙みようだろう。


「そ、そっか。ごめんね志保姉」


　申し訳なさそうにする佳奈美に、「気持ちだけもらっておくから」と応ずる志保。


　そこで、


「じゃあ、俺が食べさせてやろうか？」


　大吾が突とつ然ぜんそんなことを言った。


「へ……？　え……え、えええぇぇぇぇぇえええっ!?」


　まったく予想外の提案に、志保は激しく狼ろう狽ばいした。


「ななななんでそうなるのよ!?」


「いや、お前だけ仲間はずれってのも気分悪いだろ？　ほら、口開けろ」


　大吾が手近な料理を箸で一つ摘んで、志保の前に差し出す。


「で、でも……」


　逡しゆん巡じゆんしながら横目で佳奈美の様子をうかがう。予想通り、佳奈美は「むむむ……」と小さく唸りながら眉まゆ根ねを寄せていた。


　しかし、よく考えてみればさっきは佳奈美の方が食べさせてあげていたのだ。今度はこっちがいい思い……じゃなくて、食べさせてもらったとしても罰ばちは当たらないはずだ。


「何だよ？　いらないのか？」


「そうは言ってないでしょ！　……そ、それじゃあ……」


　ごくりと唾つばを飲み込み、ゆっくりと大吾の箸に口を近づける。


　そして、ぎゅっと目を閉じると、思い切り食いついた！





　──がちんっ！





「────────っっっっっ!!」


　上下の歯が衝しよう突とつする鈍にぶい痛みに、志保は口元を押さえて悶もん絶ぜつする。


「はははっ！　志保お前、今時こんなもんに引っかかるか普ふ通つう!?」


　食いつく直前になって箸を引っ込めた大吾が笑い転げた。


「お、お兄ちゃん……」


「さ、最低ですわ……」


　あまりに非道なその行いに、さすがの二人もドン引きだった。


「いや、悪い悪い。つい出来心でな。ほい、今度は絶対しないから」


　ひとしきり笑ってから、大吾がもう一度箸を差し出す。が、


「……もういいわ。こういうのって、男が女にやるものじゃないと思うし」


　志保は俯うつむいたまま首を横に振ふった。


「そうか？　まぁ、お前がそう言うならそれでもいいけど」


　そう言われ、箸を引っ込める大吾。志保は「ええ」と答えて顔を上げ、


「こういうのはやっぱり……女が男にやることだものね！」


　ぐわしっ、と大吾の顎あごを摑んで無理やり口を開かせた！


「ちょ……志保何を……おぶごほぼおふほ……！」


　志保が自分の弁当箱から次々と料理を大吾の口に放り込んでいく。


「さっきは愉ゆ快かいな悪戯いたずらをどうもありがと！　お礼にたらふく食べさせてあげる！」


「ま、待で……俺が悪がっだだがらぼんばごとばべぶびぼうごべいびょうばいんびゃいがら──……」


「あら？　遠慮することないのよ。たくさん食べて。はい、ついでにこれもどうぞ！」


「っっ──!?　じ、じほばで……いぐらばんでもべんどうばごは──ぶぐぼっ……」


　思い切り弁当箱を口の中にねじ込まれる。


　口を大開きにして天を仰あおぐ大吾は……既すでに白目を剝むいていた。


「み、水瀬先せん輩ぱい！　気持ちはわかりますがそのくらいで！　窒ちつ息そくしてしまいますわ！」


「志保姉やめて！　お兄ちゃんが死んじゃうよ！」


　怒いかりに我を忘れる志保を二人が懸けん命めいに取り押さえる。


　その後、意識を取り戻もどした大吾が土下座しながら、今後二度とこのようなことはしないと誓ちかい、なんとか志保は怒りを収めてくれた。


「まったく、心臓に悪いですわ……」


「か、軽くホラーだったもんね」


「一いつ瞬しゆんヴァルハラが見えかけたぜ……」


「ふ、ふん。あんたが悪いんだから仕方がないじゃない」


　再び四人で弁当を食べる。結構な量があったが、四人で食べると案外消化できてしまうもので、もうほとんどなくなりかけていた。


「これだけおいしい物ばかりだと、つい食べすぎてしまいますわね」


　恵怜菜が満足そうなため息をつく。


「よかった。恵怜菜さんに喜んでもらえて」


　それを見た佳奈美は頰に手を当てて喜んだ。


「恵怜菜さんさえよかったらこれからも作って誘さそうね」


「そんな……悪いですわ。作るのも大変でしょうし」


「そんなことないよ。恵怜菜さんが喜んでくれるなら、毎日だって頑がん張ばっちゃうよ」


「……っ！　そ、そう、ですの……」


　心の底から嬉しそうな笑え顔がおを向けてくる佳奈美に、恵怜菜は思わず顔を赤くしてそっぽを向いてしまった。


　そんな邪じや気きのない顔でストレートに……聞いている方が恥ずかしくなってしまう。


「あ、恵怜菜。口の横に食べ滓かすついてるぞ？」


　と、そこで大吾が恵怜菜の顔を見て言った。


「え？　どこですの？」


「ああ、いいよ。取ってやる」


　大吾が恵怜菜の口元に手を伸のばす。そして食べ滓を摘つまむと、


「むぐ……」


　ひょいっと自分の口に放ほうり込んだ。


「な……な……な……な……」


　恵怜菜がさらに顔を真っ赤にする。


「ん？　どうした？」


「どどどどうしたじゃありませんわ！　な、なぜ食べてしまいますの!?」


「なぜって……もったいないだろ？」


「で、ですが……これではまるで、こ、ここ……こい……」


　顔を茹ゆでダコのようにして何やら言い淀よどむ恵怜菜。


　わけがわからずに大吾が首を傾かしげると、


「お、お兄ちゃん！」


「だいごぉぉ……！」


　なぜか残りの二人までこっちを睨にらみつけていた。


　え？　なんで？　なんで二人とも怒おこってんの？


「……ま、まぁ……どうせ先輩のことですから他意はないのでしょうし……今回は不問に付しますわ」


「不問？　一体何のことだ……？」


　ますます怪け訝げんな顔をする大吾。が、恵怜菜の言葉を聞くと、残りの二人もこちらを睨むのを止やめてくれた。


　わからん。一体何だったんだ……。


「さて、それじゃあ片づけましょうか」


　志保の言葉を合図に、四人は一いつ斉せいに後片づけを始めた。


　もう間もなく昼休みも終わる。罵ば倒とうされたり踏ふまれたり窒息しかけたりと色々なことがあったが、お弁当作戦は大きな混乱もなく大成功に終わ──


「それにしても、お二人とも料理が上手ですのね。どちらのお弁当がおいしいか、甲こう乙おつつけ難かったですわ」


　瞬間、和なごやかだったはずの空気がびしりと音を立ててひび割れた──ような気がした。


　元げん凶きようの恵怜菜が「え？　え？」とオロオロする中、


「……あはは。そんな、私の料理が志保姉に敵かなうはずないよ」


「……そ、そんなことないわよ。毎日夕飯を作ってる佳奈美ちゃんの方が上手に決まってるじゃない」


　佳奈美と志保が互たがいに謙けん遜そんして笑い合う。


　……表面上は。


「そんなことないってば……ねぇ、お兄ちゃん」


「そんなことあるわよ……ねぇ、大吾」


　ぐるん、と二人が大吾の方を向く。


　そして、顔に不自然なほど穏おだやかな笑みを張り付けたまま、





「「どっちがおいしかった？」」





　……そんなことを聞いてきた。


「……え、いや、うん、まぁ、なんだ、えっと……」


　とりあえず曖あい昧まいな言葉を並べて間を繫つなぐ。


　な、なんだこのプレッシャーは……!?


　一見和やかそうなのに……この二人、目が全然笑っていない！


　落ち着け。落ち着くんだ早川大吾。ここは重要な運命の分かれ道ターニング・ポイントだ。


　もし、選せん択たく肢しを誤れば即死ルートバツドエンド直結！


　人生は一度きり。残念ながらやり直しはきかない。


　どっちだ……正しい選択肢はどっちなんだ……！


　ダラダラと背中に冷や汗あせを流しながら、大吾は頭をフル回転させて思案する。


　そして、ついに意を決して重い口を開いた。
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「と……」


「「と？」」


「ところで、恵怜菜は料理とかできるのか？」


「えっ!?　わ、わたくしですか!?」


　突とつ然ぜん話題を振られ、恵怜菜は動どう揺ようした声を上げた。


「そ、その、わたくしはあまり得意ではありませんが……」


「そ、そうか。な、なら、今度佳奈美に教えてもらうのもいいんじゃないか……!?」


「な、なるほど！　いい考えですわね！　お、おほほはほ……」


「だろ？　あ、あはははは……」


　険悪な雰ふん囲い気きをごまかすように乾かわいた笑い声を出す。


　すると、二人は大吾を冷たい目で見つめ、


「……意い気く地じなし」


「……ヘタレ」


　そう一言告げて、揃そろってため息をついた。同時に正体不明のプレッシャーも霧む散さんする。


　よし。なんとか即死ルートバツドエンドは回かい避ひできたらしい。やはり俺の選んだ選択肢に間ま違ちがいはなかった。


　……でも、なんでだろう。無む性しように泣きたくなってくるのは……。


「あ、そうだ。実はデザートも作って来たんだよ」


　そんな風に大吾が青い青春の痛みを嚙かみしめていると、佳奈美が鞄かばんからピンク色の可愛かわいい袋ふくろを取り出した。中に入っていたのは、


「あら、クッキーですの？　おいしそうですわね」


　一口サイズの小さなクッキーだった。袋から甘い香かおりが漂ただよってくる。


「えへへ、初めてのレシピで作ったからお口に合うかわからないけど。どうぞ」


　佳奈美が恵怜菜の前に袋を差し出す。


「では、一つ頂きますわ」


　恵怜菜は袋の中からクッキーを一枚取り出し、口に運んだ。


「どうかな？　恵怜菜さん」


「ええ。ほどよい甘さでちょうど──」


　感想を聞かれた恵怜菜が答えようとした、その瞬間。


「──っ……げほっ……！」


　突然、苦しそうに胸を押さえ、激しくせき込み始めた。


「ふぇぇ!?　ま、また……!?」


「お、おい！　どうした!?」


　慌あわてて大吾が背中をさするが、恵怜菜は依い然ぜん苦しそうにしている。


　一体何が……!?


「佳奈美。このクッキーには何が入ってるんだ？」


「え、ええと……卵とバターとグラニュー糖と薄はく力りき粉こと、あとあと……」


　どれも普ふ通つうの材料だ。それなのに一体なんで……。


「あ、あと、隠かくし味に黒くろ蜜みつを……」


「けほっ……そ、それですわ……」


　そこで、恵怜菜が初めて反応した。


「それ？」


「わ、わたくし黒蜜アレルギーですの……げほっこほっ……」


「黒蜜アレルギー!?」


　何だそれ！　そんなアレルギー聞いたこともないんだが！


　大吾は思わず愕がく然ぜんとしたが、恵怜菜は涙なみだ目めになってまだむせている。症しよう状じようはかなりひどいようだ。


「……そんな……なんで……」


　佳奈美はショックのあまり顔を青くして唇くちびるを震ふるわせている。ついさっきまでは、あんなに楽しそうにしていたのに。


　くそっ……なんでだ！　どうしてこうなってしまうんだ……！


「あ、あたし保健の先生を呼んでくる！」


　志保が保健室に向かって駆かけ出す。


　大吾は恵怜菜の背中をさすりながら、己おのれの無力さに唇を嚙みしめた。








　幸いにも、恵怜菜の発ほつ作さはほどなくして収まった。


　駆けつけてくれた保健の先生も一時的なものなので心配ないと言っていたし、恵怜菜も今は保健室のベッドで落ち着いている。とりあえず一安心だ。


　……まぁ、こちらは一安心とは到とう底てい言えないが。


「……佳奈美、そんなに落ち込むな」


　保健室の前で肩かたを落としている佳奈美に声をかける。目のまわりは真っ赤で、今にも新しい涙が目め尻じりから零こぼれてきてしまいそうだった。


「恵怜菜も心配ないって言ってただろ。そんな顔してたら、逆に恵怜菜の方が心配するぞ」


「……うん」


　ボロボロになった佳奈美が疲つかれ切った声で言う。


　そんな佳奈美を見ると、浅はかな自分への怒いかりと後こう悔かいに気が狂くるいそうになった。


　佳奈美の不幸体質はまだ改善していないんだ。なのに、俺はどうして油断していた……！


　きちんと事前にアレルギーの有う無むを確かく認にんしていれば、こんなことにはならなかったというのに……！


「……もう五時限目が始まってる。授業に戻もどろう」


　どういう言葉をかけていいのかわからず、大吾はそれだけ言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「……そうだね。もう、後悔しても仕方がないもんね」


　自分に言い聞かせるようにそう言って、佳奈美がしっかりとした足取りで歩き出す。


「その通りだ。起こってしまったことは仕方がないさ」


「……うん。大事なのはこれからどうするかだよね」


　教室に戻っていく佳奈美の背中は、どこか力強さを感じさせた。だから、大吾は安心してしまったのだ。佳奈美は必死に立ち直ろうとしているのだと、そう思ってしまった。


　本当にバカだった。どうしようもなく愚おろかだった。


　佳奈美の言葉に込められたその本当の意味に、まるで気付けなかったのだから。








　翌朝。


　すっかり元気になった恵怜菜は、教室で佳奈美が来るのを待っていた。


　優やさしい彼女のことだから、昨日の件を相当気にしているに違いない。きちんとフォローしておかなければならないだろう。そう考えていたのだ。


　しばらく自分の席から教室の出入り口を眺ながめていると、いつも通りの時間に佳奈美が教室に現れた。恵怜菜は席を立って佳奈美に近づくと、軽く手を上げる。


「ごきげんよう佳奈美さん。昨日のことだけど──」


　しかし、


「…………」


　佳奈美はまるで恵怜菜のことなど見えていないかのように横を素す通どおりし、自分の席に向かっていった。


「ちょっと、佳奈美さん？」


　まさか聞こえていないはずもない。不ふ審しんに思いつつ、恵怜菜は跡あとを追う。


「どうしましたの？　昨日のことを気にしていますの？」


　席に座った佳奈美に尋たずねるが、やはり返答はない。さすがの恵怜菜もカチンときた。


「ちょっと、聞いておりますの!?」


　語気を強くしてもう一度尋ねる。すると、そこで佳奈美はようやくこちらを見て、





「……うるさい。あっち行って」





　ひどく冷れい淡たんな声で一言、そう言った。


「…………え？」


　思わず呆ぼう然ぜんと聞き返す。


「聞こえなかったの？　あっち行ってよ」


　聞き間違いでもなく、佳奈美ははっきりと言った。


「ど、どうしましたの急に……？」


「どうもこうもないよ。私もう恵怜菜さんと遊ぶの飽あきちゃった。それだけ」


　佳奈美は心底どうでもよさそうな目で恵怜菜を見た。


「あ、飽きた……？」


「そ。せっかく色々構ってあげたのに、恵怜菜さんお金持ちのくせに何もしてくれないし。それどころかなんかこっちが悪いことしたみたいになっちゃうし。興きよう醒ざめしちゃった。もうお友達ごっこは終わりってこと」


　しっし、とばかりに手を振ふる佳奈美。


　恵怜菜はしばし呆然としていたが、やがて声を震わせて聞いた。


「では、あなたがわたくしに声をかけてきたのは……」


「うん。お金持ってそうで、あと、クラスで浮ういててかわいそうだったから。それだ──」





　──ぱあぁぁぁん！





　全すべてを言い終える前に、乾いた音が教室に響ひびき渡わたった。


「……今後、わたくしに近づいたら許しませんわ……!!」


　憎にくしみのこもった声と視線を佳奈美に浴びせ、恵怜菜が教室を出ていく。


　他の生徒達がざわめく中、佳奈美は席に座ったままじっと下を向いていた。








　それと同じ頃ころ。自分の教室にいた大吾は次の作戦について頭を悩なやませていた。


　これまでの作戦で二人は仲良くなったと思うが、縁えんを結ぶにはまだ決定的なものが足りない気がする。


　しかし、具体的にはどうすればいいのだろうか。それが思いつかない。


　大吾が自分の席でうんうん唸うなっていると、


「うおっ……!?」


　不意に胸むな元もとから振しん動どうを感じた。これは神器だろう。


　教室を出て人気のない場所まで行ってから手鏡を開く。


「ミコトか。ちょうどよかった。お前に聞きたいことが……」


「それどころではないぞい！」


　すると、鏡の中のミコトは何やら慌てた様子だった。


「どうした？　何かあったのか？」


「お主の妹と恵怜菜という娘むすめの因いん縁ねんが急激に弱くなっておる！」


「な、何だとっ!?」


　いきなりのことに、大吾は大きく目を見開いた。


「どういうことだ！」


「わからぬ。しかし、つい先さき程ほどから急激に弱くなっておる。このままでは消しよう滅めつしてしまうぞい！」


「くっ……何がどうなってる……」


　突とつ然ぜん降ってわいたような事態に戸と惑まどいつつ、大吾は原因を把は握あくするために佳奈美のいる一年生の教室へ向かう。と、その途と中ちゆうでこちらに向かって歩いて来る恵怜菜に遭そう遇ぐうした。


　ちょうどいい。こっちにも事情を聞いておこう。


「おい、恵怜菜。ちょっといいか？」


　近くに駆け寄って声をかける。が、


「もう下手な芝しば居いは結構ですわよ」


　恵怜菜は憎にく々にくしげにこちらを睨にらみつけてきた。尋じん常じようでない怒おこり方だ。


「ど、どうしたんだ急に？」


「どうした？　どうもしまわせんわ。お友達ごっこは終わりと言ったのはそちらでしょう？」


「お友達……ごっこ？」


「ええ。先程、佳奈美さんが白状しましたわよ。わたくしがお金持ちで寂さびしそうだったから、利用しようと近づいたのだと。ですが、残念でしたわね。わたくし、むやみに人に施ほどこしをしたりしませんので」


　恵怜菜の言葉に大吾は耳を疑った。


「佳奈美が……そう言ったのか？」


「そう言っているでしょう。先せん輩ぱいも、今後はわたくしに近づかないで下さいませ」


　吐はき捨てるようにそう言って、恵怜菜が去っていく。


　大吾は呼び止めるべきか一いつ瞬しゆん迷ったものの、とりあえず佳奈美にも事情を聞こうと一年生の教室に向かった。


　ほどなくして一年Ｄ組の教室に着く。中はおかしなざわめきに包まれており、他の生徒がぽつんと席に座っている佳奈美を遠巻きに眺めているような感じだった。


「佳奈美！」


　たまらず教室に入り、佳奈美の傍そばに駆け寄る。


「佳奈美、一体何があった？」


　なるべく穏おだやかな声で尋ねる。佳奈美は下を向いたまま何も答えなかった。


「恵怜菜に友達ごっこは終わりと……そう言ったのか？」


　もう一度尋ねる。すると、佳奈美はようやく小さく頷うなずいた。


「どうしてそんなことを……昨日のことなら、ちゃんと謝れば必ず許して──」


「そんなこと、わかってるもん!!」


　大声でそう叫さけんで、佳奈美は初めて顔を上げた。


　その顔は、涙なみだでぐしょぐしょだった。


「でも、でももう……私のせいで誰だれかが傷つくのは……いや、なの……」


「佳奈美……」


　あまりに悲しく、そして切実なその言葉に、大吾は何も言えなかった。


　何一つ、言葉が出てこなかった。


「────っ……！」


　佳奈美が弾はじかれたように教室を飛び出していく。


　大吾はそんな佳奈美を呼び止めることすらできなかった。


　ただ、呆然と一人佇たたずみ……無力感に打ちひしがれる。


　もう、何も考えられなかった。












　　第五章　走り続けたその先に







　あれから何があったのか、よく覚えていない。


　気が付いたら授業が終わって放課後になっていて、志し保ほに生徒会を休む旨むねを手短に告げて帰宅した。その際に志保と何か会話を交かわしたはずだが、その内容もよく思い出せない。


　そうして何もできないまま、それでも時は刻々と過ぎていき。


　いつの間にか、夜になってしまった。


「……重じゆう症しようだな」


　こんなに無気力な状態になったのは、記き憶おくする限り初めてのことだと思う。


　しかし、それでも自分はマシな方なのかもしれない。


　彼女に比べれば。


「……佳か奈な美み、簡単だけど夕飯作ったぞ。食べないか？」


　部屋の前に立って呼びかける。


　玄げん関かんに靴くつがあったので帰宅していることは間ま違ちがいないと思うのだが、いつも夕飯を作る時間になっても佳奈美は台所に姿を現さなかった。


　これまでどんなに部活で疲つかれていても家事を怠おこたったことのない彼女が、理由すら告げずに夕飯を作らない。これだけでもその心境は察するに余りある。


　再度呼びかけてみるが、やはり返事はない。大だい吾ごは一度、ドアノブに手をかけて──すぐに引っ込めた。


　部屋には鍵かぎがかからないので、入ることは可能だ。


　だが、入ってどうする？　どういう言葉をかければいい？


　慰なぐさめるのか、叱しつ咤たするのか。


　いや、そもそもそんな資格が自分にあるのか？


　わからない。何一つわからない。


　こんな状態で佳奈美に会って、お前は何をしようというんだ早はや川かわ大吾？


「……リビングのテーブルに置いてあるから、食べたくなったら食べろよ」


　結局、それだけを言い残して大吾は自室へ戻もどった。


　後ろ手に部屋の扉とびらを閉め、重い吐と息いきを漏もらす。


　何をやってるんだ俺は。こんなところでため息なんてついていても、何一つ解決しない。


　これからどうすべきかをさっさと考えるべきだ。


　そう思う一方で、これまでの経けい緯いを悔くいる自分もいる。


　これまでも佳奈美が自分の不幸体質が原因で落ち込んでしまうことは何度かあった。


　しかし、それでも彼女は立ち直ってきたのだ。


　だから、心のどこかで安心してしまっていた。


　佳奈美は強い。負けない。へこたれない。そんな風に、彼女を神格化してしまっていた。


　そんなこと、あるはずないのに。


　恐おそらく、今回の屋上での件は単なるきっかけにすぎなかったのだと思う。佳奈美は高校に入ってからの恵え怜れ菜なとの触ふれ合いの中で、いや、遡さかのぼれば中学生の時から、周囲に起こる不幸にいつも心を痛めていたのだ。その小さな痛みが積もり積もって……そして、今回のことでそれが爆ばく発はつしてしまったのだろう。


　なのに、自分はそのことに少しも気付かず、ただ、佳奈美と恵怜菜の仲を深めることばかりを考えていた。肝かん心じんの妹自身のことを何一つ見ていなかった。


　なんてバカなんだ。あまりに滑こつ稽けいすぎて笑えもしない。


　やはり無理だったのか？　俺には佳奈美の兄なんて勤まらないのか？


　怒いかりと後こう悔かいとやるせなさと、ありとあらゆる感情が渦うずを巻き、思考をごちゃごちゃにかき混ぜる。


　考えがまとまらない。いらいらする。もういっそ、何もかもぶち壊こわしてしまいたい。


　抑おさえきれない衝しよう動どうに身を任せ、大吾は拳こぶしに力を込こめるとすぐ横の壁かべに叩たたき──


「よすのじゃ」


　つける前に、ミコトに止められた。


「ここでお主が自分を傷つけてもどうにもならぬぞ。そんなことより今後のことを考えよ」


　淡たん々たんと正論を述べるミコト。


　その冷静さが今は疎うとましく、大吾は振ふり返るとミコトを睨みつけ、


「───っ……！」


　すんでのところで、怒ど声せいを飲み込んだ。


　……アホか。これ以上、恥はじをさらしてどうする。余計に虚むなしくなるだけだ。


「……まったく、お主は優やさしすぎるの……」


　そんな大吾を見て、ミコトは微び笑しようを浮うかべながらどこか悲しそうに呟つぶやいた。


「……どっちが」


　このタイミングであんな台詞せりふを言えば怒りを買うであろうことはわかっていたはずだ。それを知りながら、ミコトはわざわざ八つ当たりをされるために言ったのだろう。こちらが自傷行こう為いに走らないように。


　さすが自じ称しよう神様。大人すぎる対応だ。これが年の功というやつか。


「お主、何か失礼なことを考えておらぬか……？」


「気のせいだ。それより、佳奈美と恵怜菜の因縁はどうなってる？」


　ようやく少し冷静さを取り戻し、大吾はミコトにそう尋たずねる。


「まだ完全に消滅してはおらぬ。じゃが、弱体化は依い然ぜんとして続いておるし、このままでは消滅も時間の問題じゃろう」


「そうか……」


　そうなると、恵怜菜とのよりを戻すなら早急に手を打たねばならない。


　それが無理なら恵怜菜との縁えんは諦あきらめ、別の縁を新たに探す必要がある。


　どちらにせよ、早く動き出すにこしたことはない。明日あしたからでもすぐに行動を起こさなければ。だが、


「その前に、まずは佳奈美を立ち直らせないと……」


　何をするにしろ、それができなければ何も始まらない。そして、それが一番の難題なのだ。


「……どうするつもりじゃ？」


「……考える。なんとかするさ。絶対に」


　自分に言い聞かせるように、語気を強くして大吾が言う。ミコトは何も言わなかった。


　多分、気付いていたのだろう。それが単なる虚きよ勢せいであることに。


　ベッドに横たわり、必死に考えを巡めぐらせる。


　いくつもの案が浮かんでは消え浮かんでは消え、無限とも思えるループを繰くり返す。時間が経たつにつれて集中力が低下し、思考が麻ま痺ひし、意識が混こん濁だくし──


「んお……？」


　いつの間にか、朝になっていた。


「……結局、何も浮かばずじまいか……」


　そう毒づきながら、枕まくら元もとの携けい帯たい電話に手を伸のばす。寝ね不ぶ足そくのせいか手元がおぼつかず、苦労して携帯電話を摑つかみ、寝ぼけ眼まなこのまま時刻を確かく認にんする。そして、


「…………げ」


　思わずカエルの鳴き声みたいな声が出た。


　いつもの起き床しよう時間を三〇分以上オーバーしている。もたもたしていたら遅ち刻こくだ。


　慌あわてて制服に着き替がえると、佳奈美の部屋に向かう。どう接するべきか、未いまだに答えは出ていないが、とにもかくにもまずは学校だ。


「佳奈美、起きろ！　遅刻するぞ！」


　少し強めに扉をノックして緊きん急きゆう事態をアピールする。しかし、返事はない。


「佳奈美、開けるからな！」


　もたもた返事を待っている余よ裕ゆうはないので、大吾は一言断って扉を開ける。が、


「…………え？」


　いつも通りの佳奈美の部屋。机も、本ほん棚だなも、ぬいぐるみも、何もかもいつも通り。


　ただ、一点だけ違うところがあるとすれば、それはベッドの上。


　そこにいるはずの──すやすやとやすらかに眠ねむる佳奈美の姿が、ない。


「佳奈美……？」


　誰もいないベッドの前で、大吾は呆ぼう然ぜんとそう呟いた。








　その後、家の中をくまなく捜さがしたが、やはり佳奈美の姿はなかった。書き置きもない。


　携帯電話にも何度も連れん絡らくしてみたが、そのたびに無機質な留守電メッセージが返ってくるだけだった。


「くそっ……！」


　家を出て、学校に向かって全速力で走る。もしかすると、先に登校しただけかもしれない。そんな淡あわい期待を抱いだきながら。


　校庭を突つっ切って校舎に駆かけ込み、一年Ｄ組の教室の前に辿たどり着く。


　汗あせだくなうえ肩かたで息をしている大吾を見て周囲の一年生達がぎょっとしているのを捨て置き、教室の中を覗のぞき込む。しかし、


「……いない、か……」


　やはり、教室にもいない。


　予想していたこととはいえ、実際に確認すると大きな脱だつ力りよく感に襲おそわれる。


　一体どこに行ってしまったんだ……佳奈美……。


「……こんなところで何をしておりますの？」


　と、そこで背後から不ふ機き嫌げんそうな声が聞こえてきた。


　確認しなくてもわかる。そのくらい、もう大吾の耳にも馴な染じんだ声だ。


　大吾が振り返ると、恵怜菜は腰こしに手を当てて再度、不機嫌そうに言った。


「扉の傍そばに立っていると邪じや魔まですわ。何か用がありますの？」


「……佳奈美を見てないか？」


　無む駄だだろうと思いながらも、一応尋ねてみる。


「いえ。今日はまだ来ておりませんが？」


　恵怜菜は不思議そうな顔をして予想通りの答えを返した。


「珍めずらしいこともありますわね。お二人はいつもグルだと思っておりましたが」


　長い金きん髪ぱつをかき上げながら、恵怜菜が痛つう烈れつな嫌いや味みを飛ばしてくる。やはりまだ怒りは収まっていないようだ。


　まぁ、一日で収まるような怒りなら因いん縁ねんが弱くなったりするはずもないが。


「佳奈美が……いないんだ」


　恵怜菜が「はぁ？」と眉まゆ根ねを寄せる。


「どういうことですの？」


「わからない。朝起きたら部屋にいなくて、連絡がつかない。だから捜してる。恵怜菜、お前も手伝ってくれないか？　どこか佳奈美の行きそうな場所に心当たりがあったら──」


「お断りしますわ」


　大吾は藁わらにもすがる思いで頼たのんでみたが、恵怜菜はきっぱりと拒きよ否ひした。


「どうしてわたくしがこれ以上あなた方のお友達ごっこに付き合わなければなりませんの？　わたくしはそんなに暇ひまでは──」


「違ちがうっ！　それは……！」


　思わず叫さけびかけて、大吾は言葉を止めた。


　ここで恵怜菜に事情を説明するのは簡単だ。佳奈美の体質について話し、あれは本心ではなかったと伝えればいい。それだけのことだ。


　そうすれば、恵怜菜は協力してくれるかもしれない。これからも佳奈美の傍にいてくれるかもしれない。


　……でも、それじゃダメだ。それは単なる同情にすぎない。俺が頼み込んで友達になってもらっても仕方ないんだ。そんなものは真の友情とは呼べない。


　そして何より……佳奈美はそんな上辺だけの友情なんて望まない。絶対に。


「それは……何ですの？」


　恵怜菜が怪け訝げんそうな顔をする。


「……いや、何でもない。変なこと言って悪かったな。忘れてくれ」


　なんとか笑え顔がおを取り繕つくろってそう答えると、大吾は踵きびすを返して一年Ｄ組の教室を後にした。


「ちょ、ちょっと……」


　戸と惑まどったような恵怜菜の声を無視し、他の一年生達の奇き異いの視線を背中に感じながら廊ろう下かを進む。


　自分の教室に戻もどる気にはなれなかった。授業なんて受けても無駄だ。どうせ頭に入りはしない。そうして、何を考えるでもなく心の赴おもむくままに身を任せ、辿り着いたのは。


「……ここか」


　本校舎の五階。生徒会室だった。


　まだ副会長になって日が浅いというのに自然と足が向くとは。これも幼おさな馴な染じみの教育しつけの成果だろうか。


　……自分で言っててちょっと悲しい。


「ま、いいか……」


　人がいないという意味では好都合だ。今は一人になる時間が欲ほしい。


　大吾がドアノブに手をかけようとすると、


「ん……？」


　中からがさごそと物音が聞こえてきた。


「誰かいるのか？」


　扉とびらの向こうに呼びかける。


「えっ……？　だ、大吾!?」


　答えたのは、大吾がよく知る声だった。


「なんだ、志保か……」


　そういえば、志保は生徒会長になってから毎朝この部屋で仕事をしていると言っていた。


　佳奈美と登校するため朝の仕事は免めん除じよしてあげると言われているが、忙いそがしい時期になったら自分も手伝いに来なければいけないだろう。一応、副会長だし。


　いや、そんなことよりも今は佳奈美のことだ。一体俺はどうしたらいい？


「ちょ、ちょっと待って！　今は入ってきちゃダメ！　あと五分……いや三分でいいから……！」


　志保が何か言っているような気がしたが、完全に自分の世界に没ぼつ頭とうしていた大吾は特に気にせず生徒会室の扉を開ける。と、





　そこには驚おどろきの表情のまま固まっている──下着姿の志保がいた。





「「………………………………」」


　正面から見つめ合い、沈ちん黙もくする二人。


　いかにも優等生らしいシンプルなデザインの白の下着に、いつもは制服の下に押し留とどめられている抜ばつ群ぐんのスタイルを誇ほこる志保の身体からだが、惜おしげもなく大吾の前にさらされる。


　細くすらりと伸びた足。きゅっとくびれた腰。豊満な胸。どれをとってもほれぼれするほどの美しさだった。稀き代だいの彫ちよう刻こく師ですら、これほどの造形美を作ることは不可能かもしれない。


　なおも沈黙が続く。が、やがて停止していた志保の思考がようやく回復を始めた。


「こ、この……朝っぱらから堂々と覗きなんて……！」


　近くにあった金属製の筆箱を手にし、覗き魔まの顔面に投げつけてやろうと振ふりかぶる志保。だが、その直前になって大吾は間の抜ぬけた声で一言。


「……きれいだ」


「…………へ？」


　思わぬ言葉に、志保は筆箱を振り上げた姿勢のまま硬こう直ちよくした。


「すげー肌はだ白いな……シミ一つねぇし。何か特別な化け粧しよう品ひんとか使ってんのか？」


「え？　い、いや、特に何もしてないけど……」


　覗かれた上に謝罪するどころか質問されるという異様な状じよう況きように再び思考が停止し、つい律りち儀ぎに返答してしまう志保。


　さすがの大吾といえども普ふ段だんであれば慌てて謝罪しただろうが、思考能力がほぼ０に等しい今の状態ではそれすら不可能であった。


「…………（じー……）」


「な、何よ？」


　なおも無ぶ遠えん慮りよに見つめてくる大吾に耐たえきれなくなったように志保が言う。


　すると、大吾はまるで「今日もいい天気だね」とでも言いそうな何気ない口調で、


「お前ってさ……胸でかいよな」


「は……はぁっ!?」


　思い切りセクハラトークをかましてきた。


「いや、昔一いつ緒しよに風ふ呂ろ入った時はまっ平らだったのに……」


「い、いつの話してんのよ!?」


「いつだっけ？　でも、一〇年も前の話じゃないよな？　それがいつの間にやらそんなに立派になっちまうんだから……人体の神秘ってやつだなぁ……」


「そ、そうね……人体の神秘（？）ね……」


　志保が曖あい昧まいな感じで相あい槌づちを打つ。


　大吾はそこでようやく志保から目を逸そらすと、近くにあった座席を引き、何事もなかったように腰を下ろした。


　そのまま三〇秒が経過。大吾が出ていく気配は一いつ切さいなし。


「……さ、さ、さ……！」


　と、ここでようやく、本当にようやく普段の思考力を回復した志保は、羞しゆう恥ちと怒いかりに声を震ふるわせながら大吾に背中を向けるように大きく腰を回し、


「さっさと出てけこのセクハラド変態覗のぞき魔人がぁぁぁあああああ!!」


　トルネード投法から渾こん身しんの直球を投じ、大吾を昏こん倒とうさせたのだった。








「本当に信じらんない！　他ほかの誰だれかが見てたら警察沙ざ汰たになっててもおかしくなかったわよ!?」


「いや、本当にごめんなさい……」


　着き替がえを終えて怒り心頭の志保に、大吾は潔いさぎよく土下座して謝罪した。


　この幼馴染みの怒りに理り不ふ尽じんさを感じることも少なくないが、今回ばかりは一〇〇パーセント全面的にこちらが悪い。マジで犯罪である。


　いくら切せつ羽ぱ詰つまっていたからといって、まさか堂々覗きをしてしまうとは……自分で思っている以上に重じゆう症しようのようだ。


「でも、お前もなんで生徒会室で着替えなんか……更こう衣い室でやればいいのに……」


「そ、それはそうだけど、今日は一時限目が体育だから先に体操服に着替えておこうと思って……」


「それに、着替え中くらい鍵かぎをかけろよ……」


「い、いつもこの時間は誰も来ないの。来たとしても琴こと音ねくらいだから、別に必要ないと思って……って、なんであたしが言い訳させられてるのよ！　悪いのはあんたの方でしょうが！」


「いや、まぁそうなんだが……」


　どうもこの幼馴染みは自分の美び貌ぼうについて無関心すぎる気がする。もうちょっと警けい戒かい心を持って欲しい。


　……まぁ、守るべきはずの立場の自分が覗いてりゃ世話ないのだが。


「本当に悪かった。さすがにどうかしてたよ」


「……そうね。いくらあんたでもひどすぎるわ。何があったの？」


　……ここで「何もない」なんて言っても無む駄だだろうなぁ……。


「ああ。実はさ──」


　大吾は観念してこれまでの経けい緯いについて語った。


　昨日、佳奈美が恵怜菜を遠ざけるために冷たく接したこと。一日中部屋で落ち込んでいたこと。そして、今朝から失しつ踪そうしてしまっていること。


　全すべてを話し終えるまで、志保は一言も口を挟はさまなかった。


　ただ、黙だまって大吾の言葉一つ一つに耳を傾かたむけていた。


「──というわけなんだ。なぁ、志保。俺はどうしたらいいと思う？　佳奈美の行きそうな場所に心当たりはないし、会ってもどういう言葉をかけていいかわからないんだ。なぁ、俺はどうしたら……」


　一から全部説明したことで現状を再さい認にん識しきさせられ、肩かたのあたりがどうしようもなく重くなる。足に根でも生えたかのように、椅い子すから立ち上がることさえおっくうになる。


　もう、俺にはどうしようもない。俺はあまりに無力だ。


　昨日の教室でも、家でも、俺は佳奈美に慰なぐさめの言葉の一つすらかけてやれなかった。


　どうしようもないダメなお兄ちゃんだ。


　でも、この幼馴染みならなんとかしてくれるかもしれない。自分と違ちがって優ゆう秀しゆうで、佳奈美の姉のような立場にある志保なら、この事態を打開してくれるかもしれない。


　大吾がそんな期待を抱いだいていると、


「大吾……ちょっと顔を上げなさい」


　志保が突とつ然ぜん、そんなことを言った。


　特に何も考えず、大吾が言われた通りに顔を上げると、





　むぎ───────────────っ！





「っっっっっ──!?　い、いひゃっ、いひゃいってしひょ……！」


　思い切り頰ほおを両手で引っ張られた！


「ひゃ、ひゃめて……いひゃいひょんとにいひゃい……いひゃいから……！」


「ふん……」


　大吾が涙なみだ目めで懇こん願がんすると、志保はようやく手を離はなしてくれた。


「い、いってぇな！　何すんだこの野や郎ろう！」


「あんたがあまりにも腑ふ抜ぬけた顔してるから、直してあげようと思って」


「あんなんで直るか！」


「あ、言っておくけど不細工は直ってないわよ？」


「ほっとけ！」


　全力でツッコむ。


　せっかく人が真しん剣けんに頼たのんでるのに、何だその態度は！


「……あのね。あたし、あんたとは結構長い付き合いでしょ。だからさ、一つだけ確実に言えることがあるの」


　真剣な瞳ひとみで志保がこちらを見つめる。大吾も次の言葉に備え、表情を引き締しめて志保を見つめ返した。


「あんたはバカよ」


「泣くぞこの野郎！」


　またか！　またしても裏切られた！　俺の真剣な表情を返せ！


　大吾が泣きそうな顔でツッコむと、志保はぽりぽりと頭をかき、


「はぁ……ここまで言ってもまだわかんないわけ？」


「言っとくが不細工とバカしか言われてねぇからな!?」


　一体この二つで何をわかれというのか。わかるのはモテ要素が一つもないということくらいだろう。


　くそっ……本当に泣きたくなってきた。


「だ～か～ら～……」


　志保は仕方ないという風にため息をつきながらびしっと大吾を指さし、


「あんたが色々考えたって無駄ってこと！」


「…………え？」


　一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからず、大吾はぽかんとする。


「うまく立ち回ろうとか、全部一気に解決しようとか、そんな風に色々考えても無駄よ。あんたが考えることなんてどうせロクでもないことばっかりなんだから」


「……ひでぇなオイ……」


　散々な言われようだった。


「事実じゃない。でも、あんたにはそれを補う行動力がある。どんな壁かべにぶつかったって、何度失敗したって、それでも立ち上がって、何度でも立ち向かう。ずっとそうしてきたじゃない。行くあてがわからない？　だったら街中駆かけずり回れ！　かけるべき言葉が見つからない？　そんなもの会ってから考えろ！　こんなとこでくよくよなよなよして……あたしの知ってる早川大吾は、そんな情けない男じゃないわ！」


「……志保……」


　大吾が改めて志保を見つめる。


　すると、志保は慌あわてたように目を逸らし、


「ま、まぁ……あんたがそうやって行動して、それで問題が起きた時には……仕方ないからフォローくらいはしてあげる。あたしは生徒会長で、そんで……あんたの──幼おさな馴な染じみだからね」


　少しだけ恥はずかしそうにそう言った。


「…………はは」


　そんな志保の様子に、大吾は思わず笑ってしまった。


　まったく、この幼馴染みは言いたい放題言ってくれる。こっちはマジ泣きしそうだったってのに。


　……でも、どうしてだろう。さっきまで身体からだ中を包んでいた不可思議な重さが急に軽くなって、身体の芯しんから燃えるように激しい熱が湧わき上がって来る。


　その熱が身体中を駆け巡めぐって、狂くるおしいほどの衝しよう動どうが身体のそこかしこで暴れ回る。


　そうさ。まだ何も終わっちゃいない。まだまだここからだ。


　なぁ、そうだろ？


「……悪い。迷めい惑わくかけた。この借りはいつか必ず返す」


「あんたに作った貸しを数えてたらきりがないわよ。まぁ、期待しないで待っとく」


　肩をすくめる志保に苦く笑しようを返し、大吾は立ち上がる。


　気分は最高。視界も良好。遮さえぎるものは何もなし！


「捜さがしに行くのね？　それならあたしも……」


「いや、志保はここに残ってくれ。もしかしたら学校に来るかもしれないからな。もし佳奈美が登校したらすぐに連れん絡らくをくれ」


「……わかった」


　自分も捜しに行きたいだろうに、それを堪こらえてこちらの申し出を承しよう諾だくしてくれた志保に感謝しつつ、大吾は生徒会室の出入り口に向かう。


　そして、扉とびらの一歩手前で振ふり返り、


「……それじゃ、行ってくる」


「はい。行ってらっしゃい」


　優やさしさに溢あふれた笑顔に見送られ、大吾は今度こそ生徒会室を出た。


「……って、こら！　廊ろう下かを走るんじゃない！」


　志保の言葉を背中に浴びながら階段を駆け降り、一気に校舎から飛び出す。


　必ず見つけ出してやる。


　だから待っててくれ……佳奈美！








　教室の前方で数学教師が何かしらの説明をしながら、数式を黒板に書き込んでいる。


　机に座る生徒達の反応は様々だ。


　熱心に教師の説明に耳を傾けてノートを取る者。ひそひそと近くの生徒と談笑する者。机に突つっ伏ぷして居い眠ねむりをしている者。


　どこにでもあるような一いつ般ぱん的な授業風景。


　その光景をまるで別世界の出来事のようにぼーっと眺ながめながら、恵怜菜は今日、何度目かわからないため息を漏もらした。


　ノートは真っ白なまま。授業はまるで耳に入ってこない。集中できていないのだ。


　もう四時限目になるが、今日は一時限目からずっとこの調子である。


　ちらりと、斜ななめ後ろにある空席を見る。その席に座るはずの生徒は、今日は朝からずっと欠席したままだった。担任も理由は知らないらしい。


（……まったく。どうしてわたくしがあの子に振り回されなければなりませんの？）


　理り不ふ尽じんな話だ。ずっと自分を騙だまし続けていた人間のことなんてどうでもいいはずなのに、どうしてこんなに悩なやまされなければならないのか。


（……いえ、違いますわね）


　わかっていた。本当にどうでもいいと思っているのなら、こんなに気になるはずがない。


　今朝もそうだった。もう二度と近づくな、と言っておきながら、教室の前にいた大吾にこちらから声をかけてしまった。教室の出入り口は一つではないのだから、避さけることもできたはずなのに。


　恵怜菜は幼い頃ころから大だい富ふ豪ごうの令れい嬢じようだった。家の財産を目当てに近づいて来る人間は、一人や二人ではない。幼少時からそうした人間を数多く見てきた恵怜菜は、相手の下心を見抜くことに人一倍長たけていると自負している。


　そして、彼女から──早川佳奈美からは、そんな下心を一いつ切さい感じなかった。純じゆん粋すいに自分を慕したってくれていると……そう信じていた。


　いや、違う。多分、今も……。


「それじゃあ今日はここまで」


　数学教師の言葉を受けて、日直が号令をかける。恵怜菜は慌てて立ち上がって周囲の生徒に合わせて一礼した。いつの間にか授業が終わっていたようだ。


　あっという間に教室全体が騒さわがしくなり、それぞれがそれぞれの方法で昼食を摂とり始める。そんな中、恵怜菜だけが一人、机にぽつんと取り残されたまま。


　いつもここで声をかけてくれた友人は、今はもういない。楽しい学園生活を送るためには、新しい友人を見つけなければならない。でも、


　本当に、それでいいのだろうか？


　この心の奥底にある、もやもやとした得体のしれない違い和わ感は何なのだろう。


　今まで一度も感じたことのない得体のしれないその何かは、正体がまるでわからないのに、なんだか簡単に切って捨ててはいけないような──そんな気がした。


「……考えても仕方のないことですわね」


　そう呟つぶやき、恵怜菜は席を立って教室を出る。


　今朝大吾に会った時、彼は何かを言いかけて結局、何も言わなかった。


　あの時、彼は自分に何を伝えたかったのだろう。あるいはその先に、このもやもやを取り払はらってくれる答えがあるかもしれない。とにもかくにも、もう一度話を聞いてみよう。


　一つ階段を上がって二年Ｄ組の教室を訪おとずれる。しかし、大吾の方も朝から欠席しているとのことだった。どこにいるかわからないかと尋たずねてみたところ、生徒会長なら知っているかもしれないという。


　恵怜菜はさらに階段を二つ上がり、生徒会室を目指した。


　特別教室しかない物静かな五階の廊下を抜けて、『生徒会室』のプレートが掲かかげられた教室の前に辿たどり着く。そして、ノックをしようと右手を上げたその時、


「それで、佳奈美ちゃんはまだ見つからないの？」


　中から話し声が聞こえてきた。


「ええ。まだみたいね」


　琴音の問いに志保が頷うなずく。


「あたしからも携けい帯たいに何度かかけてみたけど全然出てくれないし……よっぽどショックだったのね。一昨日おとといの恵怜菜さんとのこと」


　志保のその言葉に恵怜菜は眉まゆをひそめた。


　ショック？　確かに原因は佳奈美の作ってきたクッキーだったが、あれは単なる事故だし、事前にアレルギーについて告げなかった自分にも非がある。


　そのくらい、佳奈美の方もわかっていると思うのだが──


「例の『周囲の人を不幸にする』体質？」


「うん。今回のことも、それが原因だと思ってるみたい」


　ノックをすることなど完全に忘れて、恵怜菜は二人の話に聞き入ってしまった。


「確か、そのせいで中学の時もあまり友達が出来なかったのよね？」


「そう……なんだけど。でもね、あたしは多分それだけが原因じゃないと思う」


「どういう意味？」


　琴音が首を傾かしげる。


「確かに、佳奈美ちゃんの周囲で不幸が起きるようになって、佳奈美ちゃんから離はなれていった人もいたわ。でも、そうじゃない人も確かにいたの。ただ……佳奈美ちゃんはそうした人達は自分から遠ざけてしまった。多分、耐たえられなかったんだと思う。自分によくしてくれる人達だからこそ、彼らが不幸な目に遭あってしまうのが」


「……辛つらいわね」


「そうね。それでも、佳奈美ちゃんはずっと明るく振る舞まってきた。そしてうちに入学して、大吾の助けもあってもう一度やってみよう、今度こそ頑がん張ばろうって気持ちになっていたんだと思う。だからこそ、今回のことはすごく堪こたえたんでしょうね……もしかしたら、心が折れちゃうくらいに」


　志保の言葉を最後に、生徒会室が重い沈ちん黙もくに包まれる。


　その一方で、


（……なんですの、それは……）


　生徒会室の前で、恵怜菜はわなわなと肩かたを震ふるわせていた。


　思い返せば、佳奈美と一いつ緒しよにいる間に不幸な目に遭ったことが何度かある気がする。しかしどれも大したものではないし、全すべて単なる偶ぐう然ぜんと思い気にも留めていなかった。


　でも、彼女にとってはそうではなかったのだろう。


　その小さな一つ一つが、彼女を傷つけていた。


　そして、そうした小さな不幸から自分を守るために。


『……うるさい。あっち行って』


　嫌きらわれると、軽けい蔑べつされるとわかっていながら。


『どうもこうもないよ。私もう恵怜菜さんと遊ぶの飽あきちゃった』


　あんな、心にもないことを言って。


『うん。お金持ってそうで、あと、クラスで浮ういててかわいそうだったから』


　もっと、自分を傷つけた。


「……許せませんわ……」


　朝からずっと感じていたもやもやはすっかり消えていた。


　かわりに、身体の奥底から煮にえ滾たぎるような強大なエネルギーが溢れ出してくる。


　その正体は恵怜菜にもすぐにわかった。


　これは怒いかりだ。


　一言も相談してくれなかった佳奈美への。


　説明する機会がありながら、結局、何も説明してくれなかった大吾への。


　そして、大切な友人が傷ついてボロボロになっていくのに何一つ気付かなかった──自分自身への。


　これほどの怒りを感じたのは、これまでの人生で初めてのことだった。


　このまま何も聞かなかったことにしておくなんて、できるはずがない。


　たとえそれが佳奈美の望みであったとしても、断固としてお断りだ。


　直接会ってひとこと言ってやらねば、気が済まないではないか！


　恵怜菜はドアノブに手をかけると、ノックもせずに一気に生徒会室の扉を開いた。


「え、恵怜菜さん……!?」


　突とつ然ぜん入ってきた恵怜菜に慌あわてふためき、机き上じようの書類をばさばさと床ゆかに撒まき散らす志保。


　琴音は額に手を当ててため息をつくと、散らばった書類を集め始めた。


「い、いつからいたの？　というか、もしかして話を聞いて──」


「そのお話は後ほど。それよりも」


　問答無用で志保の質問を切り捨てると、恵怜菜は携けい帯たい電話を取り出し、


「申し訳ありませんが、早川先せん輩ぱいの連れん絡らく先さきを教えていただけませんこと？」








　昼時を過ぎて、一時はサラリーマンやＯＬで賑にぎわっていた街も少しずつ平へい穏おんに戻もどりつつある。もともと都心から少し外れたところなので人通りはそれほど多くはないが、それでもランチタイムにはそれなりに混雑するものだということを初めて知った。


　まぁ、それもそうだろう。自分は本来、この時間にこんな場所にいてはいけないはずなのだから。


「……何やってるんだろう……私……」


　歩道橋の上から眼下を流れる自動車や自転車を眺めながら、佳奈美は呆ほうけたような呟きを漏らした。


　携帯電話は今朝からずっと鳴りっぱなし。志保から数件、大吾に至っては二〇件以上も着信が入っている。


　当たり前だ。勝手にいなくなって、二人とも心配してるに決まってる。


　でも、


（どんな顔したらいいんだろう……？）


　学校に行っても、どんな顔で恵怜菜と会えばいいのかわからない。


　それに、大吾とも顔を合わせづらい。あんなに一生懸けん命めい頑張ってくれていたのに、それを自分は……。


「……けど、こうしてても何も解決しないよね」


　いくら目の前のことから逃にげ出してみたって、何かが変わるわけじゃない。それどころか余計に心配をかけるだけだ。


「……うん！　戻ろう！」


　ふんぎりをつけるようにはっきりと声に出し、学校に戻ろうと振ふり返る。と、


「…………ふぇ？」


　なぜか、道行く人が皆みな立ち止まってこちらを見ていた。


　こちらの姿をじっと見つめたり、何かを思い出すように目を細めたり、携帯電話の画面と交こう互ごに見比べている人もいる。


　なんだろう。確かにこの時間に制服姿の学生が街にいるのは珍めずらしいと思うが、ついさっきまではここまでじろじろと見られることはなかったのに。


　佳奈美が不思議に思っていると、


「あのー……」


　近くにいたサラリーマン風の男が声をかけてきた。


「もしかして、早川佳奈美さん？」


「え？　そ、そうですけど……？」


　見知らぬ人にいきなり名前を言い当てられたことに驚おどろきながら佳奈美が答える。


　一いつ瞬しゆんの沈黙。そして、





「いたぞー！」





　誰だれかがそう叫さけんだ。その瞬間、


「ふ、ふえぇぇぇぇ!?」


　周囲にいた見知らぬ人達が、一いつ斉せいにこちらに迫せまって来た！


「ななななな何っ!?」


　わけがわからないまま、とりあえず条件反射で逃げる佳奈美。


　歩道橋を下りてスーパーの角を曲がり、五分ほど全力疾しつ走そうしてから背後を確かく認にんする。が、


「な、なんで～～～～!?」


　追手は減るどころか、二倍以上に膨ふくれ上がっていた。今この時も続々と新たな追手が加わり、職業も性別も無関係の人波が佳奈美の背後から押し寄せる。


「一体何がどうなってるの～～～!?」


　動機も目的も不明な追手に恐きよう怖ふし半ベソをかきながら、佳奈美はひたすら逃げ続けた。








　一方その頃ころ。


　佳奈美を捜さがすために学校を出た大吾は、文字通り街中を駆かけずり回っていた。


　しかし、未いまだに佳奈美を見つけることはできていない。都心から少し離れているとはいえそれなりに人はいるし、狭せまい街でもない。その中から一人の人間を捜し出すのは容易ではなかった。


「ミコト。何か感じるか？」


「うーむ……恐おそらくあちらの方じゃろう。多分、きっと、大体……」


「さっきからそんなんばっかじゃねぇか！　本当に合ってるんだろうな!?」


　何か捜す手て掛がかりはないかとミコトを呼び出して聞いたところ、もしかしたら佳奈美の通った跡あとを追えるかもしれないと言うので指示に従ってみてはいるのだが、先さき程ほどからずっとこの調子だ。どうにも信しん憑ぴよう性せいに欠ける。


「し、仕方がなかろう！　我はお主の妹に憑ついておる我の妹の運気の残ざん滓しを追っておるだけじゃが、あまりにわずかすぎて感じ取るのも難しいのじゃ」


「しっかりしてくれよ！　自分の妹のことだろ!?」


「何を言うか！　お主とて、自分の妹の居場所がさっぱりわからんのじゃろうが！」


　……言われてみれば。


「……はは、そうだよな。お互たがい妹には苦労させられる」


「そうじゃな。しかし、それでも放ほうってはおけぬ。まったく難なん儀ぎな性しよう分ぶんじゃ」


「兄も姉もそこは同じか」


　なんとなく可お笑かしくなって、二人は自然と笑えみを交かわした。


「さて、そんじゃ行きますか」


「うむ。じゃが、もう少し休きゆう憩けいした方がよいのではないか？　朝から走りっぱなしであろう？」


「いや、いい。佳奈美が見つかるまではどうせ落ち着いて休憩なんてできないからな」


「……まったく、お主は妹のことになるとどうしようもないの」


「その点はお互い様だと思うがな」


　呆あきれながらもどこか嬉うれしそうなミコトに、大吾は八や重え歯ばを覗のぞかせて余よ裕ゆうをアピールする。


　もちろん実際には余裕なんてないのだが、もう下は向かないと決めた。


　佳奈美が見つかるまでは、この足を止めるつもりはない。


　……まぁ、それはそれとして。


「のう。ところで、もう一つ言っておきたいことがあるのじゃが」


「ああ。わかってる」


　ミコトが周囲をきょろきょろと見回している。言いたいことはすぐにわかった。


　なんだか、つい先程から街の様子が変なのだ。


　道行く人が妙みようにそわそわきょろきょろしていて、まるで自分と同じように人捜しでもしているみたいだ。


　それも一人や二人じゃない。中には携帯電話で何かの場所を伝え合っているような人もいる。


　どうもこの街に何かが起きていることは間ま違ちがいなさそうなのだが……。


「確かに気になるが、今は佳奈美が優先だ」


「ふむ、それもそうじゃの。余計なことを言ってすまなかった」


　気にするな、と言って大吾が再び走り出そうとする。と、


「むっ……」


　ポケットに入れてあった携帯電話が振しん動どうした。志保からの着信だ。


「佳奈美が来たか!?」


　通話ボタンを押すや否いなや、開口一番にそう尋たずねる。


『来てないけど、それどころじゃないわよ！』


　すると、電話口から悲鳴のような志保の声が聞こえてきた。何やら切せつ迫ぱくしている様子だ。


「それどころじゃないって……佳奈美がいなくなってるってのに……」


『それと関係することなの！　ちょっとテレビ見て！』


「はぁ？　今はテレビなんてどうでも──」


『いいから見なさい！』


　有う無むを言わさぬ志保の口調。


「……何なんだよ……」


　釈しやく然ぜんとしないものを感じつつも、大吾は近くにあった家電量りよう販はん店てんに入りテレビの売り場まで移動する。画面にはお昼のバラエティ番組が映し出されていた。出演者達が和なごやかに談だん笑しようしていて、特別おかしなところはない。


「何だよ、別に何も──」


　大吾が電話口で志保に文句を言おうとした、その瞬間。


「あ、それではここで先程から流れている臨時ニュースをもう一度お伝えします」


　画面の中のリポーターがいきなりクリップを取り出し、言った。


「本日、調ちよう布ふ市富ふ士じ見み町にあります私立五月さつき治じ学がく園えんに通う一年生、早川佳奈美さんに懸けん賞しよう金一〇〇〇万円が懸かけられました。捕つかまえた方はすぐにこちらの番号までご連れん絡らくください」


　リポーターがクリップの下に書かれている番号を指さす。その上にはデカデカと掲けい載さいされた佳奈美の写真と共に『ＷＡＮＴＥＤ』の文字が。


「………………………………………は？」


　目が点になった。


　……え？　何これ？　どういうこと？


「お、おい、何だこれ……？」


『こっちが聞きたいわよ！　さっきから五分ごとにずっとこのニュースが流れてるの！』


　……いやいや、そんなバカな。そう思って他のテレビも見てみるが、どのチャンネルでも同じ臨時ニュースを流していた。


「んなアホな……」


　思わず携けい帯たい電話を取り落としそうになり、慌あわてて持ち直す。


　未だに信じられないが、目の前で起きている以上、現実として受け止めねばなるまい。


　……いや待て。ということは、さっき街の様子がおかしかったのは、


「皆みんな佳奈美を捜してるってことか!?」


　真まことに信じ難がたい話だが、そう考えると一応、辻つじ褄つまは合う。


　しかし、一体何だってこんなことに……？


「おい志保。お前何か知らないか？」


『わ、わかんないわよ。でも、さっき恵怜菜さんが生徒会室に来て、それで──えっ？　何琴音？』


　一度携帯電話から顔を離はなしたのか、志保の声が遠くなる。


「お、おい志保？　恵怜菜がどうした？」


『は？　う、噓うそでしょ!?　信じらんない！　ああもう！　琴音、一いつ緒しよに来て！』


　電話の向こうで慌てて書類や道具を片づけているような音がする。そして、


『ごめん！　緊きん急きゆう事態だから切る！　またあとで連絡するから！』


「えっ、ちょ、おい！　待てって志──」


　慌てて呼び止めるが、電話は一方的に切られてしまった。


「……くそっ……わけがわからん……」


　このままここにいても仕方がないので、とりあえず家電量販店を出る。と、


「またかっ」


　再び携帯電話が振動した。今度は知らない番号だ。


　……まぁ、なんとなく相手は予想がついたが。


「もしもし？」


『ごきげんよう。これが早川先せん輩ぱいの番号で間違いありませんの？』


　相手はやはり恵怜菜だった。


「いや、俺の番号で合ってるけど。それよりどういうことだ!?」


『ああ。この番号は水みな瀬せ先輩から教えて頂きましたの。別にやましい方法で入手したわけではありませんからご安心を』


「んなこと聞いてねぇよ！　そんなことより、この騒さわぎはお前の仕し業わざか!?」


『この騒ぎと言いますと？』


「だから、懸賞金がどうのってやつだよ」


『ああ、そのことですの。ええ、わたくしが懸けましたわ』


　恵怜菜はこともなげに言った。


『わたくしが動かせる人はあまり多くありませんの。ですからその方々には街の周囲に非常線を張ってもらい、捜そう索さくについては懸賞金を懸けて街の人にお願いすることに致いたしました。捜索隊を大勢雇やとうより安上がりですわ』


「非常線!?　そこまでするか普ふ通つう!?　次はレインボーブリッジでも封ふう鎖さする気か！」


『？　なぜここでレインボーブリッジが出てきますの？』


「いやそれはだな……って、んなこたぁどうでもいいんだよ！」


　どうにも話が逸それてきたので、大吾は話を元に戻もどす。


「なんで勝手に佳奈美に懸賞金なんてかけるんだ！　しかも『ＷＡＮＴＥＤ』ってなんだよ！　あれじゃまるで賞金首じゃねぇか！」


『そうなんですの？　まぁ、似たようなものでしょう？』


「全然違う！」


　俺の妹は海○王でも麦○ら○一味でもねぇ！


『いちいち細かいですわね。一緒に捜さがしてくれと頼たのんで来たのはそちらでしょう？』


「そ、それはそうだが……てか、お前は今どこにいるんだ？」


『上ですわ』


　大吾が「上？」と上空を見上げると、


『ここですわ！』


　上空に浮うかんでいるヘリコプターから半ば身を乗り出すようにしてこちらに手を振ふる恵怜菜の姿があった。


「なんでヘリに乗ってんの!?」


『何を言っておりますの。ヘリコプターは捜索活動の基本ですわ』


　確かに、テレビの中ちゆう継けいなどで捜索活動にヘリコプターを利用しているのはよく見る。


　しかし、あれは雪山や災害現場など場所が危険で、かつ広こう範はん囲いに亘わたって捜索しなければならない場合に有効なのであって、こんな人の多い街中で一人の人間を捜す場合には小回りが利きかずかえって非効率だ。


　まぁ、そのことをわざわざ説明する気にはならなかったが。


『それより、早川先輩は妹さんを見つけられましたの？』


　恵怜菜が痛いところをついて来る。


「……まだだ」


『あら。それならばわたくしが有益な情報を差し上げましょうか？』


「有益な情報？」


『ええ。わたくしが懸賞金を懸けてから、目もく撃げき情報が次々とネット上に書き込まれていますわ。最新のものは……約二分前に三丁目辺りのコンビニの前を通過したとの情報が複数ありますわね』


「三丁目だな!?　よっしゃ。情報には感謝だ！」


　ようやく具体的な手て掛がかりが摑つかめた。これはありがたい！


『では、どちらが先に捕まえるか勝負ですわね』


　と、そこで恵怜菜が含ふくみ笑いをしながらそんなことを言った。


「は？　勝負？」


『そうですわ。お兄様より早く見つければ、わたくしの株も一気に上がるというもの。ふふふ……燃えてきましたわ!!』


「お、おい、恵怜菜……？」


　なんだかおかしな方向に情熱を燃やし始めてしまった恵怜菜に戸と惑まどう大吾。


『では、わたくしは早さつ速そく捜索に向かいますわ。それでは！』


　そんな大吾を無視し、またしても一方的に電話が切られる。と同時に、ヘリコプターはあっという間に飛び去っていった。どうもあのお嬢じよう様さまを本気にさせてしまったらしい。


「……今後は二度と本気にさせないようにしよう」


　あまりに桁けた違ちがいのスケールを見せつけられ、大吾は背中を震ふるわせて戦せん慄りつした。


　……それにしても、俺の周りには電話を切る前に挨あい拶さつのできる奴やつはいないのか？


「まぁいい。そんなことより佳奈美を追わねば」


　もたもたしていたらせっかくの目撃情報が無む駄だになる。大吾は携帯電話のＧＰＳで三丁目の方角を確かく認にんするとそちらに足を向け、


（……そういや、この方向は……）


　先さき程ほど、ミコトが指し示していた方向と同じだ。


　これは単なる偶ぐう然ぜんなのか……？


「何をしておる。早く向かうのじゃ」


「お、おう！」


　ミコトに急せかされ、大吾は慌てて走り出す。


　この自じ称しよう神様、意外にあなどれないかもしれない。








　苦しい。


　息が上がって、両膝ひざががくがく笑っている。視界がかすんで、今どこをどう走っているのかもわからない。


　それでも、追つい跡せきの手が止やむことはなかった。撒まいても撒いても新しい人が加わって、追手の数は一向に減らない。いくら水泳部で鍛きたえた身でも、さすがに限界が近かった。


「はぁっ……はぁっ……はぁっ……！」


　なぜ自分は逃にげているのだろう。そもそも、なんで見知らぬ人が追いかけてくるのか。


　わからない。全然わからない。


　でも……。


（もしかしたら、罰ばつなのかな……？）


　必死に足を動かしながら、ぼんやりとそんなことを思う。


　目の前の辛つらさから逃げ出して、大吾や志保に心配をかけた。その罰を今、自分は受けているのかもしれない。


「あっ……」


　不意に、佳奈美の足が止まる。


　行き止まりだった。


　いや、正確には目の前に大きな段差が現れただけで、先に進めないことはない。しかし、段差は三メートルを超こえるほど高く、飛び降りるのは不可能ではないにしても、かなりの勇気がいる。満身創そう痍いの今の状態でここから飛び降りるのはかなり難しい。


　そんなことを考えているうちに、佳奈美は追手に囲まれてしまった。


　ちょうど、崖がけに追い詰つめられたような格好だ。まさに袋ふくろのネズミである。


　目を異様にギラギラさせた追手達がじりじりとにじり寄って来る。佳奈美は恐きよう怖ふのあまり顔をひきつらせた。お金の力とは真に恐おそろしい。


（わ、私どうなっちゃうのかな……？）


　疲ひ労ろう困こん憊ぱいでもはや抵てい抗こうする気力すら失い、今にも膝から崩くずれ落ちそうになる。


　もうどうしようもない。これ以上は何もできない。


　これが罰だというなら、甘んじて受けるしかないのかもしれない。


　……でも。


　……それでも。


　佳奈美はきゅっと両目を閉じて、最後の気力を振り絞しぼって叫さけんだ。


「お兄ちゃん、助けてぇぇぇぇええええええ!!」


　と、


「佳奈美ィィィィイイイイイ!!」


　はっとして両目を見開く。


　にじり寄って来ていた追手達が、一いつ斉せいに後ろを振り返っている。


　その視線の先に──大吾がいた。








　やっと見つけた！


　金に目のくらんだ追手達に囲まれ、今にも捕つかまりそうになっている佳奈美の姿が十数メートル先に目視できる。


　あいつらを全員ぶちのめし、佳奈美を救出する。普ふ段だんなら何の迷いもなくそうするのだが……。


（出来るのか……今の俺に……？）


　正直言って、大吾の疲労も既すでにピークだった。


　朝から今まで走り続けて、足はまさに棒のようだ。あの集団を搔かき分けるには、ふんばる力が足りないように思う。


　しかし、それ以外に方法はない。足りない分は気合いと根こん性じようでカバーするしかない。


　接せつ触しよくまで残り数メートル。衝しよう撃げきに備えて大吾が身を低くしようとした、その時。


「ぬえっ……!?」


　一番手前側にいた男が、見えない何かに押し潰つぶされたかのように頭を下げた。背中がちょうどいい位置にある。


（ミコト……サンキュー！）


　大吾は瞬しゆん時じに方針を転てん換かんすると、地面を右足で強く蹴けり跳ちよう躍やく。


　左足で男の背中に着地すると、さらにその前にいた奴の肩かたに右足を載のせ、


「ど……りゃあっ！」


　二度目の跳躍。追手達の群れを一気に飛び越こえ、佳奈美の目の前に着地した。


「佳奈美、逃げるぞ！」


「ふぇ……お、お兄ちゃ……！」


　佳奈美の膝の裏側に腕うでを差し入れ、有う無むを言わさず持ち上げる。


　いわゆるお姫ひめ様さま抱だっこだ。


「しっかり摑まってろよ！」


　啞あ然ぜんとする追手達を尻しり目めに、大吾は三度目の跳躍。一いつ片ぺんの躊ちゆう躇ちよもなく段差を飛び降りる。


「くぅ────っ……」


　着地の瞬間に、両足に鋭するどい痛みと痺しびれが走った。


　普段の大吾であれば、思わず前に倒たおれ込んでしまったかもしれない。


　だが、大だい丈じよう夫ぶだ。佳奈美が腕の中にいる以上、そんなことはあり得ない！


「怪け我がはないか？　佳奈美」


「う、うん。私は平気……お兄ちゃんこそ……」


「このくらい屁へでもないさ。さて、あいつらから逃げ切るぞ！」


　佳奈美を抱かかえたまま、大吾は再び走り出そうとする。と、


「待てやゴラァ！」


　大おお柄がらな男が一人、段差を飛び降りてこちらに迫せまって来た。佳奈美を取り囲んでいた追手の一人だろう。


「あとから来ておいてしゃしゃり出てくんじゃねぇよ！」


　威い嚇かくするように叫びながら、佳奈美を奪うばい取ろうと手を伸のばす。が、


「触さわんじゃねぇぇぇぇぇええええええ!!」


　その瞬間、大吾の回し蹴りが男の顔面に炸さく裂れつしていた。


「ごぶっ……！」


　男の身体からだが高く宙を舞まい、ほどなくして地面に落下する。


　仰あお向むけに倒れた男は──鼻血を垂らしながら白目を剝むいて意識を失っていた。


「てめぇら……佳奈美に指一本でも触ふれてみろ……跡あと形かたもなく消し飛ばす……！」


　こほぉ……とダース○イダーみたいな吐と息いきを吐はきだしながら、大吾が狂きよう気きに満ちた瞳ひとみで追手達を睨にらみつける。


　もちろん跡形もなく消し飛ばすことなど物理的に不可能だったが、あまりにガチの殺意がこもったその台詞せりふに、


「おい、こいつマジやべぇって……」


「ああ……明らかに三人は殺やってる顔だ……」


「お兄ちゃん、怖こわい……」


　追手達どころか、助けられた本人まで引いていた。


「よし、今度こそ逃げるぞ佳奈美！」


　佳奈美をしっかりと抱え直し、再び全力で走り出す。


「お、おい。助けなくていいのか……？」


「あの子マジでやばいんじゃね？」


「警察。誰だれか警察呼べよ」


　後ろからなぜかそんな会話が聞こえてきた。








「よし、完全に撒いたな……」


　それから走ること約一〇分。結局、大吾にびびって追跡を諦あきらめた者が大半だったため、追手はすぐに撒けた。


　今はたまたま通りかかった小さな公園のベンチで一休みしているところだ。


　佳奈美はベンチに座ってからずっと下を向いて沈ちん黙もくを保ったまま。追手の心配もなくなったことだし、ようやく落ち着いて話ができる。


「佳奈美……どこに行ってたんだ？　心配したんだぞ？」


「……ごめんなさい」


　大吾がそう声をかけると、佳奈美はしゅんとして謝った。


「恵怜菜と顔を合わせづらかったのか？」


「それも……あるけど……」


　佳奈美が言葉を濁にごす。


「他ほかにも何かあるのか？」


「……お兄ちゃんは、怒おこってないの？」


　大吾がさらに質問すると、佳奈美は不安そうにこちらを見上げてきた。


「怒る？　俺が？　朝いなくなったことについてか？」


「それもだけど……恵怜菜さんとのことも。お兄ちゃん、私と恵怜菜さんが仲良くなるために色々頑がん張ばってくれたのに……それなのに私、勝手にあんなこと……」


　再び顔を伏ふせてしまう。どうやら、自分のせいで大吾の努力が無む駄だになってしまったと思っているらしい。


「なんだそんなことか。そんなの全然気にすることないぞ。俺は佳奈美のためならどんなことだって──」


「……もういいよ」


　今にも壊こわれてしまいそうな脆もろい呟つぶやきが、佳奈美の口から零こぼれた。


　大吾が「え？」と聞き返すと、


「もういいんだよ。お兄ちゃんはいつも私のことを気にかけてくれて、私のために頑張ってくれる。でも……そのせいで、お兄ちゃんはいつも自分を犠ぎ牲せいにしてる。やりたいこともできないし、ひどい人は陰かげ口ぐち言ったりしてる。だから、もういいんだよ。こんなどうしようもない妹のことなんて、もう放ほうっておい──」


「バカなことを言うな!!」


「────っ！」


　生まれて初めて聞いた大吾の明確な怒ど声せいに、佳奈美は思わず飛び上がった。


　大吾は佳奈美の前で膝立ちになるとその両肩を摑つかみ、正面から向かい合う。


「佳奈美。俺はたとえどんなに苦労しても、それでお前が笑ってくれるならそれだけでいい。どんなに辛つらいことだって耐たえられる。でも、佳奈美にとってはそうじゃないのかもしれないな。俺は特とく殊しゆな体質を持ってないから、佳奈美の辛さを本当にわかってやることはできないかもしれない。これからも辛くて苦しくて、もう嫌いやだ、全部投げ出してしまいたいって、そう思うことがあるかもしれない。でもな、これだけは覚えておいてくれ」


　大吾の手にぎゅっと力がこもる。


「たとえこの先どんな困難が立ちはだかっても、たとえお前と離はなれ離ばなれになったとしても。俺はこの先もずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとずっとず─────っと」
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「お前を愛しているぞ!!」


「……お兄ちゃん……」


　大きく目を見開いて、佳奈美が大吾の瞳を見つめる。と、


「うおっ……!?」


「きゃっ……！」


　突とつ然ぜん、公園内を激しい突とつ風ぷうが吹ふき荒あれた。


　驚おどろく二人の目の前に、上空からヘリコプターが降りてくる。そして、


「……一足遅おそかったようですわね。やはり先せん輩ぱいには敵かないませんでしたか」


　その中から、恵怜菜が姿を現した。


「え、恵怜菜さん……？」


「まったく、捜さがしましたわよ」


　ヘリコプターから降りてつかつかとこちらにやって来る。


「ど、どうしてここに？　というか、今まだ授業中……」


「午後の授業はさぼりましたわ」


「さぼっ……ええ!?」


　驚く佳奈美を気にすることもなく、恵怜菜はさらに詰つめ寄った。


「初めてのさぼり、初めてのパンチラ、初めてのお弁当……あなたにはわたくしの初めてを奪われてばかりですわ！　どうこの責任を取ってくれますの佳奈美！」


「ふぇぇ……そんなこと言われても……！」


　涙なみだ目めになってうろたえる佳奈美。


　まぁ、入学式での件はパンチラというよりパンモロという感じだったが、さすがにそれを指し摘てきするのは無ぶ粋すいすぎるので大吾はなんとか自重した。


「せ、責任ってどうしたらいいの……？」


「ふん。まぁ、あまり難しいことを要求しても仕方がありませんし、そうですわね……」


　そこで恵怜菜はわずかに逡しゆん巡じゆんした後、すっと右手を差し出し、


「わ、わたくしと仲直りなさい……」


　少し硬かたい声でそう言った。


「へ……？」


　目を丸くする佳奈美。


「で、ですから、わたくしと握あく手しゆしてもう一度友達になりなさいと言っているのですわ！」


　微び妙みように佳奈美から視線を逸そらしながら、恵怜菜が再度恥はずかしそうに言う。


　それを聞いた佳奈美は一いつ瞬しゆん、顔を輝かがやかせたが、


「……やっぱり、ダメだよ」


　すぐに元の暗い表情に戻もどってしまった。


「あのね、恵怜菜さん。私、ずっと隠かくしてたんだけど……」


「体質のことならもう聞きましたわよ？」


　佳奈美が「え？」と顔を上げる。大吾も驚いて恵怜菜を見た。


「そ、そうなんだ。それじゃあ──」


「そんなことはどうでもいいですわ」


「ど、どうでもっ!?」


　長年の悩なやみを一言で切って捨てられ、佳奈美はガーンとショックを受ける。


「周囲の人を不幸にする体質？　なんですのそのオカルト的発想は？　わたくし、そんな非科学的なことは信じませんわ」


「で、でも……！」


　佳奈美はなおも食い下がろうとするが、


「それに、もし仮にその体質が事実であっても、わたくしの気持ちは変わりませんわ」


「……どうして？」


　そんな面めん倒どうな体質を持っている人間と関かかわり合いを持っても、いいことなんて一つもない。自分と友達になるメリットなんて何もないのだ。


　でも、同情は嫌だ。相手も自分も辛いだけだから。


　そんな思いを抱かかえながら佳奈美が尋たずねると、


「……わたくしには姉が一人おりますの」


　恵怜菜は唐とう突とつに語り始めた。


「お姉様は美しく聡そう明めいで、わたくしの憧あこがれです。いつかお姉様に追いつき、追い越こしたい。そう考え、ずっとその背中を追ってきました」


　自分の目から見れば十分美しく聡明な恵怜菜がそこまで讃たたえる人物像など、佳奈美には想像すらできなかった。


「ですが、中学を卒業するまで、わたくしはお姉様が残した功績に一つたりとも及およびませんでした。いつからかお姉様とも疎そ遠えんになってしまい、その背中はますます遠のくばかり。このままではいけない。お姉様の歩んだ道を辿たどるだけでは追いつけない。自分自身を変えなければ。そう思い、わたくしは五月治学園に入学することにしましたの」


「そうだったんだ……」


　佳奈美が感心したように呟く。


　どうして正真正しよう銘めいのお嬢じよう様さまである恵怜菜がこの学校に入って来たのかは大吾も常々疑問に思っていたのだが、その疑問も解明された。


「で、でも、それと私に何の関係が？」


「言ったでしょう？　わたくしは変わらなければなりませんの。そのためには、今までの生活とは違ちがう新しい刺し激げきが必要ですわ。そういった刺激をくれる相手を、わたくしは欲ほつしているのです。ですから佳奈美。わたくしの友人になりなさい」


　恵怜菜は引っ込めていた右手をもう一度、差し出した。





「あなたといればわたくしは変われる。なんだかそんな気がしますわ」





「恵怜菜さん……」


　佳奈美の目にみるみる涙がたまっていく。そして、


「ふええぇぇぇん……恵怜菜ざぁぁぁぁん！」


　差し出された手を握にぎり返す──ことなく思い切り飛びついた！


「え？　ちょおっ……！」


　全体重の乗った佳奈美の熱い抱ほう擁ようを受け止めきれず、恵怜菜がひっくり返る。
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「うえぇぇぇん！　う、うれじいよぉぉぉぉ……！」


「ちょ、ちょっと離れなさい！　地面で制服の背中が汚よごれて……って、既すでに前が涙と鼻水で汚れ放題!?」


　散歩中に戯たわむれる子犬のように、公園の地面でごろごろとじゃれ合う（？）二人。


「…………はは」


　その光景に、大吾の口から自然と笑えみが零れた。


　佳奈美はああ言っていたけど、自分のしていることは多分、ほんの些さ細さいなきっかけを作っているにすぎない。たとえ自分が何もしなかったとしても、遅かれ早かれ二人はこうなる運命だったのだと思う。


　大したことなんてしていないのだ、きっと。むろん、自分を犠牲にもしていない。


　佳奈美が幸せそうに笑ってくれることだけが、大吾の望みなのだから。


「さて、それじゃ──」


　学校に戻るか、と言いかけたその時。


「だいごおおおおおぉぉぉお……！」


　すぐ後ろから、圧あつ倒とう的な威い圧あつ感を伴ともなう重じゆう厚こうな幼おさな馴な染じみの声が。


「し、志保？　お前なんでここに……」


「なんでも何もないわよ……どうしてくれんのよ!?」


　声こわ色いろからなんとなく想像できていたが、なぜか幼馴染みは怒いかり心頭なご様子だった。


「な、何が？」


「佳奈美ちゃんに懸けん賞しよう金が懸かけられたのを知って、学校中の生徒が皆みんな早退しちゃったのよ！　おかげで授業はできないし、先生まで捜しに出かけちゃうし……もう無茶苦茶よ！　おまけに街も大混乱で……どう責任取ってくれるの!?」


「いや、それをやったのは全部恵怜菜で……」


「けど、頼たのんだのはあんたなんでしょ!?」


「いや、確かにそうだが、まさかこんなことになるなんて思いもしなかったし……大体、何かあったらフォローしてあげるって言ってたじゃねぇか！」


「そ、それはそうだけど……こんなのどうフォローしろって……。ああうるさい！　とにかく全部あんたが悪い！」


「理り不ふ尽じんすぎる！」


　おしおきしようと志保が腕うでを振ふり上げたので、大吾はたまらず逃にげ出した。


「こら！　待ちなさい！　おとなしく地じ獄ごくへ堕おちろ！」


「そこはせめて天国にしてくれ！」


　閻えん魔ま大王よりも恐おそろしい幼馴染みに追われ、佳奈美と恵怜菜を残して公園を出る。


　こうして、大吾は午後も街中を全力疾しつ走そうするハメになってしまったのだった。












　　エピローグ







　翌日の放課後。大だい吾ごは校舎の屋上でミコトを呼び出していた。


「もう一度確かく認にんしておくが、二人は縁えんを結べたんだな？」


「うむ。しっかりと強固なものが結ばれておる。多少のことでは切れたりせぬじゃろう」


「そうか……」


　紆う余よ曲折があったものの、どうにか目的は達成できたらしい。


　そのことに、大吾はひとまず安あん堵どの息をつく。とその時、


「あ、お兄ちゃんここにいたんだ」


　屋上の扉とびらが開き、佳か奈な美みがひょっこり顔を覗のぞかせた。その後ろには恵え怜れ菜なの姿もある。


「おお、どうした佳奈美。何か用事か？」


　屋上に来た二人に歩み寄りながら大吾が尋ねる。


「ううん。私じゃなくて、恵怜菜さんが話があるんだって。ほら、恵怜菜さん」


　佳奈美が恵怜菜の背後に回り込み、ぐいっと背中を押す。


　大吾の前に立った恵怜菜は「その……」とやや言いにくそうに口をもごもごさせた後、


「せ、先せん輩ぱいに謝らなくてはと思いまして……」


　と、らしくもない弱々しい声で言った。


「……謝る？　何を？」


「ですから……その、わたくし色々と先輩にひどいことを言ってしまって……」


　どうやら、佳奈美に怒おこっていた時の言動を謝りたいらしい。


　まぁ、確かに少々きついことを言われたが……。


「……ほいっと」


「え……んむーっ!?」


　大吾は恵怜菜の両側の頰ほおに手を添そえると、むにーっと伸のばしてみた。


　うむ。柔やわらかい。なんか癖くせになりそうかも。


「い、いきなり何をなさいますの!?」


　大吾の手を振り払はらって恵怜菜がぷんすか怒る。


　そんな恵怜菜を見て大吾は楽しそうに笑い、


「そうそう、その感じだ。弱気な顔なんてお前らしくもない。……ま、そういうわけだから。これからも今まで通りよろしくな」


　すっと、右手を差し出した。


「……先輩……」


　惚ほうけたような声で呟つぶやく恵怜菜。


　そして、差し出された右手を少しだけ見つめた後、


「……ええ。これからもよろしくお願いしますわ」


　ようやくいつもの自信に溢あふれた表情に戻って、しっかりと手を握り返してきた。


　うん、これでいい。やっぱり恵怜菜はこうでないとな。


　そんなことを思いながら、大吾は満面の笑みを浮うかべた。


「おう。これからも末永く（佳奈美を）よろしくな」


　その瞬しゆん間かん、


「す、すすす末永く……!?」


　ぼんっ！　と音がしそうなくらい一瞬で恵怜菜の顔が真っ赤になった。


「はははは離はなしなさい！」


「うおっ!?」


　なぜか猛もう烈れつな勢いで手を振り解ほどかれる。


「な、なんだ？　急にどうした？」


「急なのはそちらの方ですわ！　いいいいきなりそんな……早すぎますわ！　そ、そういうことはもっと段階を踏ふんでから……！」


「え、いや、もう段階は十分踏んだと思うが……」


　何しろ縁まで結んでいるわけだし。


「そ、そんな勝手に……。い、一応断っておきますが、わたくしそんな軽い女ではありませんわよ！」


「……？　一体何の話……って、おい！」


　言ってる意味がよくわからず大吾が首を傾かしげていると、恵怜菜はなぜか怒ったようにずんずんと大おお股またで屋上を去っていってしまった。


「……一体なんだったんだ……わけがわからん。なぁ、佳奈美？」


　頭上に大量の疑ぎ問もん符ふを浮かべながら佳奈美に同意を求める。が、


「……はぁ、お兄ちゃんって本当に……」


　そんな大吾を見た佳奈美はどうしようもないとばかりに首を振り、


「……本当に、お主はなんというか……」


　なぜかミコトまで額に手を当てて呆あきれたような顔をしていた。


　なんで二人して同じような反応をするのだろう。


　まったく、女心ってのはつくづく難しい。


「……まぁいいや。そろそろ生徒会室に行こう。遅おそくなると志し保ほにどやされるしな」


　一つため息をついてから、大吾は生徒会室に向かおうとする。と、


「あ、ちょ、ちょっとだけ待ってお兄ちゃん」


　突とつ然ぜん、佳奈美に呼び止められた。


「ん？　なんだ？」


「そ、その……ちょっとだけ耳を貸してくれないかな？」


　少し恥はずかしそうにもじもじしながら佳奈美が言う。どうも何やら言いにくいことのようだ。


「？　おう、いいぞ」


　内容はまったく想像がつかないが、妹の頼みとあれば是ぜ非ひもない。大吾は少し屈かがんで佳奈美の顔に耳を近づける。


「あ、あのね……」


　佳奈美はそっと大吾の耳元に口を寄せ、





「私も──ずっとずっとずーっと大好きだよ、お兄ちゃん」





　そう、小さく囁ささやいたかと思うと、





　ちゅっ





　頰に、そんな柔らかな感かん触しよくが。


　……………………………………………………え？


「そ、それじゃまたあとでねお兄ちゃん！」


　早口にそれだけ言い残すと、佳奈美はあっという間に校舎内に戻もどっていった。


　……今の感触は、あれだよな？　あれ以外あり得ないよな？


　その、つまり、たった今、俺は佳奈美に……。


「…………にへら」


「お、お主、顔が大変なことになっておるぞ!?」


　ミコトにそう言われ、慌あわてて表情を引き締しめようとするが……。


「…………にゅへ」


　無理。絶対無理。


　顔中の筋肉という筋肉が緩ゆるみまくって、もはや制せい御ぎよ不可能。
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　間ま違ちがいない。俺は今、これまでの人生で一番幸せな瞬間を体験している！


「俺、もう死んでもいいかも……」


「……幸せ一いつ杯ぱいのところ申し訳ないのじゃが……少しよいか？」


「ん？　あ、ああ。なんだ？」


　ミコトの真しん剣けんな声こわ色いろに、大吾もなんとかにやけきっていた表情を元に戻す。


「……今回のことでわかったと思うが、縁を結ぶというのは口で言うほど容易たやすくはない。これからもお主には苦労をかけるじゃろうし、辛つらい思いをさせるやもしれぬ。それでも、お主は我に協力してくれるか……？」


　少し不安そうにこちらを見るミコト。不安になるくらいならわざわざ聞かなければいいのにと思うが、そこをごまかさないのはミコトの誠実さの表れだろう。


　なら俺も正直に、誠実に答えなければ。


「……くだらないこと聞くなよ」


　大吾が不敵な笑みを浮かべる。


　そして、彼は決して自じ慢まんにならないことを、しかし堂々と胸を張って宣言した。


「俺は超ちようドシスコンだぜ？」














　　あとがき




　多くの先人は言いました。『世の中何が起こるかわからない』と。しかし、凡ぼん人じんたる私は『そうは言っても、世の中なるようにしかならんでしょ』と思いながら日々を過ごしていました。しかし、今なら言えます。彼らの言葉は間違っていなかった、と。今ここでこうしてあとがきを書いていることなど、一年前の私は妄想すらしておりませんでした。


　読者の皆様はじめまして。著者の稲いな葉ば洋ひろ樹きです。『いもうとコンプレックス！』第一巻はいかがでしたでしょうか。実は私、ラブコメを書くのはこの作品が初めてなので、正直かなり不安です。皆様に少しでも楽しんで頂けたら良いのですが。


　さて、いきなり私事になってしまい恐縮ですが、実は私は中学・高校と六年間男子校で過ごしました。そのため、男女の甘酸っぱい青春とは縁もゆかりもありません。別にそのことに未練はないのですが、「共学ってどんなところだろう」と想像しながら作品を書くのはとても楽しかったです。今後も色々と妄想……ではなく想像を膨らませながら楽しく書けたらいいなと思います。まぁ、その前にまず読者の皆さんに楽しんで頂かなければお話にならないわけですが（笑）。


　それでは、紙面も残り少なくなってきたのでそろそろ謝辞に移らさせて頂きます。


　まず、第二十三回ファンタジア大賞の選考委員であらせられた賀が東とう先生、鏡かがみ先生、四し季き先生、及びファンタジア文庫編集部の皆様に感謝を。未熟な私の作品を評価してくださり、感謝の念に堪えません。


　続いて、イラストを描いてくださった代だい官かん山やまゑびす先生に感謝を。私はキャラクターに対して漠然としたイメージしか持てていなかったのですが、先生のイラストのおかげで各キャラクターに対するイメージがとても明瞭になりました。イラストを初めて拝見させて頂いた時、『余計な文章なんて取り払ってイラスト集にした方が売れるんじゃね？』と思ったのは公然の秘密です。


　さらに、担当の編集様にも感謝を。なかなか上手くいかず私が悩んでいる時にも粘り強く指導・助言をして頂き、そのおかげでどうにか一巻を仕上げることが出来ました。今後も多大なご迷惑をおかけするとは思いますが、どうぞよろしくお願い致します。


　そして最後に、本書を手に取って下さった読者の皆様に感謝を。この作品を読んで少しでも楽しく笑って頂けたのなら、それは私にとって何物にもかえがたい喜びです。


　それでは、本日はこのあたりで。二巻でまた皆様にお会いできることを心より祈っております。











いもうとコンプレックス！


─ＩＣ─





稲いな葉ば洋ひろ樹き
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